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している 4 大学・学部を加えた 16 大学・学部に関して、教育現場での教育的体験を取り入
れた体験的科目（教育実習を含む）がどのような内容で構成されているのかを履修年次毎
に概観したところ、体験的科目の編成について 3 つの特徴が見出された 13)。 





































異種校での見学・参加実習を実施するなど、1 年次から 4 年次までの実地教育科目（教育実
習科目）の体系化を進めてきた。 
14 単位必修の実地教育科目のうち、1 年次から 4 年次までの各年次に配置された基幹的
な実地教育科目を挙げれば、1 年次の「実地教育Ⅰ」（1 単位）は、附属学校園、公立幼稚
園、県内特別支援学校における 1 週間の見学・参加実習である。2 年次の「実地教育Ⅱ」（1
単位）は、主免教育実習の事前指導として社会教育施設を利用して 3 泊 4 日の青少年教育
活動（自然体験活動）に指導補助員として参加する観察・参加実習である。3 年次の「実地
教育Ⅲ」（4 単位）は附属学校園で行われる 4 週間の主免教育実習である。4 年次の「実地
教育Ⅳ」（2 単位）は、応用実習として母校等の出身校園で行われる 2 週間の教育実習であ
る。 
 このように、兵庫教育大学では 1 年次から学校現場での見学・参加実習を配置し、3 年次
の主免教育実習の事前と事後に多様な教育現場における実習科目を設置するなどして教育





































































 そこで、本研究では、1991（平成 3）年の大学設置基準の大綱化以前から、1 年次生対象
に異校種（幼稚園、小学校、特別支援学校）における見学・参加実習を実施したり、2 年次
生対象に社会教育施設での青少年教育活動の観察・参加実習を実施したりするなど、教育
現場での多様な実習を取り入れて教育実習改革に取り組み、1 年次から 4 年次までの実地教
育科目（教育実習科目）の体系化を進めてきた兵庫教育大学の教育実習カリキュラムを取






























































































































































































































































































































































































































































































が 6 割、変わらない者が約 2 割、薄れた者が 1 割、保育者になりたくない者が 1/2 割であ
り、②保育の仕事が「やりがいのある仕事」と考える者が約 5 割で、「大変な仕事」と考え
るようになった者が約 4 割であり、③保育者に対する自信では、自信がついた者が約 6 割、
自信がなくなった者が約 4 割であり、④保育者に対する適否では、自分が保育者に向いて



















































































































































でに身につけておくべき教員として最小限必要な資質能力に基づいて第 1 年次から第 4 年









































 本研究では、上記の研究課題を受けて 8 つの章から構成される。以下、各章について概
要を述べる。 
 第 1 部では、得意分野、個性をもった教員を養成するという観点から、「教育実習の事前
指導としての自然体験活動への観察参加実習の意義と評価」に関して、第 1 章から第 3 章
で構成し、以下のような評価と分析を行う。 































 第 2 部では、教員養成の質保証の観点から、養成段階で学生が身につけるべき最小限必
要な資質能力を上述した社会教育施設での観察参加実習を組み込んだ 1 年次から 4 年次ま
での実地教育科目でどの程度身につけることができているのかを評価、検証するために、
「教員養成スタンダードに基づく教育実習科目の評価」について、第 4 章から第 7 章で構
成し、以下のような分析と評価を行う。 
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差異をもたらすのかを明らかにする。第 4 節では、これまでの質問紙調査に加えて、第 4
年次に履修する 2 週間の主免教育実習（実地教育Ⅳ）の質問紙調査を実施し、実地教育Ⅱ
の実習が 3 年次及び 4 年次の主免教育実習にどの程度有効で、どのように生かされている












 本研究は、兵庫教育大学初等教育教員養成課程２年次生 208 名を対象に実施した「実地
教育Ⅱに関する調査」（質問紙調査）で得られたデータに基づいている。調査時期は、事前
調査については、事後調査のデータと比較することを意図して、この実習の事前指導（１
泊２日）を受けた直後に実習生に配布し、1998（平成 10）年 6 月 12 日～19 日の間に回収
した。事後調査については、各参加コースの実習期間（基本的に 3 泊 4 日）が同年 7 月 21
























































































悪い方向へ変化 1 0 0 0 0 1
少し悪い方向へ変化 0 0 1 3 0 4
以前と変わらない 1 4 10 10 3 28
少し良い方向へ変化 1 6 25 42 3 77
良い方向へ変化 0 3 14 54 19 90

























































N 0 1 13 85 19 118




























































 さらに、教師に求められる資質能力に対する自信度について 5 段階尺度で回答を求め、
実習後の平均値の高い順に配列したものが表 2-1-6である。 
表2-1-5　実習前・後の子どもに対するイメージ（％）（上段：実習前；N=107 下段：実習後;N=107）
3 2 1 0 1 2 3
どちらとも
非常に かなり 少し いえない 少し かなり 非常に 平均値
48.6 30.8 14.0 2.8 2.8 0.9 0.0 1.83
57.9 33.6 3.7 2.8 1.9 0.0 0.0 1.57
48.6 34.6 8.4 4.7 2.8 0.9 0.0 1.81
59.8 27.1 10.3 0.9 0.9 0.9 0.0 1.59
29.9 41.1 17.8 8.4 1.9 0.9 0.0 2.14
51.4 29.9 15.0 1.9 0.9 0.9 0.0 1.74
32.7 27.1 16.8 6.5 8.4 6.5 1.9 2.58
38.3 36.4 19.6 3.7 1.9 0.0 0.0 1.94
15.9 24.3 19.6 29.0 6.5 2.8 1.9 3.02
27.1 40.2 20.6 7.5 4.7 0.0 0.0 2.22
15.9 25.2 21.5 13.1 13.1 7.5 3.7 3.20
27.1 43.0 15.0 9.3 3.7 1.9 0.0 2.25
15.9 26.2 18.7 17.8 7.5 6.5 7.5 3.24
33.6 30.8 20.6 6.5 3.7 3.7 0.9 2.31
10.3 24.3 20.6 15.0 18.7 6.5 4.7 3.46
23.4 33.6 24.3 15.0 0.0 2.8 0.9 2.47
17.8 29.9 18.7 20.6 9.3 3.7 0.0 2.85
21.5 35.5 23.4 12.1 6.5 0.9 0.0 2.50
9.3 19.6 19.6 20.6 19.6 7.5 3.7 3.59
23.4 27.1 26.2 15.9 5.6 1.9 0.0 2.59
8.4 21.5 21.5 22.4 15.0 6.5 4.7 3.52
18.7 32.7 23.4 18.7 3.7 1.9 0.9 2.65
0.0 15.9 29.0 29.9 19.6 4.7 0.9 3.71
12.1 28.0 37.4 13.1 7.5 1.9 0.0 2.81
2.8 19.6 22.4 25.2 15.0 11.2 3.7 3.79
8.4 28.0 32.7 11.2 12.1 6.5 0.9 3.14
0.9 4.7 22.4 38.3 19.6 11.2 2.8 4.16
6.5 18.7 33.6 34.6 6.5 0.0 0.0 3.16
2.8 12.1 16.8 30.8 20.6 14.0 2.8 4.07
8.4 18.7 28.0 26.2 13.1 5.6 0.0 3.34
2.8 2.8 22.4 38.3 18.7 11.2 3.7 4.16
8.4 11.2 39.3 26.2 8.4 6.5 0.0 3.35
1.9 12.1 24.3 24.3 21.5 10.3 5.6 4.05
6.5 16.8 29.9 26.2 14.0 4.7 1.9 3.46
9.3 16.8 10.3 29.9 9.3 20.6 3.7 3.90
12.1 17.8 18.7 23.4 14.0 9.3 4.7 3.56
0.9 10.3 16.8 33.6 21.5 13.1 3.7 4.19
5.6 17.8 17.8 32.7 16.8 7.5 1.9 3.67
0.9 7.5 16.8 21.5 29.9 15.0 8.4 4.50
8.4 14.0 22.4 26.2 15.9 10.3 2.8 3.69
4.7 7.5 11.2 38.3 23.4 12.1 2.8 4.16
4.7 10.3 15.0 47.7 20.6 1.9 0.0 3.75
7.5 10.3 24.3 21.5 8.4 15.0 13.1 4.10
4.7 12.1 22.4 29.0 11.2 14.0 6.5 3.98
1.9 3.7 10.3 20.6 21.5 24.3 17.8 5.00
7.5 10.3 18.7 19.6 18.7 18.7 6.5 4.14
0.0 0.0 6.5 26.2 24.3 29.0 14.0 5.18
2.8 3.7 18.7 28.0 19.6 19.6 7.5 4.47
0.0 5.6 4.7 30.8 24.3 23.4 11.2 4.89
0.0 1.9 8.4 37.4 32.7 13.1 6.5 4.66
0.0 0.9 0.0 8.4 18.7 39.3 32.7 5.93









































平均値 SD 平均値 SD 検定
9 人間一人ひとりがかけがえのない存在であると思える 4.48 0.62 4.46 0.60
12 人間が好きである 4.21 0.83 4.45 0.68 **
15 誰に対しても挨拶ができる 4.32 0.82 4.37 0.78
25 みんなと協力して物事を行うことができる 4.09 0.72 4.34 0.63 ***
5 優しさ・思いやりをもって人に接することができる 4.19 0.66 4.26 0.75
17 年齢や世代に関係なく人間関係を築くことができる 3.98 0.85 4.16 0.82 *
20 物事を行うには順序が必要である 3.93 0.94 4.13 0.73 *
19 何事にも苦労が必要であると思える 3.89 0.90 4.10 0.81 *
42 理解の遅い子どもには、時間をかけて指導することができる 3.99 0.82 4.07 0.67
54 自分の人生観に基づいて、子どもたちの相談相手になれる 3.92 0.84 4.07 0.67
10 思い通りにならないことがあっても我慢できる 3.94 0.87 4.04 0.82
47 子どもの失敗に対して寛容に対処できる 3.97 0.77 4.03 0.77
23 みんなで決めたルールは必ず守ことができる 3.97 0.79 4.01 0.83
41 子どもの意見は謙虚に受けとめることができる 3.86 0.72 4.00 0.70
11 関心がなくても人の話に耳を傾けることができる 3.78 0.87 3.98 0.84 *
13 自主的・自発的に行動できる 3.69 0.89 3.94 0.84 ***
24 同世代の人と容易に仲間づくりができる 3.59 0.92 3.94 0.93 ***
14 福祉や社会教育に関心がある 3.63 0.83 3.93 0.83 ***
3 目先のことよりも目標に向かってがんばれる 3.60 0.89 3.92 0.78 ***
52 子どもからの質問に対して、誠心誠意答えることができる 3.85 0.73 3.92 0.74
40 子どもの興味・関心を把握することができる 3.50 0.76 3.88 0.71 ***
2 何事に対しても積極的に行動できる 3.56 0.87 3.87 0.75 ***
46 自分の教育観や子ども観を持っている 3.57 1.03 3.82 0.97 **
51 自分から子どもたちに質問し、学習意欲を高めることができる 3.50 0.78 3.82 0.80 ***
50 一人ひとりの能力を最大限に伸ばそうとする指導観を持っている 3.56 0.86 3.77 0.80 *
26 誰に対してもわけへだてなく接することができる 3.72 0.91 3.73 0.95
35 子どもたちが力を合わせて頑張れる雰囲気がつくれる 3.51 0.94 3.73 0.82 *
18 一見、無意味なことが理由があると思える 3.62 0.94 3.70 0.98
45 子どもの個人差に配慮した指導ができる 3.55 0.85 3.70 0.86
53 教師としての使命感と情熱を持っている 3.56 0.98 3.69 0.96
8 気持ちは安定している 3.63 1.01 3.68 1.00
33 子どもの行動を絶えず観察することができる 3.52 0.85 3.68 0.82
38 子どもの性格や行動を指導の際に考慮できる 3.56 0.80 3.65 0.80
16 自分の立場をわきまえた行動や発言ができる 3.78 0.81 3.64 0.97
27 子どもたちに適切で正しい声かけができる 3.56 0.93 3.63 0.84
43 子どもたちの能力を調べて指導の参考にすることができる 3.50 0.83 3.62 0.78
21 柔軟に物事が考えられる 3.37 0.97 3.61 0.87 *
32 新しい指導技術を積極的に身につけることができる 3.55 0.80 3.59 0.81
1 その場その場に応じて行動できる 3.22 0.89 3.52 0.85 ***
22 自分を客観的に評価することができる 3.44 0.98 3.45 0.99
55 活動内容の妥当性や有用性について検討することができる 3.34 0.86 3.41 0.76
28 子どもたちに分かりやすく正確に指示できる 3.22 0.90 3.45 0.98 *
39 子どもの行動に何か生じればすぐに対処できる 3.06 0.86 3.40 0.86 ***
57 既成の科目（枠）にとらわれないで総合的な視野に立って指導ができる 3.18 0.96 3.40 0.93 *
30 子どもたちのつまずきが発見できる 3.01 0.80 3.31 0.79 **
31 指導後に反省を絶えず行い、記録を残すことができる 3.26 0.90 3.31 1.01
37 あらかじめ指導目標を設定して指導ができる 3.19 0.86 3.31 0.83
34 子どもが理解しやすいように指導内容を組み立て、配列できる 3.06 0.80 3.28 0.90 *
6 何事に対しても自信を持って対処できる 3.01 0.88 3.26 0.89 *
36 子どもたちの評価を自分の経験とカンに基づいて行うことができる 3.06 0.97 3.25 1.02
44 社会問題に注目し、それを指導内容に取り入れることができる 2.95 0.89 3.19 0.84 *
7 自分はなくてはならない存在であると思える 3.06 0.96 3.18 0.85
49 社会での出来事と教育の関係を頭に入れて指導ができる 2.86 0.87 3.05 0.96
4 人間の力を超えたものがあると思えることがある 3.03 1.15 2.96 0.94
56 形式陶冶と実質陶冶の違いを理解しながら指導ができる 2.66 0.90 2.85 0.96


















































































1 児童生徒は、コースを受講して満足そうであった 0.0 0.8 1.7 19.5 78.0 118 4.75
7 児童生徒は心を開いて実習生とコミュニケーションをとるようになった 0.0 0.0 0.8 26.3 72.9 118 4.72
8 児童生徒と実習生が共感しながら協力できるようになった 0.0 0.0 1.7 35.9 62.4 117 4.61
6 児童生徒は実習生の説明や指示に従って行動してくれた 0.0 0.8 4.2 34.7 60.2 118 4.54
3 児童生徒は意欲的かつ積極的に活動していた 0.0 0.9 4.3 39.3 55.6 117 4.50
2 児童生徒が主体となって活動していた 0.0 3.4 6.8 39.8 50.0 118 4.36
5 児童生徒どうしの協力的な雰囲気があった 0.0 1.7 5.9 46.6 45.8 118 4.36
9
児童生徒と実習生からアイデアを出し合ってお互いによりよい問題解決
に取り組めるようになった 0.0 0.9 13.7 41.0 44.4 117 4.29







































平均値 SD 順位 平均値 SD 順位 検定
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.28 0.76 5位 4.58 0.56 1位 ***
3 幼児・児童・生徒等の対象の理解に役立つ 4.38 0.64 2位 4.50 0.61 2位
18 子どもとの交流の仕方が学べる 4.46 0.63 1位 4.49 0.64 3位
8 集団活動でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.29 0.81 4位 4.47 0.67 4位 *
14 教師以外の社会教育の専門職の人たちから色々なことが学べる 4.30 0.74 3位 4.45 0.69 5位
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 4.20 0.78 6位 4.36 0.64 6位 *
6 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.12 0.69 7位 4.34 0.71 7位 **
1 教職を目指す自覚が身につく 4.02 0.91 4.26 0.78 *
10 思いやりや優しさなど人間性を培うことができる 4.11 0.77 4.25 0.84
11 人それぞれ価値観が違うことに気づき、認めるようになる 4.02 0.82 4.25 0.76 **
5 学習指導や生徒指導に役立つ 4.04 0.81 4.23 0.75 *
17 学校での子どもたちの体験学習への適切な対応ができる 4.11 0.83 4.18 0.72
16 子どもの心をつかんだ幅広い教育を行う自信がつく 4.08 0.74 4.16 0.76
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 3.90 0.94 4.15 0.83 *
15 学校以外の教育の場を経験し、現在の学校教育を見直す機会になる 4.06 0.74 4.14 0.86
9 自己表現力を身につけることができる 3.84 0.91 4.11 0.86 **
20 地域のボランティア活動への参加意欲がわく 4.00 0.89 4.11 0.80
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 3.75 1.03 4.02 0.82 *
13 社会教育施設の教育的機能について学べる 3.67 0.99 3.89 0.78 *









実習前 0.9 2.6 12.8 34.2 49.6 117
実習後 0.9 0.9 17.9 29.1 51.3 117














































実習前 3.5 11.4 32.5 37.3 14.9 114
実習後 0.9 10.5 32.5 42.1 14.0 114























実習前 0.9 6.8 17.8 41.5 33.1 118
実習後 0.9 1.7 7.6 43.2 46.6 118























第 2 節 実習前の教職志望度の観点からみた社会教育施設での事前指導・観察参加実習の成 





力量形成調査 8)、栗原らの調査研究 9)、吉崎・水越による学習集団雰囲気評価尺度 10)、井上

















成課程２年次生 208 名に対して実施した。 
表2-1-12　教職と野外活動等の指導との関係 （％）
合計 χ2検定
実習前 0.0 0.0 9.3 38.1 52.5 118
実習後 0.0 0.0 3.4 35.6 61.0 118
全体 0.0 0.0 6.4 36.9 56.8 236 n.s.
実習前 0.9 0.9 27.1 41.5 29.7 118
実習後 0.0 0.9 10.2 43.2 45.8 118
全体 0.4 0.9 18.6 42.4 37.7 236 p<.05
実習前 1.7 2.5 27.1 44.1 24.6 118
実習後 0.9 2.5 11.9 42.4 42.4 118
























教育Ⅱの事前指導（1 泊 2 日）を受けた直後に実習生に配布し、1999（平成 11）年 6 月 10
日～17 日の間に回収した。事後調査については、各参加コースの実習期間が同年 7 月 21
















































































 第 1 因子（13 項目）は、教員のもつ肯定的な性格や人格に関わる項目が多いことから、
「肯定的人格性」と命名した。第 2 因子（9 項目）は、教員という知的な職業像に関わる項
目が多いことから、「知的専門職性」と命名した。 
 両尺度の信頼性を調べるために、Cronbach のα係数を算出したところ、第 1 因子で.89、


















N 5 7 52 62 76 202














  第 1 因子（11 項目）は、偏見がなく、しかも周りからの統制を受けず、自由で活発な子
どもの姿を表している項目が多いことから、「自由・活発性」と命名した。第 2 因子（8 項
目）は、規律と社会性をもった子どもの姿を表している項目が多いことから、「規律・社会
性」と命名した。 
 両尺度の信頼性を調べるために、Cronbach のα係数を算出したところ、第 1 因子で.86、








7 陽気な ←→ 陰気な 0.79 -0.02 0.63
20 あたたかい ←→ つめたい 0.79 0.33 0.73
11 明るい ←→ 暗い 0.78 0.08 0.62
2 生き生きとした ←→ 生気がない 0.71 0.17 0.53
4 親切な ←→ 不親切な 0.70 0.29 0.58
8 正直な ←→ ずるい 0.68 0.23 0.52
9 進歩的な ←→ 保守的な 0.64 0.25 0.47
15 おおらかな ←→ きつい 0.63 0.22 0.45
5 豊かな ←→ 貧しい 0.59 0.41 0.52
17 楽しい ←→ 苦しい 0.58 0.18 0.37
14 魅力的な ←→ 魅力的な 0.54 0.41 0.46
19 充実した ←→ 空虚な 0.54 0.38 0.43
22 堅い ←→ 柔らかい（R） -0.42 0.01 0.18
3 知的な ←→ 知的でない 0.12 0.75 0.58
21 有能な ←→ 無能な 0.27 0.72 0.59
1 勤勉な ←→ 怠慢な 0.04 0.67 0.45
16 冷静な ←→ 衝動的な 0.23 0.63 0.44
18 礼儀正しい ←→ 行儀悪い 0.20 0.60 0.41
13 慎重な ←→ 軽率な 0.10 0.60 0.37
12 高尚な ←→ 低俗な 0.23 0.57 0.37
6 理性的な ←→ 感情的な 0.08 0.50 0.26












  教師として必要とされる資質能力に関する 50 項目についても、これまでと同様の手続き
にしたがって因子分析（主因子法、バリマック回転）を行った。その結果、4 つの因子を主
因子解とし、0.40 以上の因子負荷量を示す項目を採用した。バリマックス回転後の結果は、
表 2-2-3-3 に示すとおりである。 
  第 1 因子（22 項目）は、教師が児童生徒の内面を理解しながら実践的な教育活動を展開
していくのに必要な能力を表している項目が多いことから、「実践的指導力」と命名した。
第 2 因子（8 項目）は、教師が人々とのより良い対人関係や人間関係を築くために必要な能
力を表している項目が多いことから、「対人関係能力」と命名した。第 3 因子（4 項目）は、
教師自ら自主的、自発的に行動しようする能力を表している項目群なので、「自発的行動力」
と命名した。第 4 因子（6 項目）は、教師の人間理解に関わる能力を表している項目が多い
ことから、「人間理解力」と命名した。 
 これらの因子について、尺度の信頼性を調べるために、Cronbach のα係数を算出したと
ころ、第 1 因子で.92、第 2 因子で.82、第 3 因子で.74、第４因子で.71 という数値が示され




13 遊び上手 ←→ 遊び下手 0.74 0.12 0.56
10 気力がある ←→ 無気力である 0.67 -0.01 0.44
7 発想が豊か ←→ 発想が貧しい 0.61 0.24 0.43
9 素直である ←→ ひねくれている 0.60 0.35 0.48
15 観察力がある ←→ 観察力がない 0.58 0.20 0.37
21 仲間づくりが上手 ←→ 仲間づくりが下手 0.56 0.17 0.35
14 自分で考える ←→ 自分では考えない 0.56 0.29 0.40
16 正直である ←→ 嘘つきである 0.53 0.26 0.35
17 自分から行動する ←→ 自分から行動しない 0.49 0.08 0.25
5 遊びが好き ←→ 遊びが嫌い 0.48 -0.07 0.24
2 かわいい ←→ にくい 0.45 0.31 0.30
6 大人っぽい ←→ 子どもっぽい（R) -0.37 0.15 0.16
3 協調性がある ←→ 自分勝手である 0.12 0.64 0.42
18 いじめが嫌い ←→ いじめが好き 0.06 0.57 0.33
19 責任感がある ←→ 責任感がない 0.11 0.55 0.32
1 忍耐力がある ←→ 忍耐力がない 0.15 0.48 0.26
11 でしゃばらない ←→ 生意気である -0.08 0.46 0.22
8 頼りになる ←→ 頼りにならない 0.02 0.43 0.19
4 安心できる ←→ 怖い 0.13 0.41 0.18
20 従順である ←→ 反抗的である 0.20 0.40 0.20















F1 F2 F3 F4 h2
49 社会での出来事と教育の関係を頭に入れて指導ができる 0.68 -0.09 0.18 0.16 0.52
51 自分から子どもたちに質問し、学習意欲を高めることができる 0.65 0.14 0.18 0.18 0.50
43 子どもたちの能力を調べて指導の参考にすることができる 0.62 0.26 0.01 0.17 0.48
45 子どもの個人差に配慮した指導ができる 0.61 0.33 -0.01 0.09 0.49
30 子どもたちのつまずきが発見できる 0.60 0.17 0.18 0.13 0.44
39 子どもの行動に何か生じればすぐに対処できる 0.60 0.10 0.17 0.06 0.40
44 社会問題に注目し、それを指導内容に取り入れることができる 0.60 -0.04 0.15 0.10 0.39
34 子どもが理解しやすいように指導内容を組み立て、配列できる 0.60 0.25 0.18 0.05 0.45
57 既成の科目（枠）にとらわれないで総合的な視野に立って指導ができる 0.59 0.00 0.31 0.02 0.45
36 子どもたちの評価を自分の経験とカンに基づいて行うことができる 0.59 0.21 0.20 0.04 0.43
50 子ども一人ひとりの能力を最大限に伸ばそうとする指導観を持っている 0.57 0.15 0.10 0.24 0.41
21 自分を客観的に評価することができる 0.55 0.17 0.19 -0.10 0.38
40 子どもの興味・関心を把握することができる 0.53 0.36 0.09 0.15 0.45
38 子どもの性格や行動を指導の際に考慮できる 0.52 0.43 -0.06 0.03 0.46
56 形式陶冶と実質陶冶の違いを理解しながら指導ができる 0.52 -0.03 0.16 0.02 0.29
37 あらかじめ指導目標を設定して指導ができる 0.51 0.41 0.08 0.05 0.43
55 活動内容の妥当性や有用性について検討することができる 0.48 0.26 0.22 0.22 0.39
46 自分の教育観や子ども観を持っている 0.47 0.06 0.13 0.17 0.27
32 新しい指導技術を積極的に身につけることができる 0.46 0.27 0.35 0.20 0.45
26 子どもたちに適切で正しい声かけができる 0.43 0.29 0.26 0.22 0.38
29 野外活動の内容について正しい知識を持っている 0.42 -0.13 0.32 -0.01 0.30
52 子どもからの質問に対して、誠心誠意答えることができる 0.41 0.16 0.20 0.27 0.31
33 子どもの行動を絶えず観察することができる 0.38 0.32 0.17 0.36 0.41
54 自分の人生観に基づいて、子どもたちの相談相手になれる 0.37 0.28 0.32 0.36 0.45
20 柔軟に物事を考えられる 0.37 0.28 0.28 -0.05 0.30
25 誰に対してもわけへだてなく接することができる 0.13 0.65 0.23 0.12 0.51
24 みんなと協力して物事を行うことができる 0.17 0.61 0.34 0.23 0.57
10 関心がなくても人の話に耳を傾けることができる -0.05 0.53 0.03 0.12 0.30
23 同世代の人と容易に仲間づくりができる 0.37 0.53 0.43 -0.03 0.61
41 子どもの意見は謙虚に受けとめることができる 0.23 0.51 0.00 0.33 0.42
42 理解の遅い子どもには、時間をかけて指導することができる 0.33 0.48 -0.01 0.24 0.40
22 みんなで決めたルールは必ず守ることができる 0.07 0.47 0.10 0.38 0.38
4 優しさ・思いやりをもって人に接することができる 0.10 0.41 0.22 0.34 0.35
47 子どもの失敗に対して寛容に対処できる 0.36 0.38 0.18 0.19 0.34
12 自主的・自発的に行動できる 0.31 0.08 0.65 0.07 0.53
2 何事に対しても積極的に行動できる 0.24 0.29 0.64 0.06 0.56
1 その場その場に応じて行動できる 0.44 0.07 0.52 -0.11 0.48
14 誰に対しても挨拶ができる 0.08 0.25 0.44 0.41 0.43
6 自分はなくてはならない存在であると思える 0.37 -0.12 0.39 0.11 0.32
3 目先のことよりも目標に向かってがんばれる 0.23 0.28 0.37 0.21 0.31
7 気持ちは安定している 0.14 0.34 0.35 0.15 0.28
16 年齢や世代に関係なく人間関係を築くことができる 0.30 0.26 0.34 0.30 0.36
15 自分の立場をわきまえた行動や発言ができる 0.22 0.17 0.29 0.26 0.22
18 何事にも苦労が必要であると思える 0.02 0.10 0.04 0.62 0.40
19 物事を行うには順序が必要であると思える 0.12 -0.04 0.06 0.57 0.35
8 人間一人ひとりがかけがえのない存在であると思える 0.06 0.28 0.10 0.54 0.38
11 人間が好きである 0.05 0.31 0.27 0.47 0.40
9 思い通りにならないことがあっても我慢できる -0.09 0.33 -0.07 0.47 0.34
17 一見、無意味なことが理由があると思える 0.22 0.06 -0.05 0.43 0.24
31 指導後に反省を絶えず行い、記録を残すことができる 0.31 0.29 0.21 0.34 0.34















 第 1 因子（5 項目）は、集団での宿泊指導を表していることから、「集団宿泊指導」と命
名した。第 2 因子（4 項目）は、レクリエーションの指導を表していることから、「レクリ















F1 F2 F3 h2
8 入浴の指導 0.81 0.20 0.11 0.74
9 宿泊生活の指導 0.75 0.13 0.24 0.62
7 食事の指導 0.74 0.27 0.15 0.67
13 大掃除・整理整頓の指導 0.59 0.02 0.24 0.57
1 集団生活 0.54 0.14 0.11 0.35
6 屋内ゲームの指導 0.17 0.89 0.03 0.81
10 屋外ゲームの指導 0.18 0.76 0.30 0.69
5 創作活動の指導 0.15 0.72 0.21 0.61
4 キャンプファイヤーの指導 0.25 0.57 0.42 0.59
2 テント設営・撤収の指導 0.19 0.08 0.77 0.74
3 野外炊事の指導 0.31 0.18 0.73 0.77
11 救急処置と安全指導 0.07 0.18 0.63 0.54
12 自然環境の理解 0.17 0.21 0.45 0.58















































志望群 0 0.7 1.4 6.5 91.2 138
非志望群 1.6 1.6 6.2 23.4 67.2 64
全体 0.5 1.0 3.0 11.8 83.7 202





























平均値 SD N 順位 平均値 SD N 順位 t検定
18 子どもとの交流の仕方が学べる 4.54 0.67 138 ① 4.00 0.94 64 ② ***
3 幼児・児童・生徒等の対象の理解に役立つ 4.51 0.72 138 ② 4.23 0.87 64 ① *
14 教師以外の社会教育の専門職の人たちから色々なことが学べる 4.46 0.76 138 ③ 4.00 1.10 64 ② ***
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.39 0.76 138 ④ 3.92 0.86 64 ④ ***
8 集団活動でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.39 0.77 138 ④ 3.84 0.90 64 ⑥ ***
6 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.38 0.78 138 ⑤ 3.94 0.92 64 ③ ***
10 思いやりや優しさなど人間性を培うことができる 4.35 0.76 138 ⑥ 3.89 0.89 64 ⑤ ***
1 教職を目指す自覚が身につく 4.28 0.93 138 ⑦ 3.27 1.21 64 ***
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 4.24 0.89 138 ⑧ 3.48 1.05 64 ***
11 人それぞれ価値観が違うことに気づき、認めるようになる 4.21 0.85 138 ⑨ 3.59 1.05 64 ⑩ ***
5 学習指導や生徒指導に役立つ 4.20 0.85 137 ⑩ 3.63 1.06 64 ⑨ ***
15 学校以外の教育の場を経験し、現在の学校教育を見直す機会になる 4.19 0.86 136 3.64 1.12 64 ⑧ ***
17 学校での子どもたちの体験学習への適切な対応ができる 4.16 0.78 138 3.39 1.03 64 ***
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 4.15 0.95 138 3.66 1.10 64 ⑦ ***
20 学校行事やイベント等の企画運営能力が身につく 4.13 0.82 137 3.59 1.05 64 ⑩ ***
16 子どもの心をつかんだ幅広い教育を行う自信がつく 4.05 0.90 138 3.43 1.04 63 ***
9 自己表現力を身につけることができる 3.91 0.99 138 3.48 1.02 64 **
19 地域のボランティア活動への参加意欲がわく 3.91 1.02 138 3.25 1.27 64 ***
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 3.86 0.98 138 3.22 1.00 64 ***



















 表 2-2-7 は、実習前と実習後に教職適性度を 5 件法（1.教師に向いていないと思う、2.あ
まり教師に向いていないと思う、3.どちらともいえない、4.少し教師に向いていると思う、
5.教師に向いていると思う）で尋ね、その平均値を志望群と非志望群で示したものである。







事前 事後 事前 事後
平均値 4.55 4.54 2.73 2.91
SD 0.50 0.65 0.59 0.93









































事前 事後 事前 事後
平均値 3.38 3.50 2.47 2.67
SD 0.93 0.86 0.90 1.03
N 132 132 64 64
志望群 非志望群
表2-2-8　教職観の各因子の平均得点
事前 事後 事前 事後
肯定的人格性 平均値 63.74 70.62 54.57 59.35
（13項目） SD 11.62 10.96 13.32 13.01
N 133 133 60 60
知的専門職性 平均値 46.05 47.92 41.32 42.10
（9項目） SD 6.02 6.28 8.58 7.35




























った(F(1,184)=4.20, p<.05)。そこで、群の単純主効果を分析した結果、図 2-2-2 に示すと
おり、実習前と実習後ともに 1％水準で志望群の方が有意に大きかった(F(1,184)=17.18, 
F(1,184)=32.76)。また、実習前後の単純主効果は、志望群が 1％水準で有意であり
(F(1,184)=29.30)、非志望群が 5％水準で有意であった (F(1,184)=7.04)。 
 「対人関係能力」因子では、群の主効果(F(1,196)=36.39, p<.01)と実習前後の主効果
(F(1,196)=5.34, p<.05)が有意であった。 
  「自発的行動力」因子では、群の主効果(F(1,198)=31.69, p<.01)と実習前後の主効果
(F(1,198)=18.24, p<.01)が有意であった。 
 「人間理解力」因子では、群の主効果(F(1,196)=32.83, p<.01)と実習前後の主効果
(F(1,196)=25.08, p<.01 が有意であった。  
表2-2-9　子ども観の各因子の平均得点
事前 事後 事前 事後
自由・活発性 平均値 55.81 61.00 52.70 56.73
（11項目） SD 9.14 7.99 9.70 8.77
N 134 134 63 63
規律・社会性 平均値 29.27 32.00 26.75 29.87
（8項目） SD 5.49 7.41 5.74 6.58




























事前 事後 事前 事後
実践的指導力 平均値 67.69 74.10 60.03 63.02
（22項目） SD 11.64 12.25 11.68 12.18
N 127 127 59 59
対人関係能力 平均値 29.99 31.08 26.56 26.95
（8項目） SD 4.34 4.36 5.33 4.82
N 135 135 63 63
自発的行動力 平均値 13.92 15.09 12.00 12.79
（4項目） SD 2.90 2.81 2.85 2.99
N 137 137 63 63
人間理解力 平均値 23.53 24.64 20.78 22.05
（6項目） SD 2.79 3.00 4.26 4.36








  「レクリエーション指導」では、群の主効果(F(1,196)=18.60, p<.01)と実習前後の主効果
(F(1,196)=63.02, p<.01)が有意であった。 























事前 事後 事前 事後
集団宿泊指導 平均値 18.14 19.82 15.23 17.65
（5項目） SD 3.08 3.02 3.78 3.40
N 137 137 62 62
レクリエーション指導 平均値 11.71 14.01 10.23 11.90
（4項目） SD 3.25 3.13 3.11 3.05
N 136 136 62 62
野外活動指導法 平均値 12.81 13.57 11.54 12.29
（4項目） SD 3.08 2.76 3.00 3.09




事前 事後 事前 事後
平均値 4.17 4.44 3.44 3.94
SD 0.98 0.85 1.17 1.01




































事前 事後 事前 事後
平均値 4.53 4.59 3.84 4.08
SD 0.67 0.68 0.92 0.83
N 138 138 64 64
平均値 4.17 4.37 3.63 3.76
SD 0.78 0.78 0.98 1.00
N 138 138 63 63
平均値 3.93 4.26 3.53 3.70
SD 0.86 0.84 0.92 1.07

















① 「実地教育Ⅱに関する調査」は、第 2 年次生 208 名に対して事前調査と事後調査を
1999(平成 11)年 6 月 10 日の実地教育Ⅱ事前研修会終了後に配布し、事前調査のみ 1
週間以内に回収した。事後調査は各参加コースの実習終了日が異なるため、実習終了
後、同年 7 月 21 日～8 月 20 日に実習記録と共に提出してもらった。 
② 「実地教育Ⅱと実地教育Ⅲの連続性に関する調査」は、1 年後の第 3 年次生 208 名を
対象に附属幼稚園と附属小学校で 4 週間実施される主免教育実習（実地教育Ⅲ）の事
前と事後に配布した。主免教育実習は 6 月と 10 月に分けて実施されるため、6 月の
実習グループは、事前調査を 2000(平成 12)年 5 月 19 日～28 日に、事後調査は同年
6 月 24 日～30 日に実施した。また、10 月の実習グループは、事前調査を同年 10 月
11 日～15 日に、事後調査を同年 11 月 10 日～17 日に実施した。 
③ 「実地教育Ⅱと実地教育Ⅲの連続性に関する追加調査」は、上記の調査に回答した

































 第 1 因子（13 項目）は、教師のもつ肯定的な性格や人格に関わる項目が多いことから、














陽気な　 　　   ←→  陰気な 0.79 -0.01 0.63
あたたかい　   ←→ つめたい 0.78 0.34 0.73
明るい    　  ←→ 暗い 0.78 0.08 0.61
生き生きとした  ←→ 生気がない 0.71 0.17 0.53
親切な         ←→ 不親切な 0.70 0.29 0.57
正直な         ←→ ずるい 0.69 0.24 0.53
進歩的な      ←→ 保守的な 0.64 0.26 0.47
おおらか  　   ←→  きつい 0.63 0.22 0.44
豊かな        ←→ 貧しい 0.61 0.42 0.55
楽しい          ←→ 苦しい 0.59 0.18 0.38
魅力的な       ←→ 魅力的でない 0.53 0.41 0.44
充実した         ←→ 空虚な 0.52 0.38 0.41
堅い           ←→ 柔らかい(R) -0.42 0.02 0.18
知的な        ←→ 知的でない 0.25 0.75 0.58
有能な         ←→ 無能な 0.04 0.72 0.59
勤勉な         ←→ 怠慢な 0.24 0.67 0.45
冷静な          ←→ 衝動的な 0.21 0.63 0.46
礼儀正しい       ←→ 行儀悪い 0.09 0.60 0.41
慎重な         ←→ 軽率な 0.20 0.60 0.37
高尚な        ←→ 低俗な 0.09 0.57 0.36
理性的な     ←→ 感情的な 0.38 0.52 0.28




















点）と「規律・社会性」因子（得点レンジ：8～56 点）の 2 つの下位尺度が作成された。 
３）教師として必要とされる資質能力に関する項目の検討 




  第 1 因子（21 項目）は、教師が児童生徒の内面を理解しながら実践的な教育活動を展開
表2-3-1-2　子ども観に関する因子分析結果（バリマックス回転後）
F1 F2 h2
遊び上手 ←→ 遊び下手 0.75 0.11 0.57
気力がある      ←→ 無気力である 0.66 0.01 0.43
発想が豊か      ←→ 発想が貧しい 0.61 0.25 0.43
素直である      ←→ ひねくれている 0.59 0.37 0.49
自分で考える    ←→ 自分では考えない 0.58 0.28 0.37
観察力がある    ←→ 観察力がない 0.57 0.21 0.34
仲間づくりが上手　 ←→ 仲間づくりが下手 0.56 0.17 0.41
正直である     ←→ 嘘つきである 0.53 0.27 0.35
遊びが好き      ←→ 遊びが嫌い 0.49 -0.07 0.25
自分から行動する　 ←→ 自分から行動しない 0.48 0.09 0.24
かわいい       　 ←→ にくい 0.45 0.30 0.30
大人っぽい     ←→ 子どもっぽい(R) -0.36 0.13 0.14
協調性がある    ←→ 自分勝手である 0.11 0.64 0.43
いじめが嫌い    ←→ いじめが好き 0.04 0.58 0.34
責任感がある    ←→ 責任感がない 0.12 0.54 0.31
忍耐力がある    ←→ 忍耐力がない 0.14 0.49 0.26
でしゃばらない  ←→ 生意気である -0.05 0.47 0.22
安心できる     ←→ 怖い 0.13 0.41 0.19
頼りになる     ←→ 頼りにならない 0.03 0.41 0.17
従順である      ←→ 反抗的である 0.20 0.40 0.20










第 2 因子（8 項目）は、教師が人々とのより良い対人関係や人間関係を築くために必要な能
力を表している項目が多いことから、「対人関係能力」と命名した。第 3 因子（4 項目）は、
教師自ら主体的、意欲的に行動しようする能力を表している項目群なので、「自発的行動力」




















どうかを調べるために、4 週間の主免教育実習後の事後調査のなかに「第 2 年次の社会教育
施設における観察参加実習は、今のあなたにとって、主免教育実習（実地教育Ⅲ）の事前
表2-3-１-3　教師として必要とされる資質能力に関する因子分析結果（バリマックス回転後）
F1 F2 F3 F4 h2
49 社会での出来事と教育の関係を頭に入れて指導ができる 0.68 -0.10 0.18 0.16 0.53
51 自分から子どもたちに質問し、学習意欲を高めることができる 0.65 0.15 0.18 0.15 0.50
45 子どもの個人差に配慮した指導ができる 0.63 0.29 -0.01 0.09 0.49
43 子どもたちの能力を調べて指導の参考にすることができる 0.63 0.25 0.03 0.18 0.49
39 子どもの行動に何か生じればすぐに対処できる 0.61 0.07 0.16 0.06 0.41
44 社会問題に注目し、それを指導内容に取り入れることができる 0.60 -0.02 0.16 0.09 0.39
30 子どもたちのつまずきが発見できる 0.60 0.13 0.23 0.18 0.46
34 子どもが理解しやすいように指導内容を組み立て、配列できる 0.60 0.23 0.20 0.07 0.45
57 既成の科目（枠）にとらわれないで総合的な視点に立って指導ができる 0.58 -0.05 0.34 0.05 0.46
36 子どもたちの評価を自分の経験とカンに基づいて行うことができる 0.58 0.18 0.23 0.07 0.43
50 一人ひとりの能力を最大限に伸ばそうとする指導観を持っている 0.56 0.16 0.14 0.23 0.41
21 自分を客観的に評価することができる 0.55 0.14 0.19 -0.11 0.37
40 子どもの興味・関心を把握することができる 0.55 0.36 0.10 0.14 0.46
37 あらかじめ指導目標を設定して指導ができる 0.53 0.39 0.06 0.04 0.44
38 子どもの性格や行動を指導の際に考慮できる 0.53 0.39 -0.03 0.05 0.44
56 形式陶冶と実質陶冶の違いを理解しながら指導ができる 0.51 -0.02 0.18 0.01 0.29
55 活動内容の妥当性や有用性について検討することができる 0.50 0.27 0.19 0.19 0.39
32 新しい指導技術を積極的に身につけることができる 0.48 0.25 0.34 0.21 0.45
46 自分の教育観や子ども観を持っている 0.46 0.07 0.16 0.17 0.27
26 子どもたちに適切で正しい声かけができる 0.43 0.28 0.28 0.24 0.39
52 子どもからの質問に対して、誠心誠意答えることができる 0.41 0.18 0.19 0.25 0.31
29 野外活動の内容について正しい知識を持っている 0.39 -0.17 0.37 0.04 0.32
33 子どもの行動を絶えず観察することができる 0.38 0.32 0.17 0.36 0.41
20 柔軟に物事が考えられる 0.37 0.24 0.29 -0.03 0.28
54 自分の人生観に基づいて、子どもたちの相談相手になれる 0.36 0.28 0.32 0.35 0.44
25 誰に対してもわけへだてなく接することができる 0.14 0.65 0.21 0.11 0.50
24 みんなと協力して物事を行うことができる 0.19 0.63 0.31 0.21 0.57
10 関心がなくても人の話に耳を傾けることができる 0.00 0.54 -0.02 0.10 0.30
23 同世代の人と容易に仲間づくりができる 0.38 0.52 0.42 -0.04 0.59
41 子どもの意見は謙虚に受けとめることができる 0.23 0.48 -0.01 0.35 0.41
42 理解の遅い子どもには、時間をかけて指導することができる 0.35 0.48 -0.04 0.22 0.40
22 みんなで決めたルールは必ず守ることができる 0.01 0.47 0.10 0.38 0.39
4 優しさ・思いやりをもって人に接することができる 0.10 0.42 0.21 0.32 0.33
7 気持ちは安定している 0.16 0.39 0.30 0.11 0.28
47 子どもの失敗に対して寛容に対処できる 0.36 0.36 0.19 0.21 0.34
2 何事に対しても積極的に行動できる 0.24 0.33 0.64 0.04 0.58
12 自主的・自発的に行動できる 0.30 0.11 0.63 0.07 0.51
1 その場その場に応じて行動できる 0.41 0.07 0.57 -0.09 0.50
14 誰に対しても挨拶ができる 0.01 0.28 0.42 0.41 0.42
6 自分はなくてはならない存在であると思える 0.35 -0.08 0.39 0.09 0.29
3 目先のことよりも目標に向かって頑張れる 0.22 0.30 0.36 0.20 0.31
15 自分の立場をわきまえた行動や発言ができる 0.23 0.20 0.27 0.24 0.22
18 何事にも苦労が必要であると思える 0.00 0.10 0.03 0.65 0.43
19 物事を行うには順序が必要であると思える 0.12 -0.02 0.05 0.58 0.36
8 人間一人ひとりがかけがえのない存在であると思える 0.01 0.33 0.05 0.49 0.36
11 人間が好きである 0.01 0.32 0.25 0.49 0.41
9 思い通りにならないことがあっても我慢できる -0.01 0.37 -0.13 0.44 0.35
17 一見、無意味なことに理由があると思える 0.22 0.07 -0.05 0.43 0.24
31 指導後に反省を絶えず行い、記録を残すことができる 0.32 0.30 0.19 0.34 0.34
16 年齢や世代に関係なく人間関係を築くことができる 0.30 0.24 0.33 0.33 0.36


















































N 5 18 45 72 60 200








う思う）で尋ね、その平均値を有効群と非有効群で表したものが表 2-3-3 である。 






















平均値 (SD) N 平均値 (SD) N
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 4.38 (0.81) 132 3.66 (1.11) 68 4.71***
1 教職を目指す自覚が身につく 4.37 (0.96) 132 3.60 (1.21) 68 4.55***
15 自らが教師として成長していくための学習の仕方が身につく 4.30 (0.87) 131 3.68 (1.10) 68 4.35***
5 学校園の子どもたちの理解と交流の仕方が学べる 4.59 (0.68) 132 4.12 (0.89) 68 4.20***
8 集団指導場面でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.06 (0.91) 132 3.54 (0.89) 68 3.85***
10 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.27 (0.83) 132 3.78 (0.91) 68 3.80***
3 幼児・児童・生徒等の対象の理解が深まる 4.61 (0.65) 132 4.22 (0.83) 68 3.69***
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 4.20 (0.91) 132 3.69 (0.98) 68 3.69***
19 今後大学の授業科目を履修する際の学習課題の発見に役立つ 3.92 (1.02) 132 3.34 (1.14) 68 3.65***
16 教師の役割について理解が深まる 4.49 (0.78) 132 4.06 (0.91) 68 3.52***
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 4.27 (0.95) 132 3.78 (0.98) 68 3.45***
22 実習生同士が一つの目標に向かって協力し合う姿勢が養われる 4.55 (0.75) 132 4.03 (1.13) 68 3.45***
13 人間教育における初等教育の機能と役割について学べる 3.95 (0.95) 131 3.48 (0.91) 67 3.38***
21 これまで受講してきた大学の授業科目の内容の理解が深まる 3.36 (1.13) 132 2.81 (1.12) 68 3.29***
9 自己表現力を身につけることができる 4.06 (0.93) 132 3.63 (0.88) 68 3.14**
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.34 (0.72) 132 3.99 (0.84) 68 3.13**
20 自分の教職への適性を見極めるのに役立つ 4.50 (0.76) 132 4.12 (1.00) 68 3.02**
17 教材やカリキュラムの内容についての理解が深まる 4.23 (0.87) 132 3.85 (0.92) 68 2.88**
6 教材研究や指導案の書き方の修得に役立つ 4.66 (0.64) 132 4.31 (0.92) 68 2.81**
14 子どもたちの様々なニーズに適切な対応ができるようになる 3.86 (0.88) 132 3.51 (0.87) 68 2.60**
11 教師に求められる授業指導の方法・技術の修得に役立つ 4.49 (0.81) 132 4.24 (0.90) 68 2.05*




































実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後
平均値 4.09 4.18 4.12 4.21 3.76 3.74 3.54 3.43








図 2-3-1 教職志望度の交互作用 
 
 























実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後
有効群 非有効群
表2-3-5　教職適性度
実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後
平均値 3.19 3.36 3.19 3.36 2.89 3.02 2.73 2.84




















(F(3,564)=2.65, p<.10)。そこで、群の単純主効果を分析した結果、図 2-3-2 に示すように、
「実地Ⅱ前」、「実地Ⅲ前」、「実地Ⅲ後」において有効群の方が有意に大きかった
(F(1,188)=5.47, p<.05; F(1,188)=7.44, p<.01; F(1,188)=15.00, p<.01)。また、調査時期の単









実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後
肯定的人格性 平均値 62.52 68.56 66.75 71.52 58.01 64.72 60.91 66.69
（13項目） SD 12.83 11.99 10.88 10.55 12.34 13.71 13.07 12.03
N 124 124 124 124 67 67 67 67
知的専門職性 平均値 45.43 46.65 47.02 50.11 42.82 44.90 44.10 45.58
（9項目） SD 6.67 6.96 6.38 7.22 8.09 7.46 7.85 8.09












  表 2-3-7 は、子ども観の 2 つの下位尺度である「自由・活発性」と「規律・社会性」の各













































う結果が得られた(MSe=12.14, p<.05, LSD=.75)。 
  「人間理解力」因子では、群の主効果(F(1,189)=11.56, p<.01)と調査時期の主効果
(F(3,567)=7.75, p<.01)が有意であった。LSD 法による多重比較によれば、実地Ⅱ前＜実地
Ⅱ後、実地Ⅱ後＞実地Ⅲ前、実地Ⅱ後＞実地Ⅲ後において有意という結果が得られた









実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後
自由・活発性 平均値 55.11 59.96 57.49 62.45 53.87 58.8 57.4 61.19
（11項目） SD 9.59 8.40 9.57 7.99 8.92 8.60 9.69 9.15
N 128 128 128 128 67 67 67 67
規律・社会性 平均値 29.08 32.1 31.01 34.12 27.55 30.13 29.91 32.19
（8項目） SD 5.59 7.28 5.45 6.23 5.64 6.92 6.06 6.05
























実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後
実践的指導力 平均値 63.67 69.50 64.93 67.70 60.38 64.80 61.83 65.02
（21項目） SD 11.57 12.28 12.76 12.21 11.87 12.29 9.59 12.95
N 115 115 115 115 60 60 60 60
対人関係能力 平均値 29.29 30.31 29.9 31.16 27.88 28.22 28.28 29.35
（8項目） SD 4.79 4.52 5.14 4.85 5.06 5.28 4.89 5.26
N 129 129 129 129 65 65 65 65
自発的行動力 平均値 13.53 14.65 13.58 14.19 12.78 13.66 12.88 13.52
（4項目） SD 3.05 2.87 2.93 3.00 2.84 3.24 2.59 2.75
N 130 130 130 130 67 67 67 67
人間理解力 平均値 23.03 24.17 23.50 24.57 21.79 23.00 21.90 22.55
（6項目） SD 3.44 3.53 3.66 3.75 3.68 3.96 4.10 4.10





























 さらに、平均値が 3.50 以上の項目に注目すると、両群の平均値の間に有意差が認められ
表2-3-9　主免教育実習の教育的意義観に対する事前指導の関係性
平均値 (SD) N 平均値 (SD) N
22 実習生同士が一つの目標に向かって協力し合う姿勢が養われる 4.40 (0.70) 130 4.10 (0.96) 67 2.47*
3 幼児・児童・生徒等の対象の理解が深まる 4.38 (0.73) 130 4.01 (0.86) 67 3.10**
8 集団指導場面でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.20 (0.77) 130 3.77 (0.87) 66 3.50***
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.16 (0.85) 130 3.93 (0.77) 67 1.91
20 自分の教職への適性を見極めるのに役立つ 4.03 (0.88) 130 3.57 (1.12) 67 2.96**
10 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.02 (0.90) 129 3.87 (0.74) 67 1.17
5 学校園の子どもたちの理解と交流の仕方が学べる 4.01 (1.04) 128 3.63 (1.09) 67 2.40*
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 3.98 (1.04) 130 3.42 (1.09) 67 3.52***
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 3.93 (0.98) 130 3.49 (1.01) 67 2.94**
14 子どもたちの様々なニーズに適切な対応ができるようになる 3.83 (0.86) 130 3.48 (0.82) 67 2.76**
1 教職を目指す自覚が身につく 3.78 (1.16) 130 3.27 (1.15) 67 2.98**
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 3.65 (1.13) 130 3.07 (1.11) 67 3.38***
9 自己表現力を身につけることができる 3.65 (1.01) 130 3.36 (0.95) 67 1.99*
16 教師の役割について理解が深まる 3.56 (1.06) 130 3.25 (1.05) 67 1.94
15 自らが教師として成長していくための学習の仕方が身につく 3.33 (1.14) 130 3.00 (1.00) 67 2.10*
13 人間教育における初等教育の機能と役割について学べる 3.18 (1.09) 129 2.92 (1.07) 66 1.55
19 今後大学の授業科目を履修する際の学習課題の発見に役立つ 3.15 (1.14) 130 2.72 (1.11) 67 2.58**
11 教師に求められる授業指導の方法・技術の修得に役立つ 3.14 (1.18) 130 2.70 (1.23) 67 2.43*
21 これまで受講してきた大学の授業科目の内容の理解が深まる 2.93 (1.04) 130 2.30 (0.95) 67 4.15***
18 学級経営の方法・技術が身につく 2.86 (1.19) 129 2.39 (1.09) 67 2.71**
17 教材やカリキュラムの内容についての理解が深まる 2.56 (1.21) 129 2.45 (1.16) 67 0.62



































  ①「実地教育Ⅱに関する事前・事後調査」 
   調査時期：（事前調査）1999(平成 11)年 6 月 10 日～17 日、（事後調査）1999(平成 11)
年 7 月 21 日～8 月 20 日 
  ②「実地教育Ⅱと実地教育Ⅲの連続性に関する事前・事後調査」 
  調査時期：6 月実習グループ（事前調査）2000(平成 12)年 5 月 19 日～28 日、（事後調
査）同年 6 月 24 日～30 日；10 月実習グループ（事前調査）同年 10 月 11 日～15 日、（事
後調査）同年 11 月 10 日～17 日 
  ③「実地教育Ⅱと実地教育Ⅲの連続性に関する追加調査」 
   調査時期：2001(平成 13)年 7 月 11 日 






   調査時期：2001(平成 13)年 10 月 24 日～11 月 2 日 



















 １） 教職観に関する項目の検討 




釈・命名可能性から 2 つの因子を主因子解とし、0.40 以上の因子負荷量を示す項目を採用
した。表 2-4-1-1は、バリマックス回転後の結果を示したものである。 
 第 1 因子（12 項目）は、教師のもつ肯定的な性格や人格に関わる項目が多いことから、
















 子ども観に関する 21 項目についても、7 件法（SD 法形式で、非常に、かなり、少し、
どちらともいえない、少し、かなり、非常に）で回答を求めた。そして、教職観の場合と
同様の手続きによって因子分析（主因子法、バリマックス回転）を行った。その結果、各
因子の解釈可能性から 2 つの因子を主因子解とし、0.40 以上の因子負荷量を示す項目を採
用した。バリマックス回転後の結果は、表 2-4-1-2に示すとおりである。 











陽気な　 　　   ←→  陰気な 0.79 0.00 0.63
あたたかい　   ←→ つめたい 0.76 0.38 0.72
明るい    　  ←→ 暗い 0.75 0.11 0.58
生き生きとした  ←→ 生気がない 0.69 0.19 0.51
進歩的な      ←→ 保守的な 0.66 0.20 0.47
正直な         ←→ ずるい 0.65 0.36 0.49
豊かな        ←→ 貧しい 0.63 0.29 0.53
親切な         ←→ 不親切な 0.61 0.40 0.56
おおらか  　   ←→  きつい 0.60 0.25 0.42
充実した         ←→ 空虚な 0.58 0.34 0.45
楽しい          ←→ 苦しい 0.56 0.23 0.37
魅力的な       ←→ 魅力的でない 0.53 0.37 0.42
堅い           ←→ 柔らかい(R) -0.38 0.03 0.14
知的な        ←→ 知的でない 0.17 0.71 0.54
有能な         ←→ 無能な 0.27 0.68 0.54
勤勉な         ←→ 怠慢な 0.03 0.64 0.41
冷静な          ←→ 衝動的な 0.26 0.63 0.47
礼儀正しい       ←→ 行儀悪い 0.15 0.63 0.42
慎重な         ←→ 軽率な 0.10 0.53 0.29
高尚な        ←→ 低俗な 0.22 0.49 0.29
理性的な     ←→ 感情的な 0.10 0.47 0.23













  教師に必要な資質能力に関する 50 項目について自信度を 5 件法（1.自信がない、2.あま
り自信がない、3.どちらともいえない、4.少し自信がある、5.自信がある）で回答を求めた。
これらの項目についても教職観と同様の手続きで因子分析（主因子法、バリマックス回転）
を行った。その結果、各因子の解釈可能性から 4 因子を主因子解とし、0.40 以上の因子負
荷量を示す項目を採用した。バリマックス回転後の結果は、表 2-4-1-3に示した。 
 第 1 因子（22 項目）は、教師が児童生徒の内面を理解しながら実践的な教育活動を展開
していくのに必要な能力を表していると解釈し、「実践的指導力」と命名した。第 2 因子（7
項目）は、教師が人々とのよりよい対人関係や人間関係を築くために必要な能力を表 




これらの因子について Cronbach のα係数を算出したところ、第 1 因子で.92、第 2 因子
で.79、第 3 因子で.79、第 4 因子で.69 の値が得られた。第 4 因子の値はやや低いが、ほぼ
表2-4-1-2　子ども観に関する因子分析結果（バリマックス回転後）
F1 F2 h2
遊び上手 ←→ 遊び下手 0.74 0.13 0.57
発想が豊か      ←→ 発想が貧しい 0.66 0.16 0.43
気力がある      ←→ 無気力である 0.62 0.08 0.43
素直である      ←→ ひねくれている 0.57 0.43 0.49
観察力がある    ←→ 観察力がない 0.57 0.15 0.34
遊びが好き      ←→ 遊びが嫌い 0.55 -0.05 0.25
自分で考える    ←→ 自分では考えない 0.55 0.24 0.37
仲間づくりが上手　 ←→ 仲間づくりが下手 0.52 0.18 0.41
正直である     ←→ 嘘つきである 0.50 0.28 0.35
かわいい       　 ←→ にくい 0.47 0.30 0.30
自分から行動する　 ←→ 自分から行動しない 0.43 0.11 0.24
大人っぽい     ←→ 子どもっぽい(R) -0.31 0.12 0.14
協調性がある    ←→ 自分勝手である 0.08 0.67 0.43
いじめが嫌い    ←→ いじめが好き 0.06 0.57 0.34
忍耐力がある    ←→ 忍耐力がない 0.15 0.47 0.26
責任感がある    ←→ 責任感がない 0.12 0.47 0.31
協力的である    ←→ 非協力的である 0.34 0.46 0.30
安心できる     ←→ 怖い 0.07 0.46 0.19
でしゃばらない  ←→ 生意気である -0.01 0.45 0.22
従順である      ←→ 反抗的である 0.21 0.42 0.20

















F1 F2 F3 F4 h2
49 社会での出来事と教育の関係を頭に入れて指導ができる 0.69 -0.10 0.15 0.10 0.51
51 自分から子どもたちに質問し、学習意欲を高めることができる 0.67 0.08 0.18 0.17 0.51
39 子どもの行動に何か生じればすぐに対処できる 0.65 0.08 0.17 0.05 0.45
45 子どもの個人差に配慮した指導ができる 0.64 0.24 0.00 0.12 0.48
57 既成の科目（枠）にとらわれないで総合的な視点に立って指導ができる 0.62 -0.02 0.33 0.03 0.49
43 子どもたちの能力を調べて指導の参考にすることができる 0.61 0.18 0.01 0.22 0.45
44 社会問題に注目し、それを指導内容に取り入れることができる 0.61 -0.04 0.17 0.09 0.41
34 子どもが理解しやすいように指導内容を組み立て、配列できる 0.58 0.20 0.24 0.04 0.43
21 自分を客観的に評価することができる 0.57 0.10 0.17 -0.06 0.37
50 一人ひとりの能力を最大限に伸ばそうとする指導観を持っている 0.57 0.16 0.11 0.15 0.38
30 子どもたちのつまずきが発見できる 0.56 0.11 0.22 0.21 0.42
36 子どもたちの評価を自分の経験とカンに基づいて行うことができる 0.55 0.13 0.25 0.03 0.39
38 子どもの性格や行動を指導の際に考慮できる 0.54 0.45 -0.02 0.06 0.50
40 子どもの興味・関心を把握することができる 0.48 0.34 0.15 0.15 0.39
37 あらかじめ指導目標を設定して指導ができる 0.47 0.36 0.08 0.04 0.36
56 形式陶冶と実質陶冶の違いを理解しながら指導ができる 0.47 -0.04 0.13 -0.02 0.24
46 自分の教育観や子ども観を持っている 0.44 0.08 0.13 0.09 0.22
55 活動内容の妥当性や有用性について検討することができる 0.43 0.19 0.23 0.27 0.35
32 新しい指導技術を積極的に身につけることができる 0.43 0.19 0.37 0.17 0.39
26 子どもたちに適切で正しい声かけができる 0.42 0.26 0.31 0.17 0.37
52 子どもからの質問に対して、誠心誠意答えることができる 0.42 0.20 0.20 0.25 0.32
29 野外活動の内容について正しい知識を持っている 0.40 -0.16 0.36 0.01 0.32
20 柔軟に物事が考えられる 0.36 0.22 0.30 -0.07 0.28
25 誰に対してもわけへだてなく接することができる 0.09 0.61 0.26 0.08 0.45
24 みんなと協力して物事を行うことができる 0.15 0.60 0.35 0.21 0.54
41 子どもの意見は謙虚に受けとめることができる 0.22 0.57 -0.01 0.29 0.45
10 関心がなくても人の話に耳を傾けることができる -0.07 0.53 0.06 0.11 0.30
22 みんなで決めたルールは必ず守ることができる 0.06 0.51 0.07 0.32 0.37
42 理解の遅い子どもには、時間をかけて指導することができる 0.32 0.49 -0.02 0.23 0.40
4 優しさ・思いやりをもって人に接することができる 0.16 0.42 0.20 0.34 0.36
47 子どもの失敗に対して寛容に対処できる 0.34 0.34 0.23 0.16 0.31
2 何事に対しても積極的に行動できる 0.23 0.25 0.69 -0.01 0.59
12 自主的・自発的に行動できる 0.27 0.05 0.67 0.03 0.53
1 その場その場に応じて行動できる 0.40 0.02 0.56 -0.07 0.48
23 同世代の人と容易に仲間づくりができる 0.33 0.46 0.50 -0.09 0.58
14 誰に対しても挨拶ができる 0.05 0.20 0.43 0.42 0.40
16 年齢や世代に関係なく人間関係を築くことができる 0.32 0.22 0.41 0.29 0.41
3 目先のことよりも目標に向かって頑張れる 0.21 0.21 0.38 0.27 0.30
6 自分はなくてはならない存在であると思える 0.34 -0.17 0.37 0.13 0.30
54 自分の人生観に基づいて、子どもたちの相談相手になれる 0.30 0.22 0.35 0.33 0.37
7 気持ちは安定している 0.10 0.27 0.32 0.22 0.23
15 自分の立場をわきまえた行動や発言ができる 0.28 0.17 0.30 0.13 0.21
8 人間一人ひとりがかけがえのない存在であると思える -0.02 0.19 0.04 0.59 0.39
19 物事を行うには順序が必要であると思える 0.14 -0.02 0.05 0.52 0.29
18 何事にも苦労が必要であると思える 0.03 0.17 0.00 0.51 0.29
11 人間が好きである -0.04 0.30 0.29 0.48 0.41
9 思い通りにならないことがあっても我慢できる -0.05 0.37 -0.10 0.41 0.32
33 子どもの行動を絶えず観察することができる 0.37 0.34 0.20 0.40 0.46
17 一見、無意味なことに理由があると思える 0.20 0.05 -0.03 0.39 0.19
31 指導後に反省を絶えず行い、記録を残すことができる 0.23 0.31 0.17 0.37 0.32
















実習生のうち、後者の設問でもそれらに答えた実習生は 47 名であった。以下、前者の 51































5.意義がある 13 13 11 8 4 49
4.少し意義がある 8 （有効群） 17 22 13 6 66
3.どちらともいえない 4 6 11 15 4 40
2.あまり意義がない 3 1 1 10 1 16
1.意義がない 0 0 1 0 （非有効群） 4 5























  表 2-4-4 は、教職観の２つの下位尺度である「肯定的人格性」因子と「知的専門職性」






(MSe=58.07, p<.05, LSD=2.20)。 









  表 2-4-5は、子ども観に関する下位尺度である「自由・活発性」因子と「規律・社会性」





実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅳ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅳ後
平均値 4.27 4.37 4.41 4.47 4.47 3.77 3.72 3.60 3.45 3.79
教職志望度 SD 0.93 0.93 0.75 0.78 0.94 1.02 1.09 1.21 1.43 1.47
N 51 51 51 51 51 47 47 47 47 47
平均値 3.36 3.62 3.40 3.55 3.79 2.93 3.02 2.73 2.82 3.20
教職適性度 SD 0.95 0.81 0.84 0.89 0.99 1.05 1.14 0.99 0.93 1.08
N 47 47 47 47 47 44 44 44 44 44
有効群 非有効群
表2-4-4　教職観の各因子の平均得点
実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅳ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅳ後
平均値 58.85 65.10 63.02 68.19 68.17 53.93 61.02 58.30 63.02 65.52
肯定的人格性 SD 12.42 11.80 11.23 9.44 9.77 10.71 13.04 9.24 10.02 10.54
（12項目） N 48 48 48 48 48 46 46 46 46 46
平均値 45.62 48.04 47.94 51.28 49.08 43.00 44.73 44.73 45.28 46.48
知的専門職性 SD 7.07 6.48 5.16 6.91 7.00 7.60 7.52 6.69 7.47 7.26




































結果が得られた(MSe=6.55, p<.05, LSD=0.74)。 
  「人間理解力」因子では、群の主効果(F(1,90)=9.01, p<.01)と調査時期の主効果
(F(4,360)=7.10, p<.01)が有意であった。LSD 法による多重比較では、実地Ⅱ前＜実地Ⅱ
表2-4-5　子ども観の各因子の平均得点
実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅳ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅳ後
平均値 54.68 60.91 58.28 63.49 60.36 55.00 59.27 57.11 61.00 57.16
自由・活発性 SD 10.28 7.84 8.13 7.96 8.17 8.57 8.88 10.18 9.46 9.16
（11項目） N 47 47 47 47 47 45 45 45 45 45
平均値 29.60 33.23 31.71 35.98 34.81 29.07 31.00 30.24 32.69 32.33
規律・社会性 SD 6.73 7.97 5.37 5.59 5.96 4.21 5.82 4.62 5.25 5.51
































実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅳ後 実地Ⅱ前 実地Ⅱ後 実地Ⅲ前 実地Ⅲ後 実地Ⅳ後
実践的指導力 平均値 68.95 74.83 69.48 73.31 73.02 62.51 67.57 62.68 65.65 68.54
（22項目） SD 12.72 13.89 14.61 13.6 13.77 9.22 12.42 10.44 14.88 12.21
N 42 42 42 42 42 37 37 37 37 37
対人関係能力 平均値 27.18 27.43 27.45 28.53 28.27 24.98 25.25 25.09 26.14 27.09
（7項目） SD 4.32 4.23 4.56 4.2 3.97 3.84 4.06 3.99 4.55 4.28
N 49 49 49 49 49 44 44 44 44 44
自発的行動力 平均値 21.28 22.91 21.45 22.66 23.11 19.17 20.41 19.7 20.39 21.96
（6項目） SD 4.2 4.05 4.35 4.12 3.89 3.43 4.24 3.30 3.96 3.36
N 47 47 47 47 47 46 46 46 46 46
人間理解力 平均値 23.53 24.72 24.51 25.53 25.28 22.44 23.02 22.07 23.07 23.51
（6項目） SD 3.85 3.70 3.31 3.23 3.13 2.98 3.28 3.88 4.17 4.05










  表 2-4-8は、実地教育Ⅲの教育的意義観に対して実地教育Ⅱの実習経験がどの程度関係
しているのかについて、5 件法（1.関係していない、2.あまり関係していない、3.どちらと
もいえない、4.少し関係している、5.関係している）でたずね、その平均値を示したもので











平均値 (SD) N 平均値 (SD) N
8  集団指導場面でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.22 (0.88) 51 3.38 (0.90) 47 4.64***
1 教職を目指す自覚が身につく 4.59 (0.73) 51 3.64 (1.26) 47 4.53***
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 4.51 (0.67) 51 3.70 (1.04) 47 4.52***
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 4.49 (0.81) 51 3.77 (0.98) 47 4.00***
5 学校園の子どもたちの理解と交流の仕方が学べる 4.69 (0.51) 51 4.09 (0.93) 47 3.93***
10 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.41 (0.78) 51 3.74 (0.92) 47 3.88***
13 人間教育における初等教育の機能と役割について学べる 4.22 (0.74) 50 3.54 (1.01) 46 3.74***
9 自己表現力を身につけることができる 4.25 (0.82) 51 3.64 (0.87) 47 3.61***
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 4.33 (0.84) 51 3.66 (1.01) 47 3.61***
15 自らが教師として成長していくための学習の仕方が身につく 4.38 (0.81) 50 3.72 (1.04) 47 3.50***
22 実習生同士が一つの目標に向かって協力し合う姿勢が養われる 4.61 (0.72) 51 4.02 (1.15) 47 2.99**
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.43 (0.76) 51 3.96 (0.91) 47 2.82**
3 幼児・児童・生徒等の対象の理解が深まる 4.63 (0.53) 51 4.21 (0.88) 47 2.79**
16 教師の役割について理解が深まる 4.49 (0.67) 51 4.06 (0.85) 47 2.77**
14 子どもたちの様々なニーズに適切な対応ができるようになる 3.96 (0.87) 51 3.51 (0.80) 47 2.65**
19 今後大学の授業科目を履修する際の学習課題の発見に役立つ 3.88 (1.01) 51 3.36 (1.07) 47 2.47*
17 教材やカリキュラムの内容についての理解が深まる 4.31 (0.81) 51 3.91 (0.83) 47 2.40*
21 これまで受講してきた大学の授業科目の内容の理解が深まる 3.37 (1.08) 51 2.85 (1.12) 47 2.35*
6 教材研究や指導案の書き方の修得に役立つ 4.69 (0.55) 51 4.34 (0.92) 47 2.25*
11 教師に求められる授業指導の方法・技術の修得に役立つ 4.59 (0.73) 51 4.23 (0.89) 47 2.17*
20 自分の教職への適性を見極めるのに役立つ 4.49 (0.76) 51 4.15 (0.98) 47 1.94























技術の修得に役立つ」の 5 項目で有意差が認められた。 
 
表2-4-8　実地教育Ⅲの教育的意義観に対する実地教育Ⅱの関係性
平均値 (SD) N 平均値 (SD) N
22 実習生同士が一つの目標に向かって協力し合う姿勢が養われる 4.47 (0.70) 51 4.19 (0.88) 47 1.75
3 幼児・児童・生徒等の対象の理解が深まる 4.43 (0.76) 51 3.91 (0.91) 47 3.08**
8  集団指導場面でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.29 (0.64) 51 3.70 (0.91) 47 3.70***
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.18 (0.89) 51 3.91 (0.83) 47 1.50
5 学校園の子どもたちの理解と交流の仕方が学べる 4.14 (0.93) 50 3.53 (1.14) 47 2.89**
10 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.10 (0.88) 51 3.87 (0.77) 47 1.35
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 4.08 (1.00) 51 3.45 (1.06) 47 3.04**
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 4.04 (0.98) 51 3.45 (1.10) 47 2.82**
20 自分の教職への適性を見極めるのに役立つ 3.98 (0.91) 51 3.60 (1.12) 47 1.86
14 子どもたちの様々なニーズに適切な対応ができるようになる 3.90 (0.81) 51 3.40 (0.85) 47 2.97**
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 3.82 (0.97) 51 3.04 (1.08) 47 3.76***
1 教職を目指す自覚が身につく 3.80 (1.10) 51 3.21 (1.18) 47 2.58*
9 自己表現力を身につけることができる 3.78 (0.83) 51 3.40 (0.97) 47 2.09*
16 教師の役割について理解が深まる 3.76 (0.93) 51 3.23 (0.98) 47 2.75**
15 自らが教師として成長していくための学習の仕方が身につく 3.39 (1.00) 51 3.00 (1.00) 47 1.94
11 教師に求められる授業指導の方法・技術の修得に役立つ 3.22 (1.14) 51 2.64 (1.11) 47 2.54*
13 人間教育における初等教育の機能と役割について学べる 3.20 (1.04) 51 3.00 (1.10) 46 0.90
19 今後大学の授業科目を履修する際の学習課題の発見に役立つ 3.10 (1.04) 51 2.72 (1.12) 47 1.72
21 これまで受講してきた大学の授業科目の内容の理解が深まる 2.98 (0.93) 51 2.40 (0.95) 47 3.04**
18 学級経営の方法・技術が身につく 2.90 (1.15) 51 2.36 (1.05) 47 2.42*
17 教材やカリキュラムの内容についての理解が深まる 2.50 (1.17) 50 2.53 (1.18) 47 -0.13













  表 2-4-10 は、実地教育Ⅳの教育的意義観に対して実地教育Ⅱの実習経験がどの程度関係
しているのかを 5 件法（1.関係していない、2.あまり関係していない、3.どちらともいえな
い、4.少し関係している、5.関係している）でたずね、その平均値を示したものである。表







要な向上心や探求心が得られる」の 11 項目であった。また、この 11 項目について有効群
と非有効群の平均値に t 検定を施した結果、すべての項目で有意差が認められた。 
 
表2-4-9　実地教育Ⅳの教育的意義観
平均値 (SD) N 平均値 (SD) N
8 集団指導場面でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.37 (0.75) 51 3.72 (0.93) 47 3.83***
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 4.47 (0.70) 51 3.91 (0.88) 47 3.47***
21 これまで受講してきた大学の授業科目の内容の理解が深まる 3.43 (1.27) 51 2.83 (1.07) 47 2.54*
9 自己表現力を身につけることができる 4.20 (0.85) 51 3.81 (0.88) 47 2.22*
11 教師に求められる授業指導の方法・技術の修得に役立つ 4.67 (0.55) 51 4.40 (0.71) 47 2.03*
10 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.43 (0.64) 51 4.15 (0.88) 47 1.82
6 教材研究や指導案の書き方の修得に役立つ 4.43 (0.81) 51 4.11 (0.98) 47 1.80
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.47 (0.67) 51 4.19 (0.90) 47 1.75
15 自らが教師として成長していくための学習の仕方が身につく 4.41 (0.67) 51 4.11 (1.05) 47 1.73
22 実習校の教育実践に関して指導担当教諭と協力し合う姿勢が養われる 4.49 (0.64) 51 4.19 (1.10) 47 1.63
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 4.61 (0.57) 51 4.40 (0.77) 47 1.50
3 幼児・児童・生徒等の対象の理解が深まる 4.63 (0.60) 51 4.45 (0.69) 47 1.39
20 自分の教職への適性を見極めるのに役立つ 4.43 (0.70) 51 4.21 (0.88) 47 1.35
19 今後大学の授業科目を履修する際の学習課題の発見に役立つ 3.57 (1.25) 51 3.23 (1.22) 47 1.34
5 学校園の子どもたちの理解と交流の仕方が学べる 4.59 (0.73) 51 4.40 (0.74) 47 1.24
14 子どもたちの様々なニーズに適切な対応ができるようになる 4.14 (0.73) 50 3.96 (0.96) 47 1.06
16 教師の役割について理解が深まる 4.56 (0.61) 50 4.43 (0.80) 47 0.93
17 教材やカリキュラムの内容についての理解が深まる 4.30 (0.71) 50 4.15 (0.88) 47 0.93
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 4.53 (0.70) 51 4.38 (0.87) 47 0.92
18 学級経営の方法・技術が身につく 4.22 (0.86) 51 4.06 (0.82) 47 0.90
13 人間教育における初等教育の機能と役割について学べる 4.08 (0.82) 51 3.94 (0.85) 47 0.85
1 教職を目指す自覚が身につく 4.61 (0.67) 51 4.49 (1.02) 47 0.69






















配布し、1998(平成 10)年６月 12 日～19 日の間に提出してもらった。事後調査については各




 また、４年次生の調査時期は、本学の教育実習カリキュラムをすべて修了した同年 10 月







平均値 (SD) N 平均値 (SD) N
3 幼児・児童・生徒等の対象の理解が深まる 4.14 (0.88) 51 3.32 (1.02) 47 4.43***
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.02 (0.88) 51 3.46 (0.96) 46 3.01**
8  集団指導場面でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.04 (0.94) 51 3.35 (1.02) 46 3.49***
10 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.00 (0.87) 51 3.28 (1.03) 46 3.69***
5 学校園の子どもたちの理解と交流の仕方が学べる 3.92 (1.04) 51 3.07 (1.06) 46 4.02***
9 自己表現力を身につけることができる 3.84 (0.93) 51 3.15 (0.97) 46 3.60***
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 3.78 (0.95) 50 2.41 (1.02) 46 6.77***
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 3.75 (0.94) 51 2.79 (1.20) 47 4.39***
14 子どもたちの様々なニーズに適切な対応ができるようになる 3.74 (0.94) 50 3.09 (1.04) 45 3.20**
20 自分の教職への適性を見極めるのに役立つ 3.62 (0.99) 50 2.67 (1.23) 45 4.20***
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 3.59 (1.04) 51 2.52 (1.03) 46 5.07***
16 教師の役割について理解が深まる 3.46 (1.16) 50 2.53 (1.14) 45 3.91***
1 教職を目指す自覚が身につく 3.45 (1.12) 51 2.32 (1.07) 47 5.12***
13 人間教育における初等教育の機能と役割について学べる 3.28 (1.23) 50 2.20 (1.06) 45 4.57***
22 実習校の教育実践に関して指導担当教諭と協力し合う姿勢が養われる 3.30 (1.20) 50 2.36 (1.17) 45 3.88***
15 自らが教師として成長していくための学習の仕方が身につく 3.20 (1.09) 50 2.31 (1.00) 45 4.14***
23 地域に根ざした実習校の教育実践について理解が深まる 3.08 (1.26) 51 2.33 (1.26) 45 2.89**
11 教師に求められる授業指導の方法・技術の修得に役立つ 2.98 (1.24) 50 2.20 (1.09) 46 3.29***
19 今後大学の授業科目を履修する際の学習課題の発見に役立つ 2.96 (1.14) 50 2.33 (1.09) 45 2.73**
18 学級経営の方法・技術が身につく 2.74 (1.24) 50 1.98 (1.01) 45 3.26**
21 これまで受講してきた大学の授業科目の内容の理解が深まる 2.62 (1.19) 50 2.00 (0.95) 45 2.81**
17 教材やカリキュラムの内容についての理解が深まる 2.52 (1.23) 50 1.98 (1.10) 45 2.25*











































平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD) F値 前-後 後-4年 前-4年
4.47 (0.74) 4.69 (0.62) 4.28 (0.94) 13.61** ** ** *
(注)分散分析及び多重比較の結果は、有意差が認められた場合のみ、*p<0.05、**p<0.01を付した。

























平均値 (SD) 平均値 (SD) 平均値 (SD) F値 前-後 後-4年 前-4年
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.24 (0.79) 4.39 (0.79) 4.30 (0.77) 1.97
14 教師以外の社会教育の専門職の人たちから色々なことが学べる 4.17 (0.82) 4.36 (0.80) 4.17 (0.88) 3.70* * *
3 幼児・指導・生徒等の対象の理解に役立つ 4.28 (0.74) 4.34 (0.78) 4.21 (0.86) 1.36
18 子どもとの交流の仕方が学べる 4.36 (0.68) 4.33 (0.78) 4.19 (0.84) 2.62
8 集団活動でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.21 (0.84) 4.30 (0.85) 4.14 (0.85) 1.72
6 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.06 (0.80) 4.23 (0.83) 4.21 (0.83) 2.26
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 4.03 (0.94) 4.07 (0.91) 3.38 (1.13) 29.54** ** **
10 思いやりや優しさなど人間性を培うことができる 4.03 (0.84) 4.06 (0.92) 3.99 (0.90) 0.29
11 人それぞれ価値観が違うことに気づき、認めるようになる 3.88 (0.90) 4.06 (0.92) 3.91 (0.92) 2.17
5 学習指導や生徒指導に役立つ 3.93 (0.91) 4.04 (0.89) 3.45 (1.10) 20.29** ** **
15 学校以外の教育の場を経験し、現在の学校教育を見直す機会になる 3.98 (0.85) 4.04 (0.95) 3.82 (1.05) 2.91
20 学校行事やイベント等の企画運営能力が身につく 3.88 (0.97) 4.00 (0.87) 3.73 (0.99) 3.97* **
1 教職を目指す自覚が身につく 3.87 (1.08) 3.99 (1.01) 2.89 (1.18) 58.66** ** **
17 学校での子どもたちの体験学習への適切な対応ができる 4.00 (0.85) 3.99 (0.82) 3.90 (0.94) 0.73
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 3.83 (1.00) 3.98 (0.96) 3.38 (1.22) 16.40** ** **
16 子どもの心をつかんだ幅広い教育を行う自信がつく 3.91 (0.86) 3.92 (0.94) 3.68 (0.98) 4.05* * *
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 3.67 (1.07) 3.89 (0.91) 3.16 (1.05) 26.01** * ** **
9 自己表現力を身につけることができる 3.80 (0.95) 3.86 (0.96) 3.54 (0.96) 6.24** ** **
19 地域のボランティア活動への参加意欲がわく 3.59 (1.08) 3.75 (1.10) 3.45 (1.10) 3.46* **




















3.82 (0.93) 4.09 (0.89) 3.61 (1.00) 12.86** ** ** *
(注)分散分析及び多重比較の結果は、有意差が認められた場合のみ、*p<0.05、**p<0.01を付した。




























 表 2-5-4 より、185 名中 77 名（41.8％）の学生が実地教育Ⅱ修了後に指導補助ボランティ
アとしての経験があった。また、参加回数は、1、2 回が最も多い。しかし、数名だが 10 回
以上という積極的に参加した学生も存在する。 









回数 1回 2回 3回 4回 5～6回 7～9回 10回以上 無答 合計










 次に、表 2-5-6 に示すように、4 年次生 184 名のデータから、実地教育Ⅱ修了後に指導補
助ボランティアとして参加した経験の有無とその時点での教職志望度とのクロス集計を行













 表 2-5-7 より、「賛成である」と「どちらかと言えば賛成である」の回答率を合わせると、
Ⅰ群では 88.2％、Ⅱ群では 86.3％であり、両者の間に統計的な有意差は認められなかった。
そして、2 年次生の実習後と比較すると、少し低い賛成率である。  
 
表2-5-5　実地教育Ⅱ修了後における指導補助ボランティア経験の動機（複数回答）
実地教育Ⅱの影響 N=33 外的誘因 N=30 ちょっと押してほしかった N=16
子どもたちと接したい 15 同級生や先輩に誘われた 19 以前から参加したいと思っていた 7
楽しさを味わってほしいと思った 11 報酬があるから 10 経験したかった 7
学校以外の子どもを見たい 6 代役として 1 掲示板を見た 2
好きだから 1
自己実現のため N=5 その他 N=6
自分をみがく 3 地域社会の人との結びつき 3





















指導補助ボランティア経験あり 3 3 13 16 42 →Ⅰ群 77
指導補助ボランティア経験なし 8 9 17 22 51 →Ⅱ群 107

















加した 4 年次生固有の項目と言ってよいであろう。 
 第 2 の特徴は、上位項目において、2 年次生の実習後と比較してもⅠ群の方が「意義があ
った」と認める傾向が強いということである。「14.教師以外の社会教育の専門職の人たちか
ら色々なことが学べる」は、実習内容を反映して 2 年次生の実習後の方が高い意義を示し






















Ⅰ群 0.0 2.4 9.5 19.1 69.1 42
Ⅱ群 0.0 0.0 13.7 25.5 60.8 51
全体 0.0 1.1 11.8 22.6 64.5 93
2年次生（後） 0.5 0.5 3.9 20.1 75.0 204



























平均値 (SD) 平均値 (SD) t検定 平均値 (SD)
7 任された仕事を成し遂げる責任感が身につく 4.55 (0.66) 4.29 (0.67) 4.39 (0.79)
3 幼児・指導・生徒等の対象の理解に役立つ 4.43 (0.73) 4.35 (0.71) 4.34 (0.78)
6 自主性や積極性を培うことに役立つ 4.38 (0.72) 4.35 (0.76) 4.23 (0.83)
18 子どもとの交流の仕方が学べる 4.36 (0.81) 4.37 (0.68) 4.33 (0.78)
8 集団活動でリーダーシップを発揮することに役立つ 4.33 (0.64) 4.12 (0.90) 4.30 (0.85)
14 教師以外の社会教育の専門職の人たちから色々なことが学べる 4.31 (0.89) 4.18 (0.81) 4.36 (0.80)
15 学校以外の教育の場を経験し、現在の学校教育を見直す機会になる 4.21 (0.94) 3.78 (1.00) * 4.04 (0.95)
10 思いやりや優しさなど人間性を培うことができる 4.19 (0.85) 4.14 (0.66) 4.06 (0.92)
11 人それぞれ価値観が違うことに気づき、認めるようになる 4.19 (0.79) 3.86 (0.82) 4.06 (0.92)
17 学校での子どもたちの体験学習への適切な対応ができる 4.10 (0.87) 3.96 (0.82) 3.99 (1.01)
2 子どもを教育することへの使命感が身につく 4.02 (0.99) 3.35 (1.03) ** 3.98 (0.96)
13 社会教育施設の教育的機能について学べる 4.00 (0.93) 3.67 (0.98) 3.72 (0.90)
16 子どもの心をつかんだ幅広い教育を行う自信がつく 3.98 (0.86) 3.80 (0.91) 3.92 (0.94)
9 自己表現力を身につけることができる 3.95 (0.75) 3.63 (0.88) 3.80 (0.96)
19 地域のボランティア活動への参加意欲がわく 3.93 (0.96) 3.51 (0.98) * 3.75 (1.10)
20 学校行事やイベント等の企画運営能力が身につく 3.93 (0.96) 3.92 (0.81) 4.00 (0.87)
5 学習指導や生徒指導に役立つ 3.90 (1.02) 3.41 (1.07) * 4.04 (0.89)
4 教師になるために必要な向上心や探求心が得られる 3.83 (1.04) 3.50 (0.98) 4.07 (0.91)
12 教育についての自分の考えが持てるようになる 3.57 (0.90) 3.22 (1.02) 3.89 (0.91)



























平均値 (SD) 平均値 (SD) t検定
12 人とのふれあい 4.55 (0.66) 4.43 (0.57)
3 自分をみがく 4.50 (0.73) 4.14 (0.79) *
23 自発的なもの 4.50 (0.79) 4.55 (0.60)
9 自分自身・自己開発のため 4.45 (0.62) 3.88 (0.86) **
20 やりがいのあるもの 4.31 (0.83) 4.34 (0.59)
24 無償（見返りを求めない）のもの 4.31 (1.01) 4.43 (0.72)
2 住みやすい社会をつくる 4.22 (0.78) 4.33 (0.70)
10 社会とつながる手段 4.05 (1.02) 3.80 (1.10)
16 誰でもできる 4.05 (1.23) 4.12 (0.94)
21 施設と地域社会をつなぐもの 3.95 (1.02) 3.88 (0.88)
1 困っている人を助ける 3.88 (0.86) 3.88 (0.92)
7 社会奉仕 3.74 (1.14) 4.10 (0.93)
13 行政の行き届かない部分を補う 3.57 (1.16) 3.32 (0.99)
4 面白く楽しい 3.38 (1.09) 3.25 (0.93)
8 社会・弱者のため 3.19 (1.10) 3.49 (1.00)
19 苦労を伴う 3.12 (1.14) 3.20 (0.95)
15 時間がある人ができる 2.86 (1.19) 3.35 (1.04) *
5 地味 2.67 (1.17) 2.84 (0.98)
17 お金がかかるもの 2.60 (1.05) 2.96 (0.99)
6 緊張するもの 2.33 (1.08) 2.67 (1.08)
11 偽善的 2.24 (1.23) 2.53 (1.02)
14 ボランティアという言葉自体が嫌 2.24 (1.06) 2.58 (1.12)
18 抵抗を感じる 2.07 (0.94) 2.61 (1.05) *

















































Ⅰ群 0.0 0.0 14.3 33.3 52.4 42
Ⅱ群 0.0 3.9 9.8 43.1 43.1 51
全体 0.0 2.2 11.8 38.7 47.3 93
Ⅰ群 0.0 0.0 19.1 28.6 52.4 42
Ⅱ群 0.0 7.8 21.6 45.1 25.5 51 p<0.05
全体 0.0 4.3 20.4 37.6 37.6 93
Ⅰ群 2.4 0.0 28.6 31.0 38.1 42
Ⅱ群 2.0 7.8 27.5 47.1 15.7 51
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日）と後期（1 泊 2 日）に国立妙高少年自然の家で試験的に実施した「自然体験実習」の
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8) 別惣淳二「教職志望学生の実践的力量形成に関する実証的研究(Ⅰ)」中国四国教育学会
編『教育学研究紀要』第 39 巻、第１部、1993 年、275-280 頁。 
9) 栗原敦雄・柴沼晶子・永井聖二編『開かれた学校と学習の体験化－教師教育のパラダイ
ム転換をめざして－』教育開発研究所、1992 年。 
10) 吉崎静夫・水越敏行「児童による授業評価」、『日本教育工学雑誌』第 4 巻第 2 号、1979
年、41-51 頁。 
11) 井上正明「教師の教授能力に関する実証的研究（Ⅱ）」、『福岡教育大学紀要』第 37 号、
第４分冊、1988 年、89-103 頁。 




究指導センター紀要』第 3 号、1991 年、11-21 頁。 
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第 3 章 自然体験活動の指導において教師に求められる資質能力と教育実習カリキュラムの課 

























































































N ％ N ％
性別 現在の勤務施設
男性 142 83.5 教育事務所 10 5.9
女性 27 15.9 宿泊施設（独立行政法人立拠点施設） 11 6.5
無答 1 0.6 宿泊施設（県立拠点施設） 46 27.0
年齢 宿泊施設(市町村組合立拠点施設） 55 32.4
20歳代 19 11.2 活用施設(宿泊を伴わない活用のみの施設） 40 23.5
30歳代 34 19.9 市教育委員会 5 2.9
40歳代 62 36.5 無答 3 1.8
50歳代以上 54 31.8 自然体験活動における指導経験年数
無答 1 0.6 0～3年 72 42.3
教職経験の有無 4～10年 51 29.9
ある 78 45.9 11～20年 9 5.4
1～10年 9 5.3 21～30年 3 1.8
11～20年 36 21.2 31～40年 2 1.2
21～30年 13 7.6 40年以上 1 0.6















N 45 55 30 5 33 168























































































































N 11 13 112 22 9 167
％ 6.6 7.8 67.1 13.2 5.3 100.0
（注）無答は省いて統計処理した。
表3-1-4　指導は専門指導員に任せるべきで、教員に求める指導資質能力は
           ない
はい いいえ わからない合計
N 150 1 13 164





















































































































































































































N 104 14 45 163
％ 63.8 8.6 27.6 100.0
表3-1-8　教員養成系学部・大学院の授業に自然体験








































































































































  表 3-2-2に、バリマックス直交回転後の因子負荷量を示した。 
表3-2-1　小学校教師のフェースシート
N ％ N ％
男性 281 49.6 20歳代 35 6.2
女性 283 49.9 30歳代 144 25.4
無答 3 0.5 40歳代 242 42.7
N ％ 50歳代 140 24.7
1回 87 15.3 60歳代 6 1.0
2回 80 14.1 N ％
3回 100 17.6 1～5年 28 4.9
4回 78 13.8 6～10年 58 10.2
5～6回 85 15.0 11～15年 79 13.9
7～8回 52 9.2 16～20年 82 14.5
9～10回 39 6.9 21～25年 111 19.6
11～12回 21 3.7 26～30年 78 13.8
13～14回 11 1.9 31～35年 38 6.7
15回以上 8 1.4 36～40年 8 1.4

























F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 h2
5 子どもの指導への意欲・主体性 0.82 0.10 0.15 -0.12 0.12 0.02 0.04 0.73
31 参加する子どもたちをまとめる能力 0.71 0.24 0.04 0.15 0.13 0.12 0.04 0.63
27 子どもに生活習慣、社会的ルールを指導する能力 0.70 0.14 0.06 0.14 0.20 0.09 -0.06 0.58
37 目標達成のための連絡調整能力 0.61 0.31 0.18 0.28 0.12 0.18 0.19 0.66
33 自然体験活動プログラムの企画・運営に対する教員間の共通理解 0.56 0.42 0.07 0.27 0.14 0.13 0.04 0.60
16 子どもへの指導に関する知識 0.52 0.23 0.29 0.06 0.17 0.08 0.14 0.46
34 計画どおりに進まなかった際の判断力 0.50 0.41 0.08 0.17 0.16 0.05 0.25 0.55
29 子どもの自然体験活動に対する意義と価値の理解 0.45 0.33 0.21 0.36 -0.09 0.37 -0.13 0.65
25 社会教育の目的・意義の認識 0.43 0.22 0.34 0.31 0.29 -0.04 -0.03 0.53
35 子どもたちを自主的に行動できるように促す能力 0.42 0.37 0.21 0.22 0.36 0.01 -0.21 0.57
32 事故等への応急措置に関する知識 0.11 0.70 0.22 0.05 0.11 0.08 -0.10 0.58
17 教員自らの野外活動、応急措置に関する基本的な技術 0.07 0.64 0.24 0.07 0.14 0.03 0.10 0.51
30 子どもの安全・保健面における判断力 0.38 0.63 0.06 0.21 0.12 0.22 -0.04 0.65
38 一般社会人としてのマナーと常識をもつこと 0.35 0.56 0.04 0.05 0.04 0.15 0.16 0.49
18 教員自らが健康管理ができること 0.08 0.56 0.28 0.10 0.16 0.01 0.32 0.53
11 子どもへの安全指導の能力 0.32 0.55 0.05 -0.06 0.20 0.13 0.22 0.52
23 子どもの心をケアする能力 0.17 0.53 0.20 0.21 0.27 0.25 -0.02 0.52
15 子どもが危険な場面、事故等に遭遇した場合の対応能力 0.13 0.42 0.02 0.07 0.13 0.14 0.06 0.24
12 動植物、森林等の自然に関する知識 0.15 0.04 0.73 0.07 -0.01 0.18 0.17 0.62
24 自然体験活動を実施する場（海・山）の知識 0.19 0.45 0.60 0.02 0.04 0.13 0.08 0.63
13 子どもの自然観察・自然理解を指導する技術 0.32 0.13 0.58 0.27 -0.04 0.12 0.09 0.55
8 自然環境の保全と活用に関する知識 -0.01 0.25 0.56 0.07 0.10 0.07 0.28 0.48
20 野外活動に関する知識 0.33 0.28 0.50 0.35 0.21 0.20 0.03 0.63
28 自然の中から情報を読み取る能力 0.07 0.26 0.42 0.25 0.19 0.34 -0.15 0.48
2 教員自身に自然観察や野外活動等の経験があること 0.00 -0.03 0.42 0.35 0.06 0.22 0.20 0.39
22 自然体験活動プログラムを企画・開発する能力 0.22 0.23 0.26 0.76 0.02 0.20 0.07 0.79
21 子どもに野外活動を指導する能力 0.44 0.16 0.34 0.53 0.13 0.13 0.14 0.67
9 子どもにレクリエーションやゲーム等を指導する技術 0.42 -0.02 0.20 0.43 0.13 0.04 0.36 0.55
4 人権に配慮し、言葉遣いが正確で丁寧であること 0.26 0.15 0.27 0.02 0.69 0.00 0.02 0.64
6 危機的状況に対する対応を予見しながらプログラムを推進する能力 0.19 0.29 -0.08 0.01 0.53 0.04 0.23 0.46
3 活動に協力してもらう人々との対人関係づくり能力 0.06 0.28 0.01 0.07 0.51 0.18 0.07 0.38
14 教員の性格が明るいこと 0.37 -0.09 0.05 0.24 0.44 0.15 0.20 0.46
19 参加する子どもたちの相互人間関係づくりを支援する能力 0.42 0.37 -0.08 0.25 0.43 0.17 0.06 0.59
26 プログラムの企画段階で状況の変化を予見する能力 0.27 0.27 0.11 0.39 0.42 0.30 0.00 0.58
39 自然に関する興味・関心をもつこと 0.21 0.25 0.26 -0.05 0.02 0.70 0.14 0.69
1 自然体験活動への情熱 0.09 0.05 0.24 0.15 0.20 0.59 -0.06 0.48
36 自然体験を教員自らが楽しめる感覚、構え 0.05 0.28 0.04 0.24 0.11 0.57 0.17 0.51
7 教員自身に体力があること 0.04 0.08 0.41 0.13 0.09 0.00 0.67 0.65
10 教員自身が元気であること 0.17 0.27 0.20 0.03 0.15 0.14 0.52 0.46



































因子名 平均値 （SD） N
①共通理解と集団指導力 4.28 (0.62) 143
②安全管理・安全指導の能力・知識 4.48 (0.49) 141
③自然体験活動の知識 4.06 (0.61) 143
④企画・指導技術 3.90 (0.78) 141
⑤状況予測力と対人関係能力 4.32 (0.54) 143
⑥関心・意欲 4.45 (0.56) 143


















 しかし、「④企画・指導技術」は平均値が 4.00 以下となった。この資質能力は自然体験
活動の指導において教師に求められる資質能力であることには間違いないが、場合によっ
ては社会教育施設指導者の専門的な支援・援助を得てもよい資質能力であると推察される。 




































F1 F2 F3 F4 h2
30 子どもの安全・保健面における判断力 0.72 0.17 0.09 0.09 0.65
11 子どもへの安全指導の能力 0.64 0.11 0.01 0.21 0.52
34 計画どおりに進まなかった際の判断力 0.63 0.16 0.24 0.06 0.55
6 危機的状況に対する対応を予見しながらプログラムを推進する能力 0.62 0.10 -0.07 0.04 0.46
27 子どもに生活習慣、社会的ルールを指導する能力 0.61 0.19 0.26 0.04 0.58
32 事故等への応急措置に関する知識 0.61 0.23 0.07 0.17 0.58
26 プログラムの企画段階で状況の変化を予見する能力 0.59 0.32 0.21 -0.01 0.58
23 子どもの心をケアする能力 0.58 0.14 0.27 0.11 0.52
19 参加する子どもたちの相互人間関係づくりを支援する能力 0.58 0.18 0.13 0.14 0.59
15 子どもが危険な場面、事故等に遭遇した場合の対応能力 0.56 0.12 -0.06 0.09 0.24
37 目標達成のための連絡調整能力 0.55 0.21 0.40 -0.05 0.66
31 参加する子どもたちをまとめる能力 0.55 0.26 0.19 0.18 0.63
16 子どもへの指導に関する知識 0.54 0.31 0.17 0.11 0.46
33 自然体験活動プログラムの企画・運営に対する教員間の共通理解 0.51 0.11 0.23 0.13 0.60
29 子どもの自然体験活動に対する意義と価値の理解 0.51 0.31 0.30 0.05 0.65
38 一般社会人としてのマナーと常識をもつこと 0.49 0.07 0.47 0.12 0.49
35 子どもたちを自主的に行動できるように促す能力 0.47 0.15 0.33 0.00 0.57
4 人権に配慮し、言葉遣いが正確で丁寧であること 0.45 0.13 0.29 0.05 0.64
18 教員自らが健康管理ができること 0.44 0.15 0.27 0.30 0.53
5 子どもの指導への意欲・主体性 0.38 0.16 0.17 0.23 0.73
3 活動に協力してもらう人々との対人関係づくり能力 0.34 0.16 0.30 0.10 0.38
12 動植物、森林等の自然に関する知識 0.14 0.81 0.16 0.01 0.62
21 子どもに野外活動を指導する能力 0.24 0.78 0.07 0.17 0.67
20 野外活動に関する知識 0.27 0.75 0.08 0.12 0.63
13 子どもの自然観察・自然理解を指導する技術 0.14 0.70 0.19 0.06 0.55
2 教員自身に自然観察や野外活動等の経験があること 0.06 0.65 0.13 0.13 0.39
9 子どもにレクリエーションやゲーム等を指導する技術 0.02 0.62 -0.03 0.25 0.55
24 自然体験活動を実施する場（海・山）の知識 0.39 0.60 0.17 0.02 0.63
22 自然体験活動プログラムを企画・開発する能力 0.27 0.59 0.16 0.06 0.79
8 自然環境の保全と活用に関する知識 0.29 0.58 0.12 0.12 0.48
28 自然の中から情報を読み取る能力 0.41 0.56 0.25 -0.02 0.48
17 教員自らの野外活動、応急措置に関する基本的な技術 0.42 0.44 0.09 0.15 0.51
25 社会教育の目的・意義の認識 0.40 0.42 0.33 -0.01 0.53
1 自然体験活動への情熱 0.12 0.35 0.30 0.14 0.48
36 自然体験を教員自らが楽しめる感覚、構え 0.16 0.28 0.62 0.20 0.51
39 自然に関する興味・関心をもつこと 0.23 0.48 0.50 0.07 0.69
10 教員自身が元気であること 0.16 0.10 0.10 0.80 0.46
7 教員自身に体力があること 0.19 0.18 0.04 0.51 0.65
14 教員の性格が明るいこと 0.14 0.29 0.29 0.40 0.46





































因子名 平均値 （SD） N
①企画運営・指導力 4.35 (0.46) 560
②自然体験活動の知識・技術 3.84 (0.58) 560
③関心・意欲 4.12 (0.72) 560






























































































  兵庫県公立小学校 19校 20事例の担任教師 30名（男性 19名、女性 11名）と子ども 1,272
名（男子 658 名、女子 614名）。 
(2)調査期間 

































































(2)1学期と 2学期における教師の 7つの資質能力 
 表 3-3-2は、1学期に自然学校を実施した事例と 2学期に自然学校を実施した事例の担任
教師が回答した 7つの資質能力を各因子平均値で示したものである。 
 表 3-3-2 の平均値を概観すると、全体的に 1 学期の方が 2 学期よりも平均値が高い。特
に、第 2因子「安全管理・安全指導の能力・知識」では 5％水準で、また第 3因子「自然体
験活動の知識」では１％水準で有意差が認められた。 









平均値 （SD) N 平均値 （SD) N
(1)自然体験で培われた態度・行動尺度
第1因子：学習の基本的態度 2.96 (0.60) 778 2.95 (0.65) 494
1)それぞれの活動にあった準備が自分からできた
2)自分が活動をする場所の安全に気をくばることができた
第2因子：学習の仕方 2.54 (0.94) 765 2.46 (0.94) 485
3)活動をする時、前から自分の知っていたことや調べたことを使った
第3因子：自己に対する理解 2.88 (0.69) 779 2.90 (0.67) 492
4)自分のできないところがどこかわかった
5)自分にあっためあてを自分の判断で決めることができた
第4因子：協力 3.05 (0.87) 771 3.11 (0.85) 492
6)だれとでも協力できた
第5因子：課題の達成 2.85 (0.88) 775 2.95 (0.88) 493 *
7)自分の力でめあてを達成できた
(2)自然学校の楽しさ体験尺度





























 表 3-3-3 には、１学期に自然学校を実施した学校（事例）に限定して、子どもの活動の
成果と教師の 7 つの資質能力がどの程度対応関係にあるのかを検討するために、子どもの
活動の成果を教師の「高得点群」と「低得点群」に分けて平均値で示したものである。 










平均値 （SD) 平均値 (SD)













第4因子：企画・指導技術 3.65 (0.52) 3.50 (0.41)
11)私は、子どもたちに合うように事前に工夫したプログラムを提供できた
12)私は、子どもにレクリエ―ションやゲーム等を指導する技術をもっている











































平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N
(1)自然学校で培われた態度・行動尺度
「学習の基本的態度」 2.93 (0.63) 391 2.99 (0.57) 387 2.95 (0.64) 381 2.97 (0.57) 397 2.97 (0.63) 398 2.95 (0.58) 380
「学習の仕方」 2.53 (0.92) 382 2.54 (0.97) 383 2.53 (0.94) 374 2.54 (0.95) 391 2.56 (0.96) 391 2.51 (0.93) 374
「自己に対する理解」 2.82 (0.70) 391 2.95 (0.67) 388 ** 2.82 (0.72) 382 2.95 (0.66) 397 ** 2.89 (0.70) 399 2.88 (0.68) 380
「協力」 3.01 (0.87) 388 3.09 (0.87) 383 2.98 (0.88) 379 3.11 (0.85) 392 * 3.11 (0.83) 397 2.98 (0.91) 374 *
「課題の達成」 2.79 (0.91) 391 2.92 (0.86) 384 * 2.78 (0.90) 382 2.92 (0.86) 393 * 2.83 (0.88) 396 2.87 (0.89) 379
(2)自然学校の楽しさ体験尺度
「親和」・達成」 3.28 (0.52) 388 3.34 (0.49) 382 3.31 (0.51) 380 3.32 (0.49) 390 3.31 (0.50) 396 3.31 (0.50) 374
「自然理解・快活」 3.17 (0.55) 384 3.26 (0.53) 379 * 3.16 (0.56) 375 3.26 (0.52) 388 ** 3.17 (0.54) 391 3.26 (0.54) 372
平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N
(1)自然学校で培われた態度・行動尺度
「学習の基本的態度」 2.92 (0.59) 270 2.98 (0.61) 508 2.92 (0.60) 400 3.00 (0.61) 378 2.93 (0.59) 315 2.98 (0.62) 463
「学習の仕方」 2.58 (0.94) 262 2.51 (0.95) 503 2.49 (0.93) 390 2.58 (0.96) 375 2.56 (0.91) 306 2.52 (0.96) 459
「自己に対する理解」 2.86 (0.70) 270 2.90 (0.69) 509 2.86 (0.70) 401 2.91 (0.68) 378 2.83 (0.70) 316 2.92 (0.69) 463
「協力」 2.95 (0.89) 265 3.10 (0.86) 506 * 3.02 (0.88) 394 3.07 (0.86) 377 2.98 (0.89) 312 3.09 (0.85) 459
「課題の達成」 2.94 (0.89) 269 2.80 (0.88) 506 * 2.86 (0.88) 400 2.84 (0.89) 375 2.89 (0.89) 316 2.83 (0.88) 459
(2)自然学校の楽しさ体験尺度
「親和」・達成」 3.34 (0.48) 264 3.30 (0.51) 506 3.33 (0.50) 395 3.29 (0.50) 375 3.30 (0.50) 313 3.32 (0.50) 457
「自然理解・快活」 3.24 (0.55) 263 3.20 (0.54) 500 3.17 (0.56) 392 3.26 (0.52) 371 * 3.17 (0.53) 310 3.24 (0.54) 453 *
平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N
(1)自然学校で培われた態度・行動尺度
「学習の基本的態度」 2.96 (0.59) 550 2.96 (0.64) 228 2.93 (0.60) 341 2.98 (0.61) 437
「学習の仕方」 2.56 (0.94) 539 2.49 (0.97) 226 2.52 (0.91) 332 2.55 (0.97) 433
「自己に対する理解」 2.89 (0.69) 551 2.86 (0.69) 228 2.81 (0.70) 342 2.94 (0.68) 437 *
「協力」 3.01 (0.88) 543 3.12 (0.84) 228 3.01 (0.89) 338 3.07 (0.86) 433
「課題の達成」 2.91 (0.86) 550 2.72 (0.93) 225 ** 2.83 (0.88) 342 2.87 (0.89) 433
(2)自然学校の楽しさ体験尺度
「親和」・達成」 3.33 (0.49) 544 3.27 (0.53) 226 3.31 (0.50) 339 3.32 (0.51) 431
















































平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N
(1)自然学校で培われた態度・行動尺度
「学習の基本的態度」 3.02 (0.64) 251 2.87 (0.65) 243 ** 2.98 (0.69) 195 2.92 (0.62) 299 3.07 (0.64) 168 2.88 (0.65) 326 **
「学習の仕方」 2.53 (0.90 245 2.39 (0.97) 240 2.50 (0.97) 193 2.43 (0.92) 292 2.68 (0.92) 164 2.35 (0.93) 321 ***
「自己に対する理解」 2.99 (0.64) 250 2.80 (0.68) 242 *** 2.95 (0.70) 194 2.86 (0.65) 298 3.05 (0.64) 167 2.82 (0.67) 325 ***
「協力」 3.13 (0.87) 249 3.08 (0.83) 243 3.13 (0.89) 195 3.09 (0.82) 297 3.22 (0.85) 167 3.05 (0.84) 325 *
「課題の達成」 3.04 (0.89) 250 2.86 (0.86) 243 * 3.04 (0.88) 195 2.89 (0.88) 298 3.13 (0.87) 167 2.86 (0.88) 326 ***
(2)自然学校の楽しさ体験尺度
「親和」・達成」 3.24 (0.53) 250 3.25 (0.57) 241 3.31 (0.60) 193 3.20 (0.51) 298 * 3.31 (0.49) 167 3.21 (0.58) 324
「自然理解・快活」 3.19 (0.57) 249 3.25 (0.55) 240 3.30 (0.56) 192 3.16 (0.56) 297 ** 3.27 (0.53) 167 3.19 (0.58) 322
平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N
(1)自然学校で培われた態度・行動尺度
「学習の基本的態度」 3.30 (0.55) 84 2.87 (0.65) 410 *** 3.05 (0.63) 255 2.84 (0.65) 239 *** 2.81 (0.66) 217 3.05 (0.62) 277 ***
「学習の仕方」 2.81 (0.86) 84 2.39 (0.94) 401 *** 2.46 (0.89) 252 2.47 (0.99) 233 2.43 (0.99) 211 2.49 (0.90) 274
「自己に対する理解」 3.14 (0.59) 84 2.85 (0.67) 408 *** 2.95 (0.63) 255 2.84 (0.70) 237 2.85 (0.71) 215 2.93 (0.63) 277
「協力」 3.32 (0.82) 84 3.06 (0.85) 408 ** 3.13 (0.83) 254 3.08 (0.87) 238 3.06 (0.88) 216 3.14 (0.82) 276
「課題の達成」 3.37 (0.67) 84 2.87 (0.90) 409 *** 3.03 (0.85) 255 2.87 (0.91) 238 * 2.85 (0.93) 216 3.03 (0.83) 277 *
(2)自然学校の楽しさ体験尺度
「親和」・達成」 3.50 (0.34) 84 3.19 (0.57) 407 *** 3.28 (0.49) 255 3.21 (0.61) 236 3.18 (0.62) 214 3.30 (0.48) 277 *
「自然理解・快活」 3.42 (0.43) 84 3.17 (0.58) 405 *** 3.23 (0.53) 254 3.20 (0.60) 235 3.19 (0.60) 213 3.24 (0.53) 276
平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N 平均値 （SD) N
(1)自然学校で培われた態度・行動尺度
「学習の基本的態度」 2.87 (0.65) 243 3.02 (0.64) 251 ** 3.07 (0.62) 190 2.87 (0.66) 304 ***
「学習の仕方」 2.39 (0.97) 240 2.53 (0.90) 245 2.70 (0.92) 186 2.31 (0.92) 299 ***
「自己に対する理解」 2.80 (0.68) 242 2.99 (0.64) 250 *** 3.01 (0.64) 189 2.82 (0.67) 303 **
「協力」 3.08 (0.83) 243 3.13 (0.87) 249 3.22 (0.84) 189 3.03 (0.85) 303 *
「課題の達成」 2.86 (0.86) 243 3.04 (0.89) 250 * 3.12 (0.85) 189 2.85 (0.89) 304 ***
(2)自然学校の楽しさ体験尺度
「親和」・達成」 3.25 (0.57) 241 3.24 (0.53) 250 3.33 (0.48) 189 3.19 (0.58) 302 **
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第 4 章 教員養成スタンダードに関する研究動向 
 

















































各 州 教 育 長 会 議 が INTASC(Interstate New Teacher Assessment and Support 
Consortium)を発足させ、NBPTS(National Board of Professional Teaching Standards)の
上級教員資格スタンダードに基づき、それに矛盾しない形で初級教員免許取得に係るスタ
ンダードを開発した(Interstate New Teacher Assessment and Support Consortium 1992)。










  INTASC スタンダードを導入した州としてウィスコンシン州を取り上げれば、州の教員
スタンダードは、州の策定委員会による議論を経て、州の条例として制定されている。ウ




























































 イギリスでは、80 年代から 90 年代初頭に教師教育改革が行われ、教師の質的低下問題に
対応するために、従前の高等教育機関による教員養成から課程認定制度によって統制し、
学校における実践経験を重視する方向へと転換が図られた。その象徴とも言うべき制度が












生じる。そこで、イギリスの政府機関である TTA は、2002 年に「教員資格授与のためのス
タンダード(Qualifying to teach: Professional standards for qualified teacher status and 







 イギリスでは、大学毎にこの QTS スタンダードを基盤にして教員養成スタンダードを設
定している。具体的に、QTS スタンダードを運用している例としてバーミンガム大学を取
り上げる。バーミンガム大学は PGCE コースを設置しており、コース全体が 36 週 120 単
位で構成され、うち 24 週は実習校で学ぶ。この PGCE コースでは、QTS スタンダード 33
項目を 4 つの観点に区分して、そこに 1 つの観点を追加して教育実習の到達度を測る観点
として設定している。したがって、バーミンガム・スタンダードは QTS スタンダードを基
盤にして、固有の観点（「人格的・専門的な特性」「教授と学習」「評価とモニタリング」「ス




















ダード」を決議し、公表した(Sekretariat der Standigen Konferenz der Kultusiminister 







































































開発にあたっては、2005(平成 17)年に同大学の 5 キャンパスから選出されたプロジェクト
メンバーが評価項目の列挙と類型化を行い、数回にわたる協議を経た後、教育実践フィー
ルド科目群に関するチェックリスト（7 領域、計 258 項目）を確定した。さらにチェックリ
ストを改善するために、2005 年度版チェックリストから指導上必要な項目や実際に学生が






















































長も加わっている。策定された教員養成スタンダードは、合計 4 の領域（事項）、16 の資質
能力（到達目標）、16 項目の確認指標から構成される。 
 この教員養成スタンダードと併せて用いられるのが「教育実習ルーブリック」である。




















スタンダードは、8 つの大項目から構成されており、その下位項目として計 50 項目の資質













ード」が開発された。「授業実践力評価スタンダード」の策定は、2006（平成 18）年 10 月
に「教育実践の省察力をもつ教員の養成」が特色 GP に採択されたことを契機に、学内の教





階（実習生）・標準的段階（学部卒業時）・発展的段階（教員 10 年経験者研修時）の 3 段階
から構成されている。一方、「教育実践力評価スタンダード」の開発については、2009（平

























てメンバーの協議をもとに 3 分野及び 10 軸までが策定され、10 軸に対応する下位項目（第
3 階層以下）は各領域及び専攻毎に各領域・専攻での教育内容を 10 軸の下位項目として位
置づけるよう求め、10 軸に反映しきれない重要な内容については軸の検討や追加を要請し
た。そのようにして、島根大学の「プロファイルシート・ワークブック」では、計 10 の教







設けられている。学生は e ポートフォリオを通して 2 年次、3 年次、4 年次の学年毎に達成





































































































































































校運営構成力」という養成すべき 3 つの構成力、さらには教職実践演習向け e ポートフォ

















































































カリキュラム・システムを構築することを試みた中井他は、今回は 3 年次生の 4 週間実習
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年 9 月～10 月に実施した。調査方法は、学内については各教員に配布し、各自が返送する
方式を採用した。また学外については郵送で配布し、各自が郵便で返送する方式を採用し
た。有効回答数は 95（内訳：大学教員 12、附属学校園教員 35、公立学校教員 47、不明 1）
であった。 






























  第一次調査では、「本学の学部生が卒業し、4 月に教職に就くと仮定するならば、彼らが
大学を卒業するまでに教師の資質能力としてどのようなことができることが必要だと思う
か」という質問に関して、設定した 12 の項目にそって自由記述の回答を求め、その後 KJ
法により分類した結果、57 項目に整理できた。 





表 5-1-1 では 57 項目の平均値以外に、当初第一次調査で設定した 11 の項目の合計平均値
も同時に示した。11 の項目の合計平均値を見ると、「２）子どもとの接し方について」が
4.56 で最も値が高く、次に高い値は「10）教師としてふさわしい言動・態度・意識につい





それぞれ 3.88 と 3.75 の値を示し、相対的にやや低い値となったが、57 項目の平均値がす














質　問　項　目 平均値 (SD) N
１）子ども理解について 4.28 (0.52) 925
(1)子どもの年齢や学年毎の発達段階や特徴を理解している。 4.17 (0.78) 925
(2)観察や記録などの子どもを客観的に理解する方法を知っている。 4.11 (0.81) 923
(3)子どもと接する機会を多く設け、子どもをありのまま理解しようとする。 4.71 (0.58) 925
(4)子どもと接する中で、個々の子どもの特性や違いを理解できる。 4.50 (0.67) 924
(5)子どもの背景にある家庭環境や生育歴から子どもを理解できる。 3.93 (0.87) 923
２）子どもとの接し方について 4.56 (0.44) 925
(6)その場の状況や子どもの状態にあった対応や指導を冷静に判断できる。 4.30 (0.73) 924
(7)すべての子どもに平等・公平に接することができる。 4.66 (0.62) 925
(8)子どもの話を最後まで聞いて、子どもの気持ちを受け止めることができる。 4.73 (0.51) 924
(9)子どもと対話的なコミュニケーションができる。 4.64 (0.58) 922
(10)教師として適切な言葉遣いができる。 4.47 (0.71) 924
３）授業の専門的知識について 3.88 (0.66) 925
(11)学習指導要領の内容を理解している。 4.07 (0.84) 925
(12)各教科内容の知識を持っている。 4.17 (0.75) 925
(13)単元毎のねらいやその位置づけ、系統性を理解している。 3.84 (0.86) 925
(14)教科毎の指導法・指導技術の知識を持っている。 3.83 (0.82) 921
(15)教育学、心理学などの専門的な基礎知識を持っている。 3.56 (0.91) 922
(16)専門的な知識を実践に応用し、そこから学ぶことができる。 3.79 (0.93) 921
４）授業の計画について 4.16 (0.60) 925
(17)子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できる。 4.07 (0.81) 925
(18)教具やワークシートの準備ができる。 4.25 (0.73) 925
(19)教材研究ができる。 4.54 (0.62) 925
(20)年間指導計画や学期毎の指導計画を念頭に置いて単元計画が立案できる。 3.78 (0.85) 922
５）授業の展開について 4.09 (0.61) 924
(21)１時間の授業のねらいを明確にして学習指導ができる。 4.41 (0.70) 923
(22)子ども自身が自発的に活動するように指導ができる。 4.04 (0.80) 924
(23)子どもに学習課題を持たせる指導ができる。 4.06 (0.77) 922
(24)授業では準備した教材や教具を有効に使用することができる。 3.96 (0.77) 924
(25)授業のねらいに合った適切な指導法を採用することができる。 3.98 (0.77) 924
(26)授業の中に子どもの活動時間を十分に確保できる。 4.11 (0.77) 922
６）授業の評価について 3.75 (0.68) 925
(27)授業研究や授業改善の方法を知っている。 3.74 (0.86) 921
(28)授業評価の目的を理解している。 3.82 (0.85) 925
(29)ポートフォリオやＶＴＲを活用して授業評価ができる。 3.40 (0.85) 924
(30)授業の反省・分析から次の改善策や課題を提示できる。 3.89 (0.82) 922
(31)評価の観点をもって客観的に授業評価ができる。 3.74 (0.85) 921
(32)授業のねらいに沿って子どもの学習成果を評価できる。 4.05 (0.78) 923
(33)相互評価や自己評価を通して子どもの評価能力を育てることができる。 3.60 (0.87) 921
７）学級経営について 4.31 (0.54) 924
(34)学級目標を構造化し、設定できる。 3.79 (0.87) 924
(35)学級内での生活や学習のルール設定ができる。 4.42 (0.70) 924
(36)学級内において民主的な機能的集団づくりができる。 4.31 (0.71) 923
(37)学級内の友だち関係とその性質が把握できる。 4.33 (0.68) 924
(38)子どもとの相互理解を通して、信頼関係を築くことができる。 4.69 (0.55) 924
８）生徒指導について 4.31 (0.54) 922
(39)生徒指導の目的や方法を理解している。 4.01 (0.75) 921
(40)子どもの話をよく聞き、子どもの発するサインを読み取れる。 4.55 (0.61) 921
(41)子どもの個性、性格、人間関係を理解している。 4.24 (0.72) 921
(42)保護者や同僚教師と連携をとり、子どもに冷静な対応ができる。 4.44 (0.67) 922
９）特別活動について 4.13 (0.57) 924
(43)活動のねらいを意識して綿密な計画や準備を行うことができる。 3.71 (0.80) 924
(44)活動では子どもと共に取り組む構えをもって指導にあたれる。 4.27 (0.72) 924
(45)子どもに活動のねらいや意義を自覚させることができる。 3.94 (0.76) 924
(46)子どもが自主的・主体的に活動するようにねばり強く指導ができる。 4.21 (0.73) 924
































  (17)子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できる。 
 (18)教具やワークシートの準備ができる。 
 (19)教材研究ができる。 
10）教師としてふさわしい言動・態度・意識について 4.51 (0.44) 924
(48)教育者としての素直さ、謙虚さ、協調性を持っている。 4.75 (0.53) 924
(49)社会人として常識、ルールを遵守し、適切な言葉遣いができる。 4.72 (0.55) 924
(50)人間的な温かさ、親しみやすさ、ユーモアを持っている。 4.58 (0.62) 924
(51)自己研鑽への意欲や向上心を持っている。 4.71 (0.52) 923
(52)教師としてしっかりとした教育理念や教育観を持っている。 4.07 (0.83) 922
(53)教師として自己の行動を客観的に見ることができる。 4.25 (0.74) 924
11）保護者や地域との関係について 4.38 (0.55) 924
(54)家庭との連携を図り、保護者との信頼関係を持つように心がける。 4.51 (0.65) 924
(55)保護者に学校のことを知らせ、理解を求める姿勢がある。 4.37 (0.67) 924
(56)子どもの安全を確保する危機管理意識を持っている。 4.55 (0.63) 924









































































   教師は、授業研究や授業改善の方法を理解し、自己研鑽意欲と向上心・探求心をもって
自己の実践を客観的にモニタリングしながら授業の分析・省察を行い、次の改善策や課題
を明示することができる。 
  (16)専門的な知識を実践に応用し、そこから学ぶことができる。 














  (42)保護者や同僚教師と連携をとり、子どもに冷静な対応ができる。 










































































































































 前述の 57 項目からなる 10 の小学校教員養成スタンダードに基づいて兵庫教育大学学校
教育学部の実地教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの実習到達規準を策定するために、各実地教育科目で
表5-2-1　実地教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの概要（実地教育Ⅰ～Ⅳ：必修）





























































 調査方法としては、実地教育Ⅰの調査では 2007（平成 19）年 9月に附属小学校及び附属
幼稚園、公立幼稚園の所属長に一括して回答を依頼し、記入後一括回収して返送してもら
う方式を採った。実地教育Ⅱの調査についても 2007（平成 19）年 9月に実習施設である社
会教育施設の所属長に一括して回答を依頼し、記入後一括回収してもらう方式を採った。
実地教育Ⅲの調査では、2006（平成 18）年 12 月～2007（平成 19）年 1 月に附属小学校の
校長へ一括して回答を依頼し、記入後一括回収して返送してもらう方式を採った。また、




  回収できた回答数は、実地教育Ⅰの調査が 33(100%)、実地教育Ⅱの調査が 14(100%)、実
地教育Ⅲの調査が 15(71%)、実地教育Ⅳの調査が 105(71%)であった。 
 
(2)実地教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの実習到達規準策定の手順 
  実地教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの到達目標に関する調査で得られた 5 件法の回答を数値とみな























結果を平均値で示したものが表 5-2-2 である。表中においては、平均値が 3.50 以上 4.00
未満の項目に淡灰色で網掛けを施し、平均値が 4.00以上の項目に濃灰色で網掛けを施した。 
１）実地教育Ⅰについて 
  表 5-2-2より、実地教育Ⅰにおいて平均値が 3.50以上 4.00未満の項目は、「3.」「8.」「10.」













２）実地教育Ⅱについて          

























平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
スタンダード１：「子ども理解力」
1.子どもの年齢や学年毎の発達段階や特徴を理解している。 2.73 0.91 4.07 0.73 3.67 0.62 3.93 0.96
2.観察や記録などの子どもを客観的に理解する方法を知っている。 2.67 1.12 3.71 1.33 3.80 0.56 4.06 0.93
3.子どもと接する機会を多く設け、子どもをありのまま理解しようとする。 3.85 1.23 4.57 0.94 4.53 0.52 4.51 0.72
4.子どもと接する中で、個々の子どもの特性や違いを理解できる。 2.97 1.31 4.43 0.76 4.00 0.76 4.19 0.82
5.子どもの背景にある家庭環境や生育歴から子どもを理解できる。 1.73 0.88 2.14 1.03 2.33 1.05 2.89 1.09
6.子どもの個性、性格、人間関係を理解している。 2.34 0.87 3.50 0.76 3.53 0.52 3.53 1.01
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」
7.その場の状況や子どもの状態にあった対応や指導を冷静に判断できる。 2.64 0.96 4.36 0.75 3.67 0.62 3.94 0.89
8.すべての子どもに平等・公平に接することができる。 3.70 0.98 4.21 0.80 4.27 0.46 4.33 0.76
9.子どもの話を最後まで聞いて、子どもの気持ちを受け止めることができる。 3.39 1.03 4.50 0.65 4.47 0.64 4.38 0.70
10.子どもと対話的なコミュニケーションができる。 3.58 1.03 4.62 0.65 4.07 0.80 4.45 0.68
スタンダード３：「企画・計画力」
11.子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できる。 1.69 0.97 2.07 1.00 3.93 0.59 4.15 0.86
12.教具やワークシートの準備ができる。 1.72 0.88 2.36 1.22 4.33 0.62 4.30 0.81
13.教材研究ができる。 1.83 0.93 2.14 1.23 4.27 0.59 4.45 0.77
14.年間指導計画や学期毎の指導計画を念頭に置いて単元計画が立案できる。 1.62 0.86 1.71 0.91 2.80 0.78 3.23 1.09
15.活動のねらいを意識して綿密な計画や準備を行うことができる。 1.76 1.09 2.86 1.29 3.87 0.83 3.81 1.02
スタンダード４：「学習指導力」
16.学習指導要領の内容を理解している。 2.48 1.09 1.86 1.29 4.00 0.66 3.94 0.93
17.各教科内容の知識を持っている。 2.31 0.93 1.71 0.99 3.80 0.56 4.04 0.83
18.単元毎のねらいやその位置づけ、系統性を理解している。 2.07 0.96 1.64 1.01 3.33 0.82 3.84 0.93
19.教科毎の指導法・指導技術の知識を持っている。 2.03 1.05 1.71 0.99 3.27 0.46 3.79 0.90
20.教育学、心理学などの専門的な基礎知識を持っている。 1.97 0.98 2.57 1.02 3.13 0.83 3.91 0.87
21.１時間の授業のねらいを明確にして学習指導ができる。 1.79 0.90 1.93 1.00 4.33 0.62 4.38 0.82
22.子ども自身が自発的に活動するように指導ができる。 2.03 1.02 3.86 1.03 3.67 0.72 3.94 0.91
23.子どもに学習課題を持たせる指導ができる。 1.90 0.90 3.00 1.18 3.60 0.63 4.05 0.90
24.授業では準備した教材や教具を有効に使用することができる。 1.93 1.07 2.50 1.23 3.93 0.59 4.29 0.78
25.授業のねらいに合った適切な指導法を採用することができる。 1.72 0.88 2.36 1.15 3.80 0.68 3.97 0.85
26.授業の中に子どもの活動時間を十分に確保できる。 2.00 1.04 2.93 1.39 3.93 0.70 4.13 0.83
27.相互評価や自己評価を通して子どもの評価能力を育てることができる。 1.86 1.86 2.36 1.15 2.87 0.83 3.54 0.98
28.子どもに活動のねらいや意義を自覚させることができる。 1.97 1.02 2.79 1.05 3.07 0.59 3.90 0.85
スタンダード５：「評価力」
29.授業評価の目的を理解している。 2.46 1.14 1.86 1.03 3.67 0.82 3.99 0.93
30.ポートフォリオやＶＴＲを活用して授業評価ができる。 1.75 0.70 1.57 0.94 3.40 0.99 3.32 0.92
31.評価の観点をもって客観的に授業評価ができる。 2.18 1.09 1.71 0.91 3.20 0.94 3.75 0.97
32.授業のねらいに沿って子どもの学習成果を評価できる。 2.32 1.12 1.93 1.07 3.73 0.80 3.99 0.94
スタンダード６：「学級経営力」
33.学級目標を構造化し、設定できる。 1.61 0.79 2.64 1.08 2.33 0.82 2.82 1.14
34.学級内での生活や学習のルール設定ができる。 2.07 1.05 3.14 1.23 2.73 0.96 3.34 1.09
35.学級内において民主的な機能的集団づくりができる。 2.04 1.00 3.43 1.22 2.67 0.82 3.23 1.10
36.学級内の友だち関係とその性質が把握できる。 2.39 1.20 3.23 1.09 3.67 0.72 3.88 0.82
37.子どもとの相互理解を通して、信頼関係を築くことができる。 2.50 1.26 3.71 1.33 3.80 0.86 4.05 0.81
スタンダード７：「生徒指導力」
38.生徒指導の目的や方法を理解している。 2.50 1.11 3.29 0.73 3.47 0.99 3.87 1.00
39.子どもの話をよく聞き、子どもの発するサインを読み取れる。 2.96 1.14 4.36 0.75 3.80 0.56 4.07 0.94















 表 5-2-2より、実地教育Ⅲにおいて平均値が 3.50以上 4.00未満の項目は、「1.」「2.」「6.」
「7.」「11.」「15.」「17.」「22.」「23.」「24.」「25.」「26.」「29.」「32.」「36.」「37.」「39.」
「40.」「46.」「48.」「51.」の 21 項目であり、平均値が 4.00以上の項目は、「3.」「4.」「8.」
「9.」「10.」「12.」「13.」「16.」「21.」「41.」「42.」「43.」「44.」「45.」「52.」の 15項目
であった。 
  以上の実地教育Ⅲにおける実習指導教諭の回答結果について、以下の 5点が考えられる。
１つめは、実地教育Ⅲでは授業を中心に小学校教育全般について実習することを目的とし
ていることから、平均値が 4.00 以上の項目と 3.50以上 4.00 未満の項目を共に含むスタン
ダードとして「子ども理解力」「子どもに対するコミュニケーション力」「企画・計画力」「学
習指導力」「教職意識」「自己改善力」が挙げられること、平均値が 3.50 以上 4.00 未満の
項目のみを含むスタンダードとして「評価力」「学級経営力」「生徒指導力」が挙げられる
ことは妥当であるといえる。 
平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
スタンダード８：「教職意識」
41.教師として適切な言葉遣いができる。 4.13 0.94 3.79 1.19 4.53 0.64 4.60 0.65
42.活動では子どもと共に取り組む構えをもって指導にあたれる。 3.41 1.24 4.36 0.93 4.53 0.64 4.60 0.58
43.活動を実施するにあたっての安全指導、安全への配慮ができる。 3.63 1.10 4.64 0.63 4.40 0.63 4.45 0.72
44.教育者としての素直さ、謙虚さ、協調性を持っている。 4.16 0.95 4.14 1.03 4.33 0.82 4.57 0.67
45.社会人として常識、ルールを遵守し、適切な言葉遣いができる。 4.16 1.11 3.86 1.10 4.60 0.63 4.60 0.62
46.人間的な温かさ、親しみやすさ、ユーモアを持っている。 3.88 1.10 4.57 0.65 3.87 0.74 4.46 0.74
47.教師としてしっかりとした教育理念や教育観を持っている。 2.84 1.17 3.57 1.09 3.33 1.05 4.19 0.92
48.子どもの安全を確保する危機管理意識を持っている。 3.56 1.11 4.57 0.65 3.93 0.80 4.24 0.93
スタンダード９：「自己改善力」
49.専門的な知識を実践に応用し、そこから学ぶことができる。 2.07 1.03 2.93 1.27 3.13 0.83 3.95 0.95
50.授業研究や授業改善の方法を知っている。 1.83 0.85 2.14 1.10 3.27 0.88 4.00 0.95
51.授業の反省・分析から次の改善策や課題を提示できる。 2.00 1.04 2.50 1.29 3.73 0.59 4.20 0.76
52.自己研鑽への意欲や向上心を持っている。 3.52 1.53 3.86 1.03 4.20 0.78 4.38 0.73
53.教師として自己の行動を客観的に見ることができる。 2.83 1.14 3.79 0.80 3.47 0.74 4.13 0.85
スタンダード10：「連携・協働」
54.保護者や同僚教師と連携をとり、子どもに冷静な対応ができる。 1.90 1.24 3.00 1.36 2.60 1.24 3.30 1.19
55.家庭との連携を図り、保護者との信頼関係を持つように心がける。 1.72 1.03 2.64 1.34 1.93 0.88 2.82 1.34
56.保護者に学校のことを知らせ、理解を求める姿勢がある。 1.76 1.09 2.50 1.29 1.93 0.96 2.71 1.32





































 以上のことから、実地教育Ⅲの目的及び実習内容・方法から考えると、平均値 3.50 以上
の項目は実地教育Ⅲの実習到達規準として妥当であると考えられる。 
４）実地教育Ⅳについて 
  表 5-2-2より、実地教育Ⅳにおいて平均値 3.50以上 4.00未満の項目は、「1.」「6.」「7.」
「15.」「16.」「18.」「19.」「20.」「22.」「25.」「27.」「28.」「29.」「31.」「32.」「36.」「38.」












果が得られている。例えば、3.50 以上 4.00 未満の平均値を示した項目と 4.00 以上の平均
値を示した項目を共に含むスタンダードは、スタンダード 1「子ども理解力」からスタンダ
ード９「自己改善力」にまで及んでおり、そのうちスタンダード８「教職意識」について
は全ての項目が 4.00 以上の平均値を示したことから妥当な結果であると考えられる。 








  このように、実地教育Ⅳの位置づけや 2週間の教育期間を勘案すると、平均値が 3.50以
上の項目は実地教育Ⅳの実習到達規準として妥当であると考えられる。 





























































































平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
スタンダード１：「子ども理解力」 2.71 0.74 3.74 0.61 3.64 0.28 3.85 0.67
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」 3.33 0.72 4.43 0.59 4.12 0.28 4.28 0.64
スタンダード３：「企画・計画力」 1.72 0.87 2.23 0.96 3.84 0.31 3.99 0.74
スタンダード４：「学習指導力」 2.01 0.84 2.40 0.83 3.59 0.45 3.97 0.71
スタンダード５：「評価力」 2.18 0.90 1.77 0.95 3.50 0.78 3.76 0.83
スタンダード６：「学級経営力」 2.12 0.88 3.23 1.07 3.04 0.55 3.47 0.78
スタンダード７：「生徒指導力」 2.63 0.96 3.93 0.56 3.64 0.56 3.93 0.86
スタンダード８：「教職意識」 3.72 0.86 4.19 0.69 4.19 0.46 4.46 0.61
スタンダード９：「自己改善力」 2.45 0.90 3.04 0.75 3.56 0.54 4.13 0.76











実習後に実習生に 57 項目の到達度を 5 件法（5.身についている、4.少し身についている、
3.どちらともいえない、2.あまり身についていない、1.身についていない）で回答を求め、























を把握するために、「事後の到達度」を平均値で示した結果が表 5-3-1である 19)。 


















平均値 SD N 平均値 SD N t検定
スタンダード１：「子ども理解力」
1.子どもの年齢や学年毎の発達段階や特徴を理解している。 2.50 0.91 159 2.97 0.88 159 ***
2.観察や記録などの子どもを客観的に理解する方法を知っている。 2.29 0.90 157 3.13 0.89 157 ***
* 3.子どもと接する機会を多く設け、子どもをありのまま理解しようとする。 3.32 1.00 159 3.61 0.97 159 **
4.子どもと接する中で、個々の子どもの特性や違いを理解できる。 3.31 0.98 157 3.49 0.90 157
5.子どもの背景にある家庭環境や生育歴から子どもを理解できる。 2.53 1.03 158 2.12 0.87 158 ***
6.子どもの個性、性格、人間関係を理解している。 2.73 0.98 158 2.97 0.86 158 ＊
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」
7.その場の状況や子どもの状態にあった対応や指導を冷静に判断できる。 2.61 0.88 158 2.73 0.91 158
* 8.すべての子どもに平等・公平に接することができる。 3.57 0.98 159 3.54 0.94 159
9.子どもの話を最後まで聞いて、子どもの気持ちを受け止めることができる。 3.70 0.83 159 3.62 0.88 159
* 10.子どもと対話的なコミュニケーションができる。 3.57 0.88 159 3.72 0.97 159
スタンダード３：「企画・計画力」
11.子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できる。 1.81 0.81 159 1.61 0.83 159 **
12.教具やワークシートの準備ができる。 2.02 0.93 159 1.64 0.86 159 ***
13.教材研究ができる。 1.86 0.85 159 1.60 0.87 159 **
14.年間指導計画や学期毎の指導計画を念頭に置いて単元計画が立案できる。 1.74 0.78 159 1.47 0.74 159 ***
15.活動のねらいを意識して綿密な計画や準備を行うことができる。 2.01 0.88 159 1.62 0.85 159 ***
スタンダード４：「学習指導力」
16.学習指導要領の内容を理解している。 1.69 0.70 159 1.89 0.90 159 *
17.各教科内容の知識を持っている。 2.48 0.93 159 2.37 1.04 159
18.単元毎のねらいやその位置づけ、系統性を理解している。 1.92 0.86 158 2.04 0.95 158
19.教科毎の指導法・指導技術の知識を持っている。 1.73 0.81 158 1.78 0.88 158
20.教育学、心理学などの専門的な基礎知識を持っている。 1.58 0.69 157 1.69 0.86 157
21.１時間の授業のねらいを明確にして学習指導ができる。 1.85 0.84 158 1.86 0.91 158
22.子ども自身が自発的に活動するように指導ができる。 2.15 0.96 157 2.32 1.07 157
23.子どもに学習課題を持たせる指導ができる。 2.09 0.94 158 2.03 0.97 158
24.授業では準備した教材や教具を有効に使用することができる。 2.08 0.94 157 1.84 0.90 157 *
25.授業のねらいに合った適切な指導法を採用することができる。 1.94 0.95 158 1.80 0.95 158
26.授業の中に子どもの活動時間を十分に確保できる。 2.11 0.93 157 2.12 1.12 157
27.相互評価や自己評価を通して子どもの評価能力を育てることができる。 1.97 0.92 158 1.92 0.99 158
28.子どもに活動のねらいや意義を自覚させることができる。 2.03 0.96 158 2.01 0.99 158
スタンダード５：「評価力」
29.授業評価の目的を理解している。 2.02 0.86 155 2.04 0.95 155
30.ポートフォリオやＶＴＲを活用して授業評価ができる。 1.74 0.85 154 1.64 0.92 154
31.評価の観点をもって客観的に授業評価ができる。 2.12 0.98 154 2.06 1.03 154
32.授業のねらいに沿って子どもの学習成果を評価できる。 2.07 0.96 154 1.99 1.03 154
スタンダード６：「学級経営力」
33.学級目標を構造化し、設定できる。 2.33 0.97 153 1.93 1.00 153 ***
34.学級内での生活や学習のルール設定ができる。 2.65 0.96 153 2.22 1.10 153 ***
35.学級内において民主的な機能的集団づくりができる。 2.37 0.98 154 2.17 1.04 154 *
36.学級内の友だち関係とその性質が把握できる。 2.75 0.94 155 2.95 1.07 155 *
37.子どもとの相互理解を通して、信頼関係を築くことができる。 2.81 1.05 155 2.95 1.07 155
スタンダード７：「生徒指導力」
38.生徒指導の目的や方法を理解している。 2.14 0.97 155 2.30 1.02 155
39.子どもの話をよく聞き、子どもの発するサインを読み取れる。 2.62 0.98 154 2.82 1.04 154 *



























平均値 SD N 平均値 SD N t検定
スタンダード８：「教職意識」
** 41.教師として適切な言葉遣いができる。 2.87 1.04 156 3.28 1.01 156 ***
42.活動では子どもと共に取り組む構えをもって指導にあたれる。 3.15 1.00 156 3.28 1.01 156
* 43.活動を実施するにあたっての安全指導、安全への配慮ができる。 3.08 1.02 156 3.38 0.93 156 ***
** 44.教育者としての素直さ、謙虚さ、協調性を持っている。 3.09 0.99 155 3.46 0.99 155 ***
** 45.社会人として常識、ルールを遵守し、適切な言葉遣いができる。 3.08 1.01 155 3.42 1.03 155 ***
* 46.人間的な温かさ、親しみやすさ、ユーモアを持っている。 3.16 1.00 156 3.47 1.02 156 ***
47.教師としてしっかりとした教育理念や教育観を持っている。 2.65 1.04 156 2.73 1.06 156
* 48.子どもの安全を確保する危機管理意識を持っている。 2.95 1.02 155 3.30 0.98 155 ***
スタンダード９：「自己改善力」
49.専門的な知識を実践に応用し、そこから学ぶことができる。 2.24 0.93 156 2.09 0.99 156
50.授業研究や授業改善の方法を知っている。 1.81 0.86 156 1.92 0.90 156
51.授業の反省・分析から次の改善策や課題を提示できる。 2.19 0.94 156 2.31 1.09 156
* 52.自己研鑽への意欲や向上心を持っている。 3.17 1.12 155 3.10 1.20 155
53.教師として自己の行動を客観的に見ることができる。 2.54 0.94 155 2.74 1.04 155 *
スタンダード10：「連携・協働」
54.保護者や同僚教師と連携をとり、子どもに冷静な対応ができる。 2.33 1.01 155 1.94 1.07 155 ***
55.家庭との連携を図り、保護者との信頼関係を持つように心がける。 2.70 1.14 155 1.79 1.00 155 ***
56.保護者に学校のことを知らせ、理解を求める姿勢がある。 2.74 1.15 154 1.77 1.03 154 ***


















































































平均値 SD N 順位 平均値 SD N 順位 t検定
スタンダード１：「子ども理解力」 2.78 0.75 159 ③ 3.05 0.64 159 ③ ***
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」 3.36 0.69 159 ① 3.40 0.69 159 ①
スタンダード３：「企画・計画力」 1.89 0.73 159 1.59 0.75 159 ***
スタンダード４：「学習指導力」 1.97 0.70 159 1.98 0.78 159
スタンダード５：「評価力」 1.99 0.79 155 1.93 0.86 155
スタンダード６：「学級経営力」 2.58 0.84 155 2.45 0.87 155
スタンダード７：「生徒指導力」 2.50 0.85 155 2.56 0.92 155
スタンダード８：「教職意識」 3.00 0.78 156 ② 3.29 0.75 156 ② ***
スタンダード９：「自己改善力」 2.39 0.75 156 2.43 0.81 156





































が高かった上位 3 つは、スタンダード 2「子どもに対するコミュニケーション力」(8.50)、













小学校教員養成スタンダード 項目番号 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数
1 7 4 25
2 9 5
3 18 1
4 8 3 4
5 1 2
6 4 7
7 5 18 11
8 14 9 1
9 6 2
10 18 5 1
11 2
12

























38 3 2 2
７　生徒指導力 39 7 13 4.33 5 10 3.33 3 7 2.33
40 3 3 2
41 12 16 17
42 1
43 2 2
44 1 2 1
45 1 7 2
46 6 5 6
47 7 6




52 5 1 2





























































































































そのことは、「幼稚園の外で泥遊びをしていた時、4 歳児の子どもと 5 歳児の子どもが一緒



















































































実習後に実習生に 57 項目の到達度を 5 件法（5.身についている、4.少し身についている、
3.どちらともいえない、2.あまり身についていない、1.身についていない）で回答を求め、




























把握するために、「事後の到達度」を平均値で示した結果が表 5-4-1である 20)。 





































平均値 SD N 平均値 SD N t検定
スタンダード１：「子ども理解力」
** 1.子どもの年齢や学年毎の発達段階や特徴を理解している。 2.60 0.84 159 3.48 0.73 159 ***
* 2.観察や記録などの子どもを客観的に理解する方法を知っている。 2.77 0.88 159 3.45 0.70 159 ***
** 3.子どもと接する機会を多く設け、子どもをありのまま理解しようとする。 3.38 0.87 160 4.13 0.77 160 ***
** 4.子どもと接する中で、個々の子どもの特性や違いを理解できる。 3.53 0.82 159 4.02 0.68 159 ***
5.子どもの背景にある家庭環境や生育歴から子どもを理解できる。 2.74 0.93 160 2.80 0.91 160
* 6.子どもの個性、性格、人間関係を理解している。 3.11 0.85 159 3.67 0.73 159 ***
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」
** 7.その場の状況や子どもの状態にあった対応や指導を冷静に判断できる。 2.82 0.83 158 3.45 0.79 158 ***
** 8.すべての子どもに平等・公平に接することができる。 3.57 0.82 159 3.67 0.89 159
** 9.子どもの話を最後まで聞いて、子どもの気持ちを受け止めることができる。 3.68 0.76 159 3.86 0.78 159 *
** 10.子どもと対話的なコミュニケーションができる。 3.71 0.82 159 4.14 0.73 159 ***
スタンダード３：「企画・計画力」
11.子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できる。 2.12 0.85 159 2.65 0.94 159 ***
12.教具やワークシートの準備ができる。 2.23 0.89 159 2.69 0.97 159 ***
13.教材研究ができる。 2.14 0.88 159 2.55 0.95 159 ***
14.年間指導計画や学期毎の指導計画を念頭に置いて単元計画が立案できる。 2.08 0.87 158 2.38 0.96 158 ***
15.活動のねらいを意識して綿密な計画や準備を行うことができる。 2.33 0.91 159 3.02 0.92 159 ***
スタンダード４：「学習指導力」
16.学習指導要領の内容を理解している。 2.09 0.88 159 2.47 0.95 159 ***
17.各教科内容の知識を持っている。 2.44 0.88 158 2.55 0.92 158
18.単元毎のねらいやその位置づけ、系統性を理解している。 2.21 0.84 159 2.47 0.95 159 **
19.教科毎の指導法・指導技術の知識を持っている。 1.99 0.88 159 2.46 0.89 159 ***
20.教育学、心理学などの専門的な基礎知識を持っている。 2.08 0.96 157 2.49 0.94 157 ***
21.１時間の授業のねらいを明確にして学習指導ができる。 2.39 0.89 158 2.68 0.96 158 ***
* 22.子ども自身が自発的に活動するように指導ができる。 2.59 0.95 157 3.54 0.81 157 ***
23.子どもに学習課題を持たせる指導ができる。 2.48 0.92 159 3.21 0.92 159 ***
24.授業では準備した教材や教具を有効に使用することができる。 2.43 0.93 159 3.01 0.99 159 ***
25.授業のねらいに合った適切な指導法を採用することができる。 2.28 0.89 159 2.84 0.93 159 ***
26.授業の中に子どもの活動時間を十分に確保できる。 2.53 0.97 159 3.19 1.06 159 ***
27.相互評価や自己評価を通して子どもの評価能力を育てることができる。 2.30 0.88 159 2.91 0.93 159 ***
28.子どもに活動のねらいや意義を自覚させることができる。 2.40 0.87 158 3.16 0.83 158 ***
スタンダード５：「評価力」
29.授業評価の目的を理解している。 2.73 0.92 156 2.87 0.96 156
30.ポートフォリオやＶＴＲを活用して授業評価ができる。 2.45 0.88 155 2.39 1.04 155
31.評価の観点をもって客観的に授業評価ができる。 2.59 0.99 155 2.68 0.98 155
32.授業のねらいに沿って子どもの学習成果を評価できる。 2.50 0.91 155 2.83 0.93 155 ***
スタンダード６：「学級経営力」
33.学級目標を構造化し、設定できる。 2.54 0.90 155 2.82 0.98 155 **
34.学級内での生活や学習のルール設定ができる。 2.88 0.92 154 3.34 1.01 154 ***
35.学級内において民主的な機能的集団づくりができる。 2.48 0.90 154 3.26 1.04 154 ***
36.学級内の友だち関係とその性質が把握できる。 3.05 0.85 154 3.69 0.98 154 ***
* 37.子どもとの相互理解を通して、信頼関係を築くことができる。 3.06 0.86 155 3.78 0.87 155 ***
スタンダード７：「生徒指導力」
38.生徒指導の目的や方法を理解している。 2.55 0.92 155 3.19 0.96 155 ***
** 39.子どもの話をよく聞き、子どもの発するサインを読み取れる。 2.77 0.84 155 3.62 0.74 155 ***





















  スタンダード 9「自己改善力」では、「52．自己研鑽への意欲や向上心を持っている」(3.67)
が 3.50 以上の平均値を示したことから、ある程度身についていると感じている実習生が多
いといえるが、「53．教師として自己の行動を客観的に見ることができる」(3.38)は平均値
が 3.50 に達していないため、あまり身についていないといえる。 
  以上の結果から、「子ども理解力」や「子どもに対するコミュニケーション力」に関して
は、子どもとの対話的なコミュニケーションをとったり、それを通じて個々の特性を理解
平均値 SD N 平均値 SD N t検定
スタンダード８：「教職意識」
* 41.教師として適切な言葉遣いができる。 3.03 0.86 155 3.38 0.86 155 ***
** 42.活動では子どもと共に取り組む構えをもって指導にあたれる。 3.36 0.85 154 4.01 0.81 154 ***
** 43.活動を実施するにあたっての安全指導、安全への配慮ができる。 3.36 0.75 154 3.95 0.76 154 ***
** 44.教育者としての素直さ、謙虚さ、協調性を持っている。 3.25 0.78 155 3.73 0.78 155 ***
* 45.社会人として常識、ルールを遵守し、適切な言葉遣いができる。 3.36 0.84 155 3.73 0.86 155 ***
** 46.人間的な温かさ、親しみやすさ、ユーモアを持っている。 3.37 0.88 155 3.84 0.80 155 ***
* 47.教師としてしっかりとした教育理念や教育観を持っている。 2.84 0.82 155 3.32 0.83 155 ***
** 48.子どもの安全を確保する危機管理意識を持っている。 3.27 0.84 155 3.94 0.81 155 ***
スタンダード９：「自己改善力」
49.専門的な知識を実践に応用し、そこから学ぶことができる。 2.57 0.81 156 3.04 0.86 156 ***
50.授業研究や授業改善の方法を知っている。 2.26 0.84 155 2.72 0.89 155 ***
51.授業の反省・分析から次の改善策や課題を提示できる。 2.62 0.91 156 3.21 0.90 156 ***
* 52.自己研鑽への意欲や向上心を持っている。 3.33 0.93 156 3.67 0.76 156 ***
* 53.教師として自己の行動を客観的に見ることができる。 2.85 0.90 156 3.38 0.81 156 ***
スタンダード10：「連携・協働」
54.保護者や同僚教師と連携をとり、子どもに冷静な対応ができる。 2.65 0.94 156 3.37 0.89 156 ***
55.家庭との連携を図り、保護者との信頼関係を持つように心がける。 2.92 1.02 157 3.04 0.97 157
56.保護者に学校のことを知らせ、理解を求める姿勢がある。 3.03 0.95 157 3.10 1.01 157






















































































































平均値 SD N 順位 平均値 SD N 順位 t検定
スタンダード１：「子ども理解力」 3.02 0.63 160 ③ 3.59 0.49 160 ③ ***
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」 3.45 0.57 159 ① 3.78 0.58 159 ① ***
スタンダード３：「企画・計画力」 2.18 0.74 159 2.66 0.76 159 ***
スタンダード４：「学習指導力」 2.32 0.71 159 2.84 0.67 159 ***
スタンダード５：「評価力」 2.57 0.80 156 2.69 0.83 156
スタンダード６：「学級経営力」 2.79 0.71 155 ⑤ 3.37 0.79 155 ⑤ ***
スタンダード７：「生徒指導力」 2.73 0.72 155 ⑥ 3.50 0.68 155 ④ ***
スタンダード８：「教職意識」 3.23 0.56 155 ② 3.74 0.54 155 ② ***
スタンダード９：「自己改善力」 2.73 0.66 156 ⑥ 3.20 0.63 156 ⑥ ***










小学校教員養成スタンダード 項目番号 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数
1 7 4 24
2 3 4 3
3 15 2 9
4 21 5 2
5 3 3
6 1 1 1
7 10 25 16
8 4 8 2
9 10 4
10 18 2 1
11 3 4
12 1
13 5 1.00 1 14 2.80
14 1







22 7 5 2












35 0.80 7 1.40 1 6 1.20
36 2 3
37 2 3 1
38 1 2 6
７　生徒指導力 39 11 20 6.67 12 26 8.67 11 22 7.33
40 8 12 5
41 2 20 5
42 12
43 5 3 4
44
45 4 1
46 6 4 11
47 1 7 2
48 3 3 3
49 3 3
50
９　自己改善力 51 2 0.40 8 1.60 7 1.40
52 1
53 2 4 4
54 5 1 3





10　連携・協働 7 1.75 6 1.50 4 1.00
６　学級経営力 4
８　教職意識 29 3.63 41
0.92
５　評価力 0 0.00 1 0.25 0 0.00
4.75
３　企画・計画力 2 0.40
４　学習指導力 9 0.69 12 0.92 12
２　子どもに対するコミュニケーション力 42 10.50 39 9.75 19
自己成長内容 事後学修課題 事前学修課題






















































































































































































実習後に実習生に 57 項目の到達度を 5 件法（5.身についている、4.少し身についている、
3.どちらともいえない、2.あまり身についていない、1.身についていない）で回答を求め、





































































平均値 SD N 平均値 SD N t検定
スタンダード１：「子ども理解力」
* 1.子どもの年齢や学年毎の発達段階や特徴を理解している。 2.67 0.85 143 3.29 0.82 143 ***
* 2.観察や記録などの子どもを客観的に理解する方法を知っている。 2.82 0.95 142 3.75 0.71 142 ***
** 3.子どもと接する機会を多く設け、子どもをありのまま理解しようとする。 3.39 0.97 142 4.01 0.68 142 ***
** 4.子どもと接する中で、個々の子どもの特性や違いを理解できる。 3.47 0.86 143 3.99 0.67 143 ***
5.子どもの背景にある家庭環境や生育歴から子どもを理解できる。 2.70 0.94 142 2.56 0.96 142
* 6.子どもの個性、性格、人間関係を理解している。 2.89 0.94 143 3.65 0.75 143 ***
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」
* 7.その場の状況や子どもの状態にあった対応や指導を冷静に判断できる。 2.66 0.89 143 3.21 0.81 143 ***
** 8.すべての子どもに平等・公平に接することができる。 3.40 0.96 144 3.60 0.86 144 *
** 9.子どもの話を最後まで聞いて、子どもの気持ちを受け止めることができる。 3.56 0.85 144 3.77 0.76 144 *
** 10.子どもと対話的なコミュニケーションができる。 3.52 0.81 144 3.90 0.82 144 ***
スタンダード３：「企画・計画力」
* 11.子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できる。 2.35 0.80 143 3.52 0.82 143 ***
** 12.教具やワークシートの準備ができる。 2.81 0.91 143 3.93 0.78 143 ***
** 13.教材研究ができる。 2.60 0.88 143 3.43 0.95 143 ***
14.年間指導計画や学期毎の指導計画を念頭に置いて単元計画が立案できる。 2.14 0.75 143 2.50 0.98 143 ***
* 15.活動のねらいを意識して綿密な計画や準備を行うことができる。 2.51 0.83 143 3.29 0.84 143 ***
スタンダード４：「学習指導力」
** 16.学習指導要領の内容を理解している。 2.22 0.85 144 2.81 0.94 144 ***
* 17.各教科内容の知識を持っている。 2.67 0.84 144 2.94 0.91 144 ***
18.単元毎のねらいやその位置づけ、系統性を理解している。 2.36 0.74 144 2.90 0.87 144 ***
19.教科毎の指導法・指導技術の知識を持っている。 2.35 0.75 144 2.80 0.92 144 ***
20.教育学、心理学などの専門的な基礎知識を持っている。 2.35 0.92 144 2.40 0.93 144
** 21.１時間の授業のねらいを明確にして学習指導ができる。 2.76 0.87 143 3.63 0.84 143 ***
* 22.子ども自身が自発的に活動するように指導ができる。 2.64 0.89 144 3.47 0.95 144 ***
* 23.子どもに学習課題を持たせる指導ができる。 2.59 0.85 144 3.17 0.86 144 ***
* 24.授業では準備した教材や教具を有効に使用することができる。 2.81 0.90 143 3.62 0.80 143 ***
* 25.授業のねらいに合った適切な指導法を採用することができる。 2.43 0.78 144 3.19 0.82 144 ***
* 26.授業の中に子どもの活動時間を十分に確保できる。 2.68 0.91 144 3.49 0.98 144 ***
27.相互評価や自己評価を通して子どもの評価能力を育てることができる。 2.33 0.79 143 2.73 0.91 143 ***
28.子どもに活動のねらいや意義を自覚させることができる。 2.51 0.82 144 3.08 0.85 144 ***
スタンダード５：「評価力」
* 29.授業評価の目的を理解している。 2.91 0.94 139 2.98 0.94 139
30.ポートフォリオやＶＴＲを活用して授業評価ができる。 2.36 0.82 139 2.26 0.98 139
31.評価の観点をもって客観的に授業評価ができる。 2.62 0.86 138 2.99 0.98 138 ***
* 32.授業のねらいに沿って子どもの学習成果を評価できる。 2.71 0.79 140 3.04 0.99 140 ***
スタンダード６：「学級経営力」
33.学級目標を構造化し、設定できる。 2.57 0.92 138 2.12 0.97 138 ***
34.学級内での生活や学習のルール設定ができる。 2.91 0.85 139 2.56 1.16 139 ***
35.学級内において民主的な機能的集団づくりができる。 2.53 0.86 138 2.52 1.03 138
* 36.学級内の友だち関係とその性質が把握できる。 3.01 0.88 138 3.74 0.80 138 ***
* 37.子どもとの相互理解を通して、信頼関係を築くことができる。 3.01 0.86 138 3.60 0.86 138 ***
スタンダード７：「生徒指導力」
38.生徒指導の目的や方法を理解している。 2.60 0.87 139 2.93 0.92 139 ***
* 39.子どもの話をよく聞き、子どもの発するサインを読み取れる。 2.83 0.85 138 3.05 0.90 138 *


























平均値 SD N 平均値 SD N t検定
スタンダード８：「教職意識」
** 41.教師として適切な言葉遣いができる。 2.86 0.97 139 3.36 0.98 139 ***
** 42.活動では子どもと共に取り組む構えをもって指導にあたれる。 3.39 0.84 137 3.82 0.85 137 ***
** 43.活動を実施するにあたっての安全指導、安全への配慮ができる。 3.44 0.78 139 3.62 0.83 139 *
** 44.教育者としての素直さ、謙虚さ、協調性を持っている。 3.32 0.89 139 3.73 0.80 139 ***
** 45.社会人として常識、ルールを遵守し、適切な言葉遣いができる。 3.34 0.84 139 3.61 0.91 139 **
* 46.人間的な温かさ、親しみやすさ、ユーモアを持っている。 3.35 0.82 138 3.64 0.86 138 ***
47.教師としてしっかりとした教育理念や教育観を持っている。 2.93 0.83 139 3.12 0.91 139 *
* 48.子どもの安全を確保する危機管理意識を持っている。 3.39 0.84 139 3.51 0.83 139
スタンダード９：「自己改善力」
49.専門的な知識を実践に応用し、そこから学ぶことができる。 2.62 0.75 141 3.06 0.96 141 ***
50.授業研究や授業改善の方法を知っている。 2.38 0.80 141 3.21 1.00 141 ***
* 51.授業の反省・分析から次の改善策や課題を提示できる。 2.89 0.81 141 3.78 0.93 141 ***
** 52.自己研鑽への意欲や向上心を持っている。 3.40 0.95 141 3.90 0.91 141 ***
53.教師として自己の行動を客観的に見ることができる。 3.07 0.87 140 3.41 1.00 140 ***
スタンダード10：「連携・協働」
54.保護者や同僚教師と連携をとり、子どもに冷静な対応ができる。 2.68 0.97 139 2.19 1.05 139 ***
55.家庭との連携を図り、保護者との信頼関係を持つように心がける。 2.88 0.99 140 1.66 0.86 140 ***
56.保護者に学校のことを知らせ、理解を求める姿勢がある。 2.93 1.01 140 1.59 0.80 140 ***


















































































平均値 SD N 順位 平均値 SD N 順位 t検定
スタンダード１：「子ども理解力」 2.99 0.64 143 ③ 3.54 0.46 143 ③ ***
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」 3.28 0.63 144 ① 3.62 0.54 144 ① ***
スタンダード３：「企画・計画力」 2.48 0.66 143 3.33 0.62 143 ⑤ ***
スタンダード４：「学習指導力」 2.51 0.59 144 3.09 0.59 144 ⑥ ***
スタンダード５：「評価力」 2.65 0.66 141 2.82 0.73 141 *
スタンダード６：「学級経営力」 2.80 0.70 139 ⑥ 2.91 0.72 139
スタンダード７：「生徒指導力」 2.80 0.69 139 ⑥ 3.03 0.77 139 **
スタンダード８：「教職意識」 3.25 0.59 139 ② 3.55 0.58 139 ② ***
スタンダード９：「自己改善力」 2.87 0.63 141 ④ 3.47 0.75 141 ④ ***
















































小学校教員養成スタンダード 項目番号 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数
1 4 6 5
2 7 6 2
1　子ども理解力 3 11 6 3
4 15 8 6
5 4 5 2
6 7 9 2
7 12 13 4
２　子どもに対するコミュニケーション力 8 6 4 2
9 8 2 1
10 6 4 5
11 21 6 6
12 4 1 3
３　企画・計画力 13 6 5 11
14 1 1 1
15 3 2 1
16 3 8 31
17 1 9 13
18 2 7 7
19 2 7 8
20 1 4 9
21 7 5 1
４　学習指導力 22 5 12 2
23 2 6 1
24 3 1
25 2 4 3
26 2 4 2
27 4 1
28 1 7 2
29 1 2 2
５　評価力 30 2 1





36 1 2 1
37 2
38 3
７　生徒指導力 39 2 2
40 1 1
41 2 11 6
42 3
43
８　教職意識 44 4 2 1
45 4
46 3 4 2




９　自己改善力 51 14 2 1
52 3 3








48 8.00 40 6.67 20 3.33
32 8.00 23 5.75 12
6.23
35 7.00 15 3.00 22 4.40
27 2.08 80 6.15 81
0.20
2 0.50 10 2.50 7 1.75
1 0.20 21 4.20 1
2.25
4 1.33 3 1.00 2 0.67
14 1.75 29 3.63 18
0.00
23 4.60 3 0.60 11 2.20




















































































































 本研究は、2010（平成 22）年 6 月に実施した「実地教育Ⅳ（小学校実習）の到達規準に
































































































平均値 SD ％ 平均値 SD ％ t検定
スタンダード１：「子ども理解力」
* 1.子どもの年齢や学年毎の発達段階や特徴を理解している。 3.26 0.75 35.9 3.41 0.71 51.3
** 2.観察や記録などの子どもを客観的に理解する方法を知っている。 3.56 0.73 55.1 3.55 0.77 60.2
** 3.子どもと接する機会を多く設け、子どもをありのまま理解しようとする。 4.05 0.77 80.8 4.17 0.63 87.2
** 4.子どもと接する中で、個々の子どもの特性や違いを理解できる。 3.88 0.74 74.3 3.97 0.56 85.9
5.子どもの背景にある家庭環境や生育歴から子どもを理解できる。 3.08 0.80 32.1 3.29 0.82 44.8 *
* 6.子どもの個性、性格、人間関係を理解している。 3.53 0.77 55.1 3.73 0.64 62.9 *
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」
* 7.その場の状況や子どもの状態にあった対応や指導を冷静に判断できる。 3.44 0.73 50.0 3.55 0.60 57.7
** 8.すべての子どもに平等・公平に接することができる。 3.88 0.82 68.0 3.97 0.79 74.3
** 9.子どもの話を最後まで聞いて、子どもの気持ちを受け止めることができる。 4.06 0.76 77.0 4.18 0.66 85.9
** 10.子どもと対話的なコミュニケーションができる。 4.00 0.72 79.5 4.14 0.72 83.4
スタンダード３：「企画・計画力」
** 11.子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できる。 3.37 0.76 48.8 3.50 0.80 48.8
** 12.教具やワークシートの準備ができる。 3.71 0.84 67.9 3.88 0.81 71.8
** 13.教材研究ができる。 3.60 0.87 60.2 3.78 0.71 69.2
14.年間指導計画や学期毎の指導計画を念頭に置いて単元計画が立案できる。 2.78 0.78 15.4 2.83 0.97 28.2
* 15.活動のねらいを意識して綿密な計画や準備を行うことができる。 3.29 0.78 39.7 3.46 0.75 48.7
スタンダード４：「学習指導力」
* 16.学習指導要領の内容を理解している。 2.91 0.89 25.7 2.96 0.78 25.7
** 17.各教科内容の知識を持っている。 3.05 0.84 29.5 3.18 0.68 32.1
* 18.単元毎のねらいやその位置づけ、系統性を理解している。 2.82 0.86 21.8 3.06 0.71 25.6 *
* 19.教科毎の指導法・指導技術の知識を持っている。 2.92 0.82 23.1 3.13 0.73 30.8 *
* 20.教育学、心理学などの専門的な基礎知識を持っている。 2.67 0.89 14.1 2.81 0.76 17.9
** 21.１時間の授業のねらいを明確にして学習指導ができる。 3.42 0.89 50.0 3.63 0.71 60.3 *
* 22.子ども自身が自発的に活動するように指導ができる。 3.36 0.84 41.1 3.45 0.77 16.2
** 23.子どもに学習課題を持たせる指導ができる。 3.32 0.88 46.1 3.45 0.71 50.0
** 24.授業では準備した教材や教具を有効に使用することができる。 3.46 0.92 48.7 3.63 0.76 62.8
* 25.授業のねらいに合った適切な指導法を採用することができる。 3.28 0.82 43.6 3.35 0.77 42.3
** 26.授業の中に子どもの活動時間を十分に確保できる。 3.56 0.86 55.1 3.64 0.84 64.1
* 27.相互評価や自己評価を通して子どもの評価能力を育てることができる。 3.00 0.72 21.8 3.12 0.70 29.5
* 28.子どもに活動のねらいや意義を自覚させることができる。 3.19 0.88 34.6 3.29 0.67 41.0
スタンダード５：「評価力」
* 29.授業評価の目的を理解している。 3.33 0.89 47.4 3.37 0.82 41
30.ポートフォリオやＶＴＲを活用して授業評価ができる。 2.69 0.96 17.9 2.56 0.93 12.9
* 31.評価の観点をもって客観的に授業評価ができる。 3.04 0.84 26.9 3.06 0.87 30.7
* 32.授業のねらいに沿って子どもの学習成果を評価できる。 3.23 0.84 38.4 3.28 0.88 43.6
スタンダード６：「学級経営力」
33.学級目標を構造化し、設定できる。 3.00 0.93 33.4 2.85 1.02 26.9
34.学級内での生活や学習のルール設定ができる。 3.32 0.96 47.4 3.22 0.96 42.3
35.学級内において民主的な機能的集団づくりができる。 3.03 0.88 28.2 3.03 0.95 32.0
* 36.学級内の友だち関係とその性質が把握できる。 3.44 0.89 50.0 3.73 0.83 66.7 *
** 37.子どもとの相互理解を通して、信頼関係を築くことができる。 3.53 0.89 53.8 3.76 0.74 67.9 *
スタンダード７：「生徒指導力」
* 38.生徒指導の目的や方法を理解している。 3.29 0.79 44.9 3.38 0.78 48.7
** 39.子どもの話をよく聞き、子どもの発するサインを読み取れる。 3.37 0.82 46.1 3.45 0.70 51.3


























平均値 SD ％ 平均値 SD ％ t検定
スタンダード８：「教職意識」
** 41.教師として適切な言葉遣いができる。 3.54 0.92 55.1 3.68 0.81 62.8
** 42.活動では子どもと共に取り組む構えをもって指導にあたれる。 3.76 0.69 66.6 3.88 0.68 78.2
** 43.活動を実施するにあたっての安全指導、安全への配慮ができる。 3.64 0.74 59 3.72 0.68 64.1
** 44.教育者としての素直さ、謙虚さ、協調性を持っている。 3.90 0.80 70.5 3.99 0.66 78.2
** 45.社会人として常識、ルールを遵守し、適切な言葉遣いができる。 3.77 0.79 62.8 3.91 0.72 74.3
** 46.人間的な温かさ、親しみやすさ、ユーモアを持っている。 3.82 0.83 65.4 3.90 0.86 75.6
** 47.教師としてしっかりとした教育理念や教育観を持っている。 3.45 0.85 51.3 3.44 0.89 47.5
** 48.子どもの安全を確保する危機管理意識を持っている。 3.59 0.87 56.4 3.69 0.71 60.2
スタンダード９：「自己改善力」
* 49.専門的な知識を実践に応用し、そこから学ぶことができる。 3.42 0.83 47.4 3.47 0.70 51.2
** 50.授業研究や授業改善の方法を知っている。 3.35 0.84 43.6 3.40 0.74 44.8
** 51.授業の反省・分析から次の改善策や課題を提示できる。 3.67 0.86 65.4 3.72 0.66 68.0
** 52.自己研鑽への意欲や向上心を持っている。 3.92 0.99 69.2 4.08 0.73 81.0
** 53.教師として自己の行動を客観的に見ることができる。 3.49 0.92 53.8 3.62 0.76 55.1
スタンダード10：「連携・協働」
54.保護者や同僚教師と連携をとり、子どもに冷静な対応ができる。 3.21 0.84 35.9 3.14 0.94 39.8
55.家庭との連携を図り、保護者との信頼関係を持つように心がける。 3.31 1.06 44.9 2.97 1.09 32.1 *
56.保護者に学校のことを知らせ、理解を求める姿勢がある。 3.38 0.96 42.3 3.10 1.03 34.6 *






































  表 5-6-1 の「事前の到達度」と「事後の到達度」の平均値の差に注目して、実習到達規
準ごとに実習生の到達度評価の変容を把握する。 





 スタンダード 2「子どもに対するコミュニケーション力」とスタンダード 3「企画・計画
力」において実地教育Ⅳの実習到達規準として策定された項目については、事前の到達度
と事後の到達度の間に有意差は認められなかった。 










































































平均値 SD N 順位 平均値 SD N 順位 t検定
スタンダード１：「子ども理解力」 3.56 0.56 78 ④ 3.69 0.44 78 ③ ＊
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」 3.85 0.60 78 ① 3.96 0.51 78 ①
スタンダード３：「企画・計画力」 3.35 0.64 78 3.49 0.61 78 ⑤ ＊
スタンダード４：「学習指導力」 3.15 0.68 78 3.28 0.50 78 ＊
スタンダード５：「評価力」 3.07 0.74 78 3.07 0.72 78
スタンダード６：「学級経営力」 3.26 0.79 78 3.32 0.73 78
スタンダード７：「生徒指導力」 3.42 0.72 78 ⑤ 3.48 0.60 78 ⑥
スタンダード８：「教職意識」 3.68 0.64 78 ② 3.78 0.54 78 ②
スタンダード９：「自己改善力」 3.57 0.76 78 ③ 3.66 0.58 78 ④











平均値 SD ％ 平均値 SD ％ t検定
スタンダード１：「子ども理解力」
* 1.子どもの年齢や学年毎の発達段階や特徴を理解している。 3.41 0.71 51.3 3.68 0.75 65.4 *
** 2.観察や記録などの子どもを客観的に理解する方法を知っている。 3.55 0.77 60.2 3.92 0.79 76.9 **
** 3.子どもと接する機会を多く設け、子どもをありのまま理解しようとする。 4.17 0.63 87.2 4.31 0.73 91.0
** 4.子どもと接する中で、個々の子どもの特性や違いを理解できる。 3.97 0.56 85.9 3.96 0.75 75.7
5.子どもの背景にある家庭環境や生育歴から子どもを理解できる。 3.29 0.82 44.8 2.82 0.75 14.1 ***
* 6.子どもの個性、性格、人間関係を理解している。 3.73 0.64 62.9 3.49 0.72 53.8 *
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」
* 7.その場の状況や子どもの状態にあった対応や指導を冷静に判断できる。 3.55 0.60 57.7 3.72 0.64 64.1
** 8.すべての子どもに平等・公平に接することができる。 3.97 0.79 74.3 4.09 0.84 80.7
** 9.子どもの話を最後まで聞いて、子どもの気持ちを受け止めることができる。 4.18 0.66 85.9 4.04 0.78 78.2
** 10.子どもと対話的なコミュニケーションができる。 4.14 0.72 83.4 4.12 0.76 85.9
スタンダード３：「企画・計画力」
** 11.子どもの実態を踏まえた指導案（板書や発問の計画を含む）を立案できる。 3.50 0.80 48.8 3.65 0.79 69.2
** 12.教具やワークシートの準備ができる。 3.88 0.81 71.8 4.01 0.73 79.5
** 13.教材研究ができる。 3.78 0.71 69.2 4.00 0.76 84.6
14.年間指導計画や学期毎の指導計画を念頭に置いて単元計画が立案できる。 2.83 0.97 28.2 3.14 0.94 37.1 *
* 15.活動のねらいを意識して綿密な計画や準備を行うことができる。 3.46 0.75 48.7 3.65 0.80 61.5
スタンダード４：「学習指導力」
* 16.学習指導要領の内容を理解している。 2.96 0.78 25.7 3.42 0.71 43.6 ***
** 17.各教科内容の知識を持っている。 3.18 0.68 32.1 3.64 0.76 59.0 ***
* 18.単元毎のねらいやその位置づけ、系統性を理解している。 3.06 0.71 25.6 3.26 0.69 33.4
* 19.教科毎の指導法・指導技術の知識を持っている。 3.13 0.73 30.8 3.35 0.74 39.7
* 20.教育学、心理学などの専門的な基礎知識を持っている。 2.81 0.76 17.9 3.41 0.80 41.1 ***
** 21.１時間の授業のねらいを明確にして学習指導ができる。 3.63 0.71 60.3 3.97 0.70 82.0 **
* 22.子ども自身が自発的に活動するように指導ができる。 3.45 0.77 16.2 3.68 0.75 64.1
** 23.子どもに学習課題を持たせる指導ができる。 3.45 0.71 50.0 3.81 0.69 70.5 **
** 24.授業では準備した教材や教具を有効に使用することができる。 3.63 0.76 62.8 4.04 0.71 84.6 ***
* 25.授業のねらいに合った適切な指導法を採用することができる。 3.35 0.77 42.3 3.78 0.80 68.0 ***
** 26.授業の中に子どもの活動時間を十分に確保できる。 3.64 0.84 64.1 3.86 0.73 73.1
* 27.相互評価や自己評価を通して子どもの評価能力を育てることができる。 3.12 0.70 29.5 3.23 0.77 37.2
* 28.子どもに活動のねらいや意義を自覚させることができる。 3.29 0.67 41.0 3.54 0.75 51.3 *
スタンダード５：「評価力」
* 29.授業評価の目的を理解している。 3.37 0.82 41.0 3.55 0.78 56.4
30.ポートフォリオやＶＴＲを活用して授業評価ができる。 2.56 0.93 12.9 3.09 0.71 21.8 ***
* 31.評価の観点をもって客観的に授業評価ができる。 3.06 0.87 30.7 3.50 0.85 51.3 **
* 32.授業のねらいに沿って子どもの学習成果を評価できる。 3.28 0.88 43.6 3.63 0.78 60.3 **
スタンダード６：「学級経営力」
33.学級目標を構造化し、設定できる。 2.85 1.02 26.9 3.04 0.71 16.7
34.学級内での生活や学習のルール設定ができる。 3.22 0.96 42.3 3.32 0.76 38.4
35.学級内において民主的な機能的集団づくりができる。 3.03 0.95 32.0 3.29 0.71 33.3 *
* 36.学級内の友だち関係とその性質が把握できる。 3.73 0.83 66.7 3.59 0.73 52.6
** 37.子どもとの相互理解を通して、信頼関係を築くことができる。 3.76 0.74 67.9 3.90 0.80 69.3
スタンダード７：「生徒指導力」
* 38.生徒指導の目的や方法を理解している。 3.38 0.78 48.7 3.51 0.77 56.4
** 39.子どもの話をよく聞き、子どもの発するサインを読み取れる。 3.45 0.70 51.3 3.77 0.72 69.2 **


























平均値 SD ％ 平均値 SD ％ t検定
スタンダード８：「教職意識」
** 41.教師として適切な言葉遣いができる。 3.68 0.81 62.8 4.14 0.82 84.6 ***
** 42.活動では子どもと共に取り組む構えをもって指導にあたれる。 3.88 0.68 78.2 4.29 0.74 89.7 ***
** 43.活動を実施するにあたっての安全指導、安全への配慮ができる。 3.72 0.68 64.1 3.91 0.72 75.6
** 44.教育者としての素直さ、謙虚さ、協調性を持っている。 3.99 0.66 78.2 4.36 0.74 91.0 ***
** 45.社会人として常識、ルールを遵守し、適切な言葉遣いができる。 3.91 0.72 74.3 4.35 0.75 89.7 ***
** 46.人間的な温かさ、親しみやすさ、ユーモアを持っている。 3.90 0.86 75.6 4.21 0.80 83.3 *
** 47.教師としてしっかりとした教育理念や教育観を持っている。 3.44 0.89 47.5 3.91 0.86 70.5 ***
** 48.子どもの安全を確保する危機管理意識を持っている。 3.69 0.71 60.2 3.63 0.74 57.7
スタンダード９：「自己改善力」
* 49.専門的な知識を実践に応用し、そこから学ぶことができる。 3.47 0.70 51.2 3.67 0.80 59.0
** 50.授業研究や授業改善の方法を知っている。 3.40 0.74 44.8 3.73 0.75 67.9 **
** 51.授業の反省・分析から次の改善策や課題を提示できる。 3.72 0.66 68.0 4.09 0.78 83.3 **
** 52.自己研鑽への意欲や向上心を持っている。 4.08 0.73 81.0 4.33 0.72 92.3 *
** 53.教師として自己の行動を客観的に見ることができる。 3.62 0.76 55.1 4.05 0.70 80.7 ***
スタンダード10：「連携・協働」
54.保護者や同僚教師と連携をとり、子どもに冷静な対応ができる。 3.14 0.94 39.8 3.37 0.79 41.0
55.家庭との連携を図り、保護者との信頼関係を持つように心がける。 2.97 1.09 32.1 2.91 0.76 12.8
56.保護者に学校のことを知らせ、理解を求める姿勢がある。 3.10 1.03 34.6 2.90 0.78 11.6































































 その結果、スタンダード 3「企画・計画力」、スタンダード 4「学習指導力」、スタンダー





















平均値 SD N 順位 平均値 SD N 順位 t検定
スタンダード１：「子ども理解力」 3.69 0.44 78 ③ 3.70 0.53 78 ④
スタンダード２：「子どもに対するコミュニケーション力」 3.96 0.51 78 ① 3.99 0.63 78 ②
スタンダード３：「企画・計画力」 3.49 0.61 78 ⑤ 3.69 0.63 78 ⑤ *
スタンダード４：「学習指導力」 3.28 0.50 78 3.61 0.56 78 ***
スタンダード５：「評価力」 3.07 0.72 78 3.44 0.67 78 ***
スタンダード６：「学級経営力」 3.32 0.73 78 3.43 0.57 78
スタンダード７：「生徒指導力」 3.48 0.60 78 ⑥ 3.67 0.63 78 ⑥ *
スタンダード８：「教職意識」 3.78 0.54 78 ② 4.10 0.62 78 ① ***
スタンダード９：「自己改善力」 3.66 0.58 78 ④ 3.97 0.59 78 ③ ***



















































小学校教員養成スタンダード 項目番号 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数
1 2 6
2 1
1　子ども理解力 3 6 13 2.17 1 5 0.83 9 1.50
4 3 1
5 1 2 1
6 1 2
7 5 1
２　子どもに対するコミュニケーション力 8 3 23 5.75 1 2 0.50 1 3 0.75
9 7 1 1
10 8
11 5 1 3
12 3 1 1









４　学習指導力 22 3 8 0.62 2 43 3.31 1 37 2.85
23 2 2
24 1 1 2
25 5 1








34 2 7 4
６　学級経営力 35 1 7 1.40 5 20 4.00 2 13 2.60
36 2 1 3
37 2 1 1
38 1 2 3
７　生徒指導力 39 1 3 1.00 2 5 1.67 1 4 1.33
40 1 1
41 5 2 3
42 3 1
43 1 1
８　教職意識 44 1 23 2.88 2 8 1.00 1 14 1.75
45 4 1 3
46 6 1 2




９　自己改善力 51 2 7 1.40 0 0.00 1 0.20
52 5
53
54 1 6 1







































































































































































では、平均値が 3.50 以上 4.00未満の項目は 7項目、4.00 以上の項目は 3項目が該当した。
実地教育Ⅱでは、平均値が 3.50 以上 4.00 未満の項目は 9項目、4.00 以上の項目は 14項目






項目は 15 項目が該当した。実地教育Ⅳでは、平均値が 3.50 以上 4.00 未満の項目は 19 項
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6) 上野ひろ美「観察参加と子ども理解の方法」有吉英樹・長澤憲保編『教育実習の新たな
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19) 実地教育Ⅰの実習到達規準は、第 5章第 2節の分析結果によるものであり、実習指導教
諭が回答した到達目標としての妥当性の平均値が 3.50以上 4.00 未満の項目については、
表 5-3-1 の項目番号の前に「*」を付した。また、その平均値が 4.00 以上の項目につい
ては表 5-3-1の項目番号の前に「**」を付した。 
20) 実地教育Ⅱの実習到達規準は、第 5章第 2節の分析結果によるものであり、実習指導教
諭が回答した到達目標としての妥当性の平均値が 3.50以上 4.00 未満の項目については、
表 5-4-1 の項目番号の前に「*」を付した。また、その平均値が 4.00 以上の項目につい
ては表 5-4-1の項目番号の前に「**」を付した。 
21) 実地教育Ⅲの実習到達規準は、第 5章第 2節の分析結果によるものであり、実習指導教
諭が回答した到達目標としての妥当性の平均値が 3.50以上 4.00 未満の項目については、
表 5-5-1 の項目番号の前に「*」を付した。また、その平均値が 4.00 以上の項目につい
ては表 5-5-1の項目番号の前に「**」を付した。 
22) 実地教育Ⅳの実習到達規準は、第 5章第 2節の分析結果によるものであり、実習指導教
諭が回答した到達目標としての妥当性の平均値が 3.50以上 4.00 未満の項目については、
表 5-6-1 の項目番号の前に「*」を付した。また、その平均値が 4.00 以上の項目につい
























































育大学学校教育学部の 1 年次から 4 年次までの幼稚園教育実習科目（実地教育Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ）
の実習到達規準を策定する。その実習到達規準に基づき各実地教育科目を通して実習生に
どの程度資質能力が身についているのかを自己評価させ、各実地教育科目における実習生






































全国規模で 48 幼稚園（国立大学附属幼稚園 16 園、公立幼稚園 16 園、私立幼稚園 16 園）をサ






自由記述での回答を求めた。質問紙は 1 園につき 5 部ずつ園長宛に郵送し、教諭が回答した後、
各自質問紙を内封筒に入れて一括回収・返送を園長に依頼した。回答者は 83 名であった。 
 回答された自由記述は、記述内容について共同研究者があらかじめ立てた資質能力の柱立て
に沿って整理し、第二次調査用に 53 の実践的資質能力の項目を作成した。 
 
(2)第二次調査－本調査－ 
  53 の実践的資質能力の項目を用いて、2008（平成 20）年 12 月～2009（平成 21）年 1 月に国
立附属幼稚園 34 園の教諭 158 名、公立幼稚園 150 園の教諭 450 名、私立幼稚園 150 園の教諭









全回答（属性を除く）であった 720 名(48.0%)のデータを分析で用いた。720 名の属性は、表























必要」に回答した割合が 50％以上であることと、②4 件法による回答の平均値が 2.5 以上で
あることの二つを設定して検討した。その結果、「(24)幼児の食育に関する知識を持って
いる」と「(45)地域の行事には進んで参加するなど、地域の人々と積極的に関わろうとする」





































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
.83 -.11 -.01 .03 -.06 .02 -.03 -.09
.80 -.07 -.02 -.02 -.04 .06 .02 -.06
.76 -.04 -.09 -.01 -.00 -.04 -.08 -.07
.55 .04 .01 -.08 -.02 -.11 -.04 -.07
.54 .02 .18 -.06 -.04 -.11 -.02 .03
.50 .08 .02 .06 .01 -.04 -.07 -.21
.48 .12 -.02 -.05 .02 -.18 -.02 -.03
.43 .07 .17 .09 .09 -.16 -.28 .03
.37 .04 .06 -.09 -.06 -.00 -.05 -.12
.37 .26 .11 -.10 .22 -.16 .18 .03
.34 .16 .01 -.21 .12 -.01 .26 -.12
-.11 .75 .05 .03 .06 .01 -.07 -.07
.03 .67 .00 -.08 -.02 -.08 .07 .02
-.04 .66 .01 -.03 .02 .00 .05 -.13
.10 .64 .02 -.03 -.17 -.07 -.10 .16
-.01 .63 .08 .02 -.08 -.04 -.00 .01
.10 .57 -.04 -.06 -.31 -.03 -.04 .04
.01 .50 .00 -.09 -.03 -.01 -.11 -.05
.16 .43 .07 -.10 .20 -.10 .11 .01
.07 .38 .23 .00 .17 -.11 .02 -.07
-.09 .37 .01 -.12 .04 -.33 .10 -.08
-.00 -.05 .85 .10 .05 -.03 -.15 -.04
-.10 .12 .83 .06 .05 -.01 -.06 .08
.15 -.10 .56 -.12 -.16 -.01 -.05 -.02
-.00 .04 .51 -.17 .05 -.04 .15 -.09
.12 .01 .40 -.09 -.07 .09 -.02 -.23
-.01 .08 .39 -.10 -.14 .03 .14 -.14
.19 -.09 .34 -.24 -.16 -.00 -.11 .03
-.07 -.02 -.02 -.92 .04 -.09 .03 .01
.06 .07 .01 -.71 -.04 -.04 -.10 .09
-.03 .03 .11 -.37 -.03 .05 -.17 -.30
.28 -.02 .06 -.33 -.08 -.12 -.28 .09
.02 .31 .04 -.06 -.57 -.02 .04 -.05
.14 .28 .09 -.09 -.44 .03 .02 -.10
.04 -.09 .16 .01 -.39 -.30 -.07 -.12
-.08 .37 -.04 -.09 -.37 -.12 .00 -.20
.01 -.06 -.03 -.02 -.01 -.84 -.05 -.04
.04 .12 -.05 -.07 .07 -.73 .06 .00
.09 .04 .14 -.02 -.39 -.41 .07 -.01
.07 -.03 .04 -.09 -.35 -.40 -.09 -.04
.06 .18 .07 -.18 .14 -.01 -.60 -.21
.26 .06 .08 -.22 .05 -.04 -.49 -.08
.17 .13 .20 -.13 -.05 -.04 -.46 -.06















































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
.08 .01 .00 .00 .08 -.04 .01 -.72
.07 .01 .03 .08 -.05 -.03 -.00 -.72
.21 -.03 .02 .04 -.08 -.02 -.08 -.55
.01 .07 .07 -.19 -.03 -.08 -.05 -.40
.06 .02 .12 -.10 -.21 -.07 -.13 -.34
.02 .02 .25 .02 -.11 -.18 -.23 -.19
.07 .11 .11 -.06 -.05 -.22 -.06 -.18
因子間相関 Ⅰ －
Ⅱ .23 －
Ⅲ .36 .36 －
Ⅳ -.45 -.45 -.41 －
Ⅴ -.12 -.14 -.21 .19 －
Ⅵ -.43 -.46 -.33 .42 .23 －
Ⅶ -.29 .03 -.30 .17 .21 .15 －
























































必要でない やや必要 かなり＋非常に必要 Mean SD
１）幼児理解力(α＝.86)
0.4 6.3 93.3 3.55 0.63
0.7 19.0 80.3 3.20 0.76
0.8 20.6 78.6 3.14 0.76
0.7 25.1 74.2 3.03 0.76
0.8 27.1 72.1 2.98 0.76
0.4 16.3 83.3 3.21 0.72
0.4 28.6 71.0 2.92 0.72
0.4 29.9 69.7 2.93 0.74
0.6 5.4 94.0 3.57 0.62
0.8 14.2 85.0 3.23 0.72
0.7 21.5 77.8 3.08 0.74
1.0 20.7 78.3 3.03 0.71
1.0 22.1 76.9 3.00 0.71
1.1 26.3 72.6 2.99 0.76
0.4 1.0 98.6 3.72 0.50
0.4 3.2 96.4 3.64 0.57
0.7 2.8 96.5 3.67 0.57
0.4 4.0 95.6 3.63 0.58
0.7 6.4 92.9 3.56 0.65
0.6 4.6 94.8 3.54 0.61
0.7 5.3 94.0 3.54 0.63
0.8 6.7 92.5 3.53 0.66
0.4 6.3 93.3 3.50 0.63
0.3 6.9 92.8 3.41 0.63
0.7 17.8 81.5 3.15 0.73
1.5 42.9 55.6 2.68 0.73
0.4 13.3 86.3 3.20 0.67
1.3 26.8 71.9 3.02 0.79
0.3 21.4 78.3 3.01 0.68
0.3 33.2 66.5 2.86 0.72
0.4 31.5 68.1 2.84 0.68
1.3 34.2 64.5 2.83 0.75




































































必要でない やや必要 かなり＋非常に必要 Mean SD
５）保育評価・改善力(α＝.79)
0.7 8.2 91.1 3.38 0.67
0.8 14.2 85.0 3.23 0.72
1.1 25.3 73.6 3.00 0.76
0.8 26.1 73.1 2.93 0.71
0.8 10.6 88.6 3.32 0.69
0.8 18.8 80.4 3.08 0.70
1.1 24.7 74.2 3.00 0.75
1.7 24.9 73.4 2.95 0.74
1.0 4.0 95.0 3.53 0.62
1.0 10.1 88.9 3.32 0.69
1.3 26.9 72.8 2.94 0.74
1.3 38.5 60.2 2.73 0.71
1.8 41.0 57.2 2.68 0.71
８）保育計画力(α＝.86)
0.7 28.1 71.2 2.94 0.73
1.0 28.6 70.4 2.92 0.74
1.5 34.4 64.1 2.77 0.70
0.8 35.6 63.6 2.81 0.73
0.7 14.9 84.4 3.22 0.72
除外項目
3.8 46.9 49.3 2.55 0.71


























































































































































 兵庫教育大学学校教育学部の教育実習科目において、幼稚園教員養成の基幹をなす 1 年
















 調査方法としては、実地教育Ⅰの調査に関しては 2009(平成 21)年 6月に附属幼稚園及び
公立幼稚園の園長に調査を依頼し、教諭が回答した後、各自質問紙を内封筒に入れて一括
回収・返送を園長にお願いした。実地教育Ⅲの調査に関しては、2009(平成 21)年 8 月と
2010(平成 22)年 8 月に附属幼稚園の園長に調査を依頼し、教諭が回答した後、各自質問紙
を内封筒に入れて一括回収・返送を園長にお願いした。実地教育Ⅳの調査に関しては、
2009(平成 21)年 11月と 2010(平成 22)年 12月に実習生が指導を受けた国公私立幼稚園の実
習指導教諭に回答してもらうように園長宛に依頼し、教諭が記入後、各自での返送をお願
いした。 





均値を算出し、平均値が 3.50 以上 4.00 未満で「5.十分あてはまる」と「4.ほぼあてはま

































































 表 6-2-2より、実地教育Ⅰにおいて平均値が 3.50以上 4.00 未満の項目は、「(1)」「(9)」
「(15)」「(16)」「(17)」「(19)」「(21)」「(23)」の 8 項目であり、平均値が 4.00 以上の項
目は、「(18)」の 1項目であった。 

























平均値 ％ 平均値 ％ 平均値 ％
(1) 先入観を持たずに、幼児のありのままの姿を共感的・肯定的
に受け止めることができる。
4.14 71.5 4.12 75.0 3.95 66.7
(2) 幼児の遊びの姿から、一人ひとりの興味や関心を捉えること
ができる。
3.33 42.9 3.63 75.0 3.86 71.4
(3) 幼児の様々な行動から心情や意欲等の内面を理解することが
できる。
2.90 23.8 3.50 62.5 3.62 52.4
(4) 個々の幼児の人との関わり方や集団の中での育ちを捉えるこ
とができる。
2.71 14.3 3.25 50.0 3.67 57.2
(5) 幼児の気になる行動や態度についての要因を自分なりに分析
することができる。
2.81 28.6 3.50 50.0 3.90 66.7
(6) 幼児期の発達の特性について理解している。 2.86 23.8 3.62 62.5 4.00 76.2
(7) 幼児の身体の発育や病気について理解している。 2.43 19.1 3.38 50.0 3.67 57.1
(8) 特別支援を必要とする幼児の特徴について理解している。 2.62 28.6 3.13 37.5 3.67 52.4
(9) 目線を合わせて幼児に接し、心通わせながら関わることがで
きる。
3.95 71.4 4.25 87.5 4.48 95.3
(10) 幼児の状況の変化や多様な要求に対して、一人ひとりに丁寧
な関わりができる。
3.38 42.8 3.88 75.0 4.14 81.0
(11) 幼児の主体性や自立性の育ちを大切にした関わりができる。 2.81 33.3 3.38 50.0 3.71 66.6
(12) 幼児が十分な満足感や達成感を感じられるように関わること
ができる。
3.05 33.3 3.63 62.5 3.67 52.3
(13) 状況や課題等に応じて意思決定や行為選択ができる。 2.76 23.8 3.50 50.0 3.52 52.4
(14) 幼児一人ひとりに配慮しながら、集団としてまとまりのある
指導ができる。
2.24 19.0 3.00 25.0 3.52 52.4
(15) 他の人の意見に謙虚に耳を傾け、自ら学ぼうとする。 4.24 76.2 4.63 87.5 4.76 95.3
(16) 心身共に良好な状態であるように自己管理ができる。 4.24 76.2 4.50 87.5 4.67 95.2
(17) 保護者や地域の人々に日常の挨拶がきちんとできる。 4.00 66.7 4.50 87.5 4.76 100.0
(18) 社会人としての適切な礼儀、身だしなみ、言葉遣いができ
る。
4.29 81.0 4.13 75.0 4.90 100.0
(19) 幼児に公平・公正な態度で関わることができる。 4.05 66.6 4.13 75.0 4.62 100.0
(20) 一つのチームとして園の保育に取り組むことができる。 2.57 28.6 3.63 50.0 4.14 81.0
(21) 常に明るく、積極的に物事に取り組んでいくことができる。 4.29 76.1 4.50 87.5 4.86 95.3
(22) 保育者としての自覚と誇り、使命感を持っている。 3.57 47.6 4.12 75.0 4.38 81.0
(23) 幼児に対して正しくわかりやすい言葉遣いができる。 3.67 52.4 4.00 75.0 4.67 100.0
(24) 困難な事態に対しても問題解決に向けて粘り強く取り組むこ
とができる。
3.33 52.4 4.25 87.5 4.14 76.2
(25) 危機管理の意識を持っている。 2.86 33.3 3.75 75.0 4.14 81.0
(26) 事務的な仕事や園内整備等の仕事について理解している。 2.38 9.5 3.00 25.0 3.62 47.6
(27) 絵本、歌、製作、運動遊び等に関する面白さを知っている。 3.33 38.1 4.13 87.5 4.33 90.5
(28) 保育内容に活用できる得意な分野を持っている。 3.19 38.1 4.00 87.5 4.24 81.0
(29) 保育内容の知識に基づき、教材研究ができる。 2.57 28.5 3.88 75.0 4.14 76.2
(30) ピアノ、手遊び、パネルシアター、運動遊び等の技術を持っ
ている。
2.71 28.6 3.63 62.5 4.33 85.7
(31) 自然や自然物と関わり、保育に活用することができる。 2.76 23.8 3.75 75.0 4.05 76.2
(32) 教材を再構成できる柔軟性がある。 2.19 14.3 3.25 37.5 3.62 61.9
(33) 音楽遊び、造形遊び、運動遊び等の指導方法を知っている。 2.57 19.0 3.13 25.0 3.76 52.4
(34) 自らの保育を振り返り、反省・評価できる。 3.33 38.1 4.37 87.5 4.38 95.3
(35) 保育の評価を次の保育や指導計画の改善に生かすことができ
る。
2.71 33.3 4.13 87.5 4.38 95.3
(36) 幼児の姿や発想を大切にし、臨機応変に計画を修正すること
ができる。
2.19 14.3 3.38 50.0 3.67 61.9
















 表 6-2-2より、実地教育Ⅲにおいて平均値が 3.50以上 4.00 未満の項目は、「(1)」「(2)」
「(3)」「(5)」「(6)」「(10)」「(12)」「(13)」「(18)」「(19)」「(20)」「(22)」「(23)」「(25)」
「(29)」「(30)」「(31)」「(37)」「(38)」「(39)」「(40)」「(42)」「(47)」「(48)」「(49)」「(51)」
の 26項目であり、平均値が 4.00 以上の項目は、「(9)」「(15)」「(16)」「(17)」「(21)」「(24)」
「(27)」「(28)」「(34)」「(35)」の 10項目であった。 
 以上の実地教育Ⅲの実習指導教諭の回答結果について、以下の 4 点が考えられる。１つ
めは、実地教育Ⅲでは、保育を中心にして幼稚園教育全般について実習することを目的と
していることから、「保護者・地域等との連携力」の領域を除くすべての領域で、平均値が
3.50 以上 4.00 未満の項目や、平均値が 4.00 以上の項目で占められていること、特に、実
習の目的に掲げられている教育の方法及び技術に関係する「幼児への指導・援助力」「保育
内容の展開力」「保育評価・改善力」の領域と教師の資質に関係する「教職の基礎的遂行力」
平均値 ％ 平均値 ％ 平均値 ％
(38) 研修に積極的に参加して、保育者としての専門性を高めよう
とする。
3.19 47.6 3.75 87.5 4.29 85.8
(39) 自然や社会の事象に興味や関心を持ち、自らの保育に取り入
れようとする。
2.76 23.8 4.00 75.0 4.33 80.5
(40) 社会参加活動等を通じて多様な人々との出会いや経験を深め
ようとする。
3.29 47.6 3.88 87.5 4.10 71.5
(41) 保護者や地域の人々との関わりから学び、それを自らの保育
に生かそうとする。
2.43 19.1 3.50 37.0 3.43 47.6
(42) 保護者の話にしっかりと耳を傾け、聴くことができる。 2.86 38.1 3.88 75.0 3.67 62.0
(43) 保護者との会話を大切にし、積極的に関わることができる。 2.57 23.8 3.13 37.5 3.43 57.2
(44) 保護者や地域の人々と手を携え、共に歩んでいこうとする。 2.33 14.3 3.00 25.0 3.19 42.9
(45) 幼稚園と保育所や小学校との連携に関する知識を持ってい
る。
2.43 19.0 3.25 50.0 3.48 57.1
(46) 幼稚園のある地域に関心を持ち、地域の特性を理解しようと
する。
2.48 9.6 3.00 25.0 3.38 42.8
(47) ねらい、内容、環境構成、保育者の援助等、整合性のとれた1
日の指導計画を立てることができる。
1.76 4.8 3.50 62.5 4.10 71.4
(48) 幼児の実態と興味や関心を捉え、幼児の活動を予測した指導
計画を立てることができる。
1.90 14.3 3.50 62.5 4.00 66.7
(49) 季節の変化や行事の内容を考慮して、指導計画を立てること
ができる。
2.05 19.0 3.75 75.0 4.14 81.0
(50) 教育課程や長期、短期の指導計画の関連性について理解して
いる。
1.95 14.3 3.13 25.0 3.90 76.1


























































の各領域について、すべての構成項目が 3.50 以上、あるいは 4.00 以上の平均値であった
ことは妥当であるといえる。また、「教職の基礎的遂行力」と「職能向上力」の領域につい
ても、それぞれ 1 項目を除けばすべての項目が 3.50 以上、あるいは 4.00 以上の平均値で
あり、当然ながら保育者として身につけることが期待される資質能力であるので、実地教
育Ⅳの実習到達規準として妥当であると考えられる。 




 このように、実地教育Ⅳの位置づけや 2週間の実習期間を考慮に入れると、平均値が 3.50
以上の項目は実地教育Ⅳの実習到達規準として妥当であると考えられる。 





















































平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
2.98 0.84 3.52 0.68 3.79 0.64
3.03 0.92 3.60 0.73 3.84 0.62
3.62 0.87 4.09 0.88 4.47 0.46
2.76 0.91 3.68 0.75 4.07 0.62
2.89 1.09 3.94 0.90 4.21 0.61
2.92 1.11 3.78 1.13 4.04 0.59
2.53 0.99 3.25 1.13 3.43 0.74






















１ 研究の方法  
(1)調査の方法 


















































































平均値(SD) % 平均値(SD) % ｔ検定
１）幼児理解力
* 3.27(0.84) 35.6 3.72(0.78) 58.2 ***
3.11(0.88) 31.9 3.54(0.82) 47.5 ***
2.71(0.90) 18.1 3.10(0.78) 28.8 ***
2.60(0.94) 14.4 3.16(0.83) 32.5 ***
2.78(0.90) 19.4 3.25(0.79) 36.3 ***
2.43(0.87) 13.1 2.82(0.81) 18.2 ***
1.98(0.82) 4.4 2.46(0.77) 8.8 ***
2.06(0.94) 6.9 2.85(0.87) 20.6 ***
２）幼児への指導・援助力
* 3.50(0.97) 49.4 3.89(0.82) 65.6 ***
2.91(0.91) 23.2 3.17(0.83) 29.4 ***
2.80(0.93) 18.2 3.20(0.81) 30.7 ***
2.69(0.91) 15.0 3.16(0.88) 33.8 ***
2.84(0.88) 16.9 3.12(0.80) 26.9 ***
2.52(0.95) 13.8 2.86(0.87) 20.0 ***
３）教職の基礎的遂行力
* 3.76(0.80) 61.9 3.98(0.74) 65.7 ***
* 3.75(0.88) 63.8 3.95(0.84) 73.8 **
* 4.14(0.84) 77.5 4.19(0.78) 80.0
** 3.60(0.79) 59.4 3.83(0.78) 67.5 ***
* 3.58(0.91) 50.0 3.81(0.85) 61.9 ***
3.23(0.89) 33.8 3.59(0.83) 50.6 ***
* 3.74(0.86) 58.8 3.89(0.86) 66.9 *
3.23(0.93) 38.2 3.56(0.86) 51.9 ***
* 3.17(0.88) 32.5 3.39(0.88) 46.3 **
3.39(0.88) 43.8 3.65(0.78) 53.8 ***
3.26(0.85) 33.8 3.60(0.83) 53.2 ***
1.94(0.90) 6.3 2.82(0.85) 18.8 ***
４）保育内容の展開力
3.63(0.96) 53.2 3.82(0.86) 65.0 **
2.73(1.03) 20.7 3.11(0.98) 30.0 ***
2.04(0.82) 4.4 2.54(0.78) 10.6 ***
2.88(1.09) 28.1 3.08(0.87) 29.4 *
2.77(0.97) 22.5 3.19(0.94) 36.9 ***
2.14(0.92) 6.3 2.55(0.87) 12.5 ***



























































平均値(SD) % 平均値(SD) % ｔ検定
５）保育評価・改善力
2.95(0.96) 23.8 3.73(0.86) 57.5 ***
2.80(0.92) 20.0 3.45(0.87) 48.1 ***
2.24(0.88) 6.9 2.71(0.89) 15.0 ***
2.26(0.86) 6.3 3.10(0.79) 26.9 ***
3.27(0.98) 38.8 3.46(0.92) 44.4 **
2.98(0.95) 26.3 3.40(0.82) 42.5 ***
3.52(0.92) 48.2 3.79(0.82) 65.0 ***
3.21(1.04) 40.6 3.43(0.87) 45.0 **
3.84(0.88) 68.2 3.81(0.86) 61.9
3.63(1.00) 57.6 3.59(0.94) 52.5
3.47(0.95) 48.1 3.56(0.90) 51.3
2.39(0.97) 11.9 2.91(0.85) 22.5 ***
2.77(0.96) 17.6 3.23(0.86) 35.0 ***
８）保育計画力
1.94(0.83) 3.8 2.41(0.83) 8.7 ***
1.97(0.83) 3.8 2.49(0.85) 8.1 ***
2.12(0.92) 6.3 2.68(0.91) 16.3 ***
1.83(0.79) 3.7 2.39(0.82) 8.7 ***









































































平均値(SD) N 平均値(SD) N ｔ検定
１）幼児理解力 2.61(0.66) 160 3.11(0.61) 160 ***
２）幼児への指導・援助力 2.88(0.75) 160 3.23(0.66) 160 ***
３）教職の基礎的遂行力 3.40(0.59) 160 3.69(0.58) 160 ***
４）保育内容の展開力 2.66(0.68) 160 3.01(0.63) 160 ***
５）保育評価・改善力 2.56(0.74) 160 3.25(0.69) 160 ***
６）職能向上力 3.25(0.79) 160 3.52(0.68) 160 ***
７）保護者・地域等との連携力 3.22(0.73) 160 3.42(0.72) 160 ***




















































件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数 件数 合計 平均回答数
(8) 12 2 1
(1) 5 2 4
(3) 3 4
(2) 3 1
(4) 2 2 2
(5) 3 4 12
(6) 3 4
(7) 3 9 15
(12) 37 1 2
(10) 1 14 3
(14) 6 3 3
(13) 2 4 2
(9) 3 8
(11) 6 12 6




(15) 12 8 1
(39)
(37) 5 3
(33) 1 2 1
(16) 7 6 5
(40) 5 1 2






























８）保育計画力 1 0.20 26 5.20 14 2.80
７）保護者・地域
等との連携力
0 0.00 2 0.40 0
3.00
６）職能向上力 1 0.25 2 0.50 1 0.25
５）保育評価・改
善力




2 0.29 19 2.71 18 2.57
３）教職の基礎
的遂行力




52 8.67 37 6.17 24 4.00
























































































































































  本研究では、2009(平成 21 年)度と 2010(平成 22)年度における実習生及び実習指導教諭を
調査対象とした。 
 調査時期については、2009(平成 21)年度は、実習生 22 名に対して実習前の 5 月に「実地
教育Ⅲの到達規準に関する事前調査」（質問紙調査）を、そして実習後の 7 月に「実地教
育Ⅲの到達規準に関する事後調査」（質問紙調査）を実施した。また、2010(平成 22)年度も






は 42 であった。 
 質問紙調査の内容は、幼稚園教員養成スタンダードに示す「幼児理解力」「幼児への指
導・援助力」「教職の基礎的遂行力」「保育内容の展開力」「保育評価・改善力」「職能












実習指導教諭に質問紙調査への回答を依頼し、2009(平成 21)年度と 2010(平成 22)年度の 2
度にわたり実習後の 6 月に「実地教育Ⅲの実習生の到達度に関するアンケート調査」（質
問紙調査）を実施した。この調査では 2 年間でのべ 11 名の実習指導教諭に対して幼稚園教




全回答データは 36 であった。 
(2)分析の手順   
①実地教育Ⅲの実習到達規準に基づいて、実習生の事後の到達度を把握し、その上で実習
生の事前から事後にかけての到達度の変化を把握する。そのため、分析では事前調査と事
後調査に回答した 42 名のデータを用いることとする。 
 事後の到達度の把握については、スタンダードの 8 領域 51 項目について平均値を算出し、
平均値が 3.50 以上であれば 5 件法の「3.少し身についている」と「4.ほぼ身についている」
の中間の値よりも大きいことを意味し、なおかつ「5.十分身についている」と「4.ほぼ身に
ついている」に回答している者が 50％を越えていれば「ある程度身についている」項目で






























































平均値(SD) % 平均値(SD) % ｔ検定
１）幼児理解力
* 3.10(0.69) 26.2 3.60(0.63) 61.9 ***
* 2.76(0.58) 7.1 3.55(0.71) 52.3 ***
* 2.52(0.59) 0.0 3.10(0.62) 23.8 ***
2.52(0.63) 2.4 3.24(0.66) 35.7 ***
* 2.64(0.69) 9.5 3.29(0.64) 38.1 ***
* 2.40(0.63) 4.8 3.12(0.63) 23.8 ***
2.31(0.56) 2.4 2.64(0.66) 4.8 **
2.38(0.62) 2.4 2.57(0.77) 11.9
２）幼児への指導・援助力
** 3.48(0.59) 47.6 3.90(0.69) 76.2 **
* 2.64(0.58) 4.8 3.12(0.80) 28.6 ***
2.62(0.73) 7.2 2.98(0.72) 21.4 *
* 2.48(0.67) 4.8 3.00(0.63) 19.0 ***
* 2.57(0.50) 0.0 2.93(0.71) 19.0 **
2.10(0.66) 2.4 2.74(0.73) 16.7 ***
３）教職の基礎的遂行力
** 3.74(0.70) 64.3 4.05(0.70) 78.6 *
** 3.71(0.86) 59.5 3.86(0.87) 69.0
** 4.10(0.73) 78.6 3.98(0.84) 73.8
* 3.74(0.70) 59.5 3.95(0.70) 78.5
* 3.57(0.74) 52.4 3.71(0.77) 61.9
* 3.48(0.94) 50.0 3.60(0.80) 45.3
** 3.69(0.78) 64.3 3.67(0.72) 61.9
* 3.40(0.77) 42.8 3.43(0.77) 45.2
* 3.17(0.62) 23.8 3.36(0.85) 47.7
** 3.43(0.80) 47.6 3.43(0.74) 42.8
* 3.45(0.74) 50.0 3.38(0.73) 42.9
2.31(0.72) 2.4 3.17(0.73) 33.3 ***
４）保育内容の展開力
** 3.31(0.84) 38.1 3.74(0.80) 57.1 *
** 2.86(0.90) 21.5 3.21(0.95) 30.9 *
* 2.21(0.65) 0.0 2.98(0.64) 16.7 ***
* 2.45(0.71) 4.8 3.05(0.83) 23.8 ***
* 2.55(0.74) 11.9 3.10(0.76) 28.6 ***
2.05(0.66) 4.8 2.52(0.74) 9.5 ***
2.05(0.54) 0.0 2.74(0.67) 9.5 ***
５）保育評価・改善力
** 2.98(0.75) 19.1 3.76(0.69) 66.7 ***
** 2.88(0.67) 14.3 3.57(0.67) 52.3 ***
2.02(0.56) 0.0 2.62(0.73) 9.5 ***































































 「６）職能向上力」の領域では、いずれの項目も 3.50 以下の平均値を示した。 
 「７）保護者・地域等との連携力」の領域については、「(47)保護者の話にしっかりと
耳を傾け、聴くことができる」の平均値が 3.50 以下の値を示した。 
 「８）保育計画力」の領域では、いずれの項目も 3.50 以下の平均値を示した。 
 以上の結果から分かることは、実地教育Ⅲにおいて策定された 36 項目の実習到達規準の
うち、実習生の到達度評価が 3.50 以上の値を示した項目は 13 項目であり、およそ１／３程
平均値(SD) % 平均値(SD) % ｔ検定
* 3.21(0.93) 40.4 3.17(0.85) 33.4
* 3.14(0.68) 31.0 3.33(0.85) 38.1
* 3.29(0.94) 38.1 3.31(0.90) 45.2
3.14(0.93) 40.5 2.90(0.98) 31.0
* 3.52(0.74) 52.3 3.45(0.97) 47.6
3.02(0.87) 23.8 3.00(0.91) 26.2
3.14(0.84) 26.1 3.02(1.00) 28.5
2.60(0.73) 7.2 2.76(0.73) 14.3
2.67(0.72) 9.5 2.81(0.80) 16.7
８）保育計画力
* 1.86(0.57) 0.0 2.93(0.68) 16.7 ***
* 2.12(0.67) 0.0 3.10(0.69) 26.2 ***
* 2.38(0.62) 2.4 3.26(0.70) 38.1 ***
2.14(0.65) 2.4 2.93(0.68) 16.7 ***





































































































 表 6-4-3 の結果から、実習指導教諭による各実習生の到達度評価において「(12)目線を合
わせて幼児に接し、心通わせながら関わることができる」、「(38)他の人の意見に謙虚に
耳を傾け、自ら学ぼうとする」、「(34)心身共に良好な状態であるように自己管理ができ





平均値(SD) N 平均値(SD) N ｔ検定
１）幼児理解力 2.58(0.33) 42 3.14(0.47) 42 ***
２）幼児への指導・援助力 2.65(0.40) 42 3.11(0.54) 42 ***
３）教職の基礎的遂行力 3.48(0.52) 42 3.63(0.55) 42
４）保育内容の展開力 2.50(0.49) 42 3.05(0.58) 42 ***
５）保育評価・改善力 2.67(0.49) 42 3.42(0.58) 42 ***
６）職能向上力 3.20(0.70) 42 3.18(0.75) 42
７）保護者・地域等との連携力 2.99(0.60) 42 3.01(0.75) 42











平均値(SD) % 平均値(SD) % ｔ検定
１）幼児理解力
* 3.58(0.65) 61.1 3.19(0.79) 41.7 *
* 3.56(0.70) 55.6 3.08(0.77) 33.3 **
* 3.08(0.65) 25.0 2.81(0.71) 13.9
3.28(0.66) 38.9 2.56(0.81) 11.1 ***
* 3.28(0.66) 38.9 3.17(0.66) 30.6
* 3.14(0.64) 25.0 2.53(0.61) 5.6 ***
2.69(0.62) 5.6 1.92(0.60) 0.0 ***
2.56(0.74) 11.1 1.92(0.69) 5.6 ***
２）幼児への指導・援助力
** 3.89(0.71) 75.0 3.53(0.51) 52.8 *
* 3.14(0.83) 30.6 2.75(0.87) 16.7
3.00(0.76) 25.0 2.69(0.62) 5.6
* 3.00(0.63) 19.4 2.53(0.77) 8.3 **
* 2.97(0.74) 22.2 2.33(0.79) 5.6 ***
2.78(0.76) 19.4 2.28(0.66) 5.6 **
３）教職の基礎的遂行力
** 4.06(0.67) 80.6 3.50(0.74) 52.8 ***
** 3.94(0.83) 75.0 3.69(0.89) 63.9
** 3.94(0.86) 72.2 2.81(0.95) 13.9 ***
* 3.97(0.74) 77.8 3.28(0.78) 36.2 ***
* 3.69(0.79) 61.1 3.31(0.58) 36.1 *
* 3.58(0.84) 41.6 2.33(0.93) 13.9 ***
** 3.75(0.73) 69.4 3.31(0.79) 33.3 *
* 3.47(0.77) 47.2 2.94(0.67) 16.7 **
* 3.31(0.86) 41.7 2.97(0.74) 25.0
** 3.47(0.77) 47.2 2.94(0.79) 19.5 **
* 3.36(0.76) 41.7 2.11(0.85) 5.6 ***
3.14(0.72) 30.6 2.47(0.74) 2.8 ***
４）保育内容の展開力
** 3.75(0.81) 58.3 2.97(0.74) 25.0 ***
** 3.22(0.96) 25.0 2.67(0.86) 13.9 *
* 2.97(0.65) 16.7 2.61(0.84) 11.1 *
* 3.06(0.75) 25.0 2.58(0.87) 13.9 *
* 3.11(0.79) 30.6 2.42(0.87) 11.1 ***
2.53(0.77) 11.1 2.11(0.71) 5.6 *
2.75(0.69) 11.1 2.25(0.91) 5.6 *
５）保育評価・改善力
** 3.75(0.69) 66.7 3.28(0.82) 38.9 **
** 3.56(0.70) 50.0 2.89(0.67) 16.7 ***
2.58(0.73) 8.3 2.33(0.68) 5.6





































































平均値(SD) % 平均値(SD) % ｔ検定
* 3.19(0.89) 36.2 2.17(0.94) 5.6 ***
* 3.31(0.89) 36.1 2.58(0.73) 5.6 ***
* 3.33(0.89) 44.4 2.14(0.96) 8.3 ***
2.86(0.99) 27.8 2.03(0.85) 0.0 ***
* 3.42(1.00) 47.2 1.92(0.94) 5.6 ***
2.97(0.97) 27.8 1.86(0.93) 5.6 ***
2.97(1.03) 25.0 1.75(0.77) 0.0 ***
2.72(0.74) 13.9 1.72(0.66) 0.0 ***
2.75(0.77) 11.1 1.78(0.80) 0.0 ***
８）保育計画力
* 2.94(0.72) 19.4 2.64(0.59) 5.6
* 3.06(0.72) 25.0 2.69(0.89) 16.7
* 3.22(0.68) 33.3 2.64(0.87) 16.7 **
2.97(0.65) 16.7 1.72(0.66) 0.0 ***























































































件数 合計 平均回答率 合計 平均回答率 件数 合計 平均回答率
(8) 3 0 0
(1) 13 2 0
(3) 7 1 0
(2) 7 1 0
(4) 8 3 1
(5) 2 1 4
(6) 0 2 5
(7) 0 5 5
(12) 8 0 0
(10) 1 4 0
(14) 3 3 2
(13) 0 2 1
(9) 0 4 0
(11) 0 10 1
(38) 2 0 0
(34) 0 0 0
(48) 0 0 0
(35) 0 0 0
(15) 2 0 0
(39) 0 0 0
(37) 0 0 0
(33) 0 0 0
(16) 4 2 0
(40) 0 1 0
(51) 1 1 1
(50) 1 0 0
(18) 2 1 8
(23) 1 2 10
(17) 1 6 4
(19) 1 10 26
(21) 0 4 4
(22) 0 8 3
(20) 0 6 9
(31) 7 0 0
(32) 6 0 0
(29) 0 15 0
(30) 5 0 0
(41) 0 0 0
(36) 1 1 0
(42) 0 0 0
(49) 0 0 0
(47) 0 0 0
(46) 0 0 0
(43) 0 0 0
(53) 0 0 1
(44) 0 0 1
(26) 2 7 2
(27) 6 6 2
(28) 2 0 1
(25) 1 2 3















































































(8 人)、「(26)ねらい、内容、環境構成、保育者の援助等、整合性のとれた 1 日の指導計画
を立てることができる」(7 人)であった。 







































































































第 5 節 幼稚園教員養成スタンダードに基づく実習到達規準からみた実地教育Ⅳの評価 
 
本節で取り扱う実地教育Ⅳは、兵庫教育大学学部 4 年次を対象とした出身幼稚園での 2













 調査時期については、20 名の実習生に対して実習前の 2010(平成 22)年 6月に「実地教育
Ⅳ（幼稚園実習）の到達規準に関する事前調査」（質問紙調査）を、そして実習後の同年 11
月に「実地教育Ⅳ（幼稚園実習）の到達規準に関する事後調査」（質問紙調査）を実施した。 







ータ数は 20 であった。 
 質問紙調査の内容は、幼稚園教員養成スタンダードに示す「幼児理解力」「幼児への指導・
援助力」「教職の基礎的遂行力」「保育内容の展開力」「保育評価・改善力」「職能向上力」「保





















































平均値(SD) % 平均値(SD) % ｔ検定
１）幼児理解力
* 3.63(0.68) 60.0 3.89(0.74) 80.0
* 3.50(0.69) 60.0 3.75(0.55) 70.0
* 2.90(0.79) 20.0 3.35(0.67) 45.0 **
* 3.00(0.80) 25.0 3.20(0.70) 35.0
* 3.15(0.81) 35.0 3.40(0.94) 55.0
* 3.30(0.73) 45.0 3.45(0.61) 50.0
* 2.60(0.68) 5.0 2.85(0.67) 15.0
* 2.85(0.88) 15.0 2.95(0.83) 20.0
２）幼児への指導・援助力
** 4.00(0.73) 75.0 4.05(0.89) 75.0
** 3.55(0.61) 60.0 3.30(0.92) 30.0
* 3.45(0.89) 50.0 3.35(0.75) 40.0
* 3.21(0.86) 45.0 3.11(0.99) 35.0
* 3.05(0.69) 25.0 3.15(0.81) 35.0
* 2.95(0.83) 25.0 3.05(0.76) 25.0
３）教職の基礎的遂行力
** 4.10(0.85) 90.0 4.05(0.95) 85.0
** 3.90(0.91) 65.0 3.65(0.81) 55.0 *
** 4.05(1.00) 80.0 4.05(0.95) 85.0
** 3.65(0.99) 65.0 3.75(0.91) 65.0
** 3.95(0.67) 85.0 4.00(0.80) 80.0
** 3.60(1.05) 55.0 3.55(1.00) 55.0
** 3.65(1.14) 60.0 3.70(0.98) 65.0
** 3.60(0.88) 60.0 3.70(1.03) 65.0
** 3.55(0.76) 50.0 3.50(0.95) 60.0
* 3.85(0.88) 65.0 3.85(1.04) 75.0
** 3.55(0.89) 55.0 3.35(1.04) 40.0
3.25(1.02) 10.0 3.15(0.99) 30.0
４）保育内容の展開力
** 3.90(1.12) 70.0 4.00(0.80) 80.0
** 3.40(1.00) 45.0 3.60(1.14) 65.0
* 3.30(0.92) 50.0 3.25(0.79) 45.0
** 2.95(0.89) 25.0 2.85(0.88) 25.0
* 3.15(0.81) 40.0 3.15(0.88) 30.0
* 2.55(0.89) 15.0 2.60(0.88) 15.0
* 2.85(0.99) 25.0 2.75(0.85) 15.0
５）保育評価・改善力
** 3.80(0.77) 70.0 3.85(0.99) 70.0
** 3.45(0.95) 50.0 3.45(0.95) 40.0
* 2.65(0.81) 15.0 2.70(0.80) 15.0
** 3.55(0.95) 55.0 3.55(0.89) 55.0
** 3.55(1.00) 55.0 3.20(1.11) 35.0
** 3.45(1.00) 45.0 3.55(1.00) 50.0
* 3.60(1.05) 55.0 3.50(0.95) 40.0

















































































平均値(SD) % 平均値(SD) % ｔ検定
* 3.95(0.83) 65.0 3.65(0.99) 65.0
3.70(1.08) 60.0 3.25(1.07) 40.0 *
3.60(1.00) 60.0 3.10(1.21) 30.0 *
2.95(0.89) 30.0 3.05(1.05) 30.0
3.15(0.67) 30.0 3.20(1.06) 45.0
８）保育計画力
* 2.90(0.85) 25.0 3.15(0.88) 30.0
* 3.00(0.86) 30.0 3.10(0.91) 30.0
** 3.15(0.81) 35.0 3.30(0.92) 45.0
* 3.10(0.97) 35.0 3.15(0.99) 40.0


























































































 表 6-5-3 の結果によれば、実習指導教諭による各実習生の到達度評価では、45 項目の実


























平均値(SD) % N 平均値(SD) % N ｔ検定
１）幼児理解力
* 3.87(0.74) 80.0 15 3.80(0.68) 66.6 15
* 3.80(0.41) 80.0 15 3.33(0.62) 40.0 15 *
* 3.40(0.63) 46.7 15 3.27(0.59) 33.3 15
* 3.33(0.62) 40.0 15 3.27(0.46) 26.7 15
* 3.67(0.72) 66.7 15 3.60(0.74) 60.0 15
* 3.53(0.52) 53.5 15 3.40(0.51) 40.0 15
* 2.92(0.64) 15.4 13 3.00(0.58) 15.4 13
* 2.85(0.80) 7.7 13 3.00(0.58) 15.4 13
２）幼児への指導・援助力
** 4.07(0.88) 80.0 15 3.93(0.88) 73.4 15
** 3.33(1.05) 33.3 15 3.47(0.83) 40.0 15
* 3.53(0.64) 46.7 15 3.13(0.52) 20.0 15
* 3.33(0.82) 40.0 15 2.93(0.59) 13.3 15
* 3.20(0.68) 33.3 15 3.13(0.74) 33.3 15
* 3.20(0.56) 26.7 15 3.07(0.70) 26.7 15
３）教職の基礎的遂行力
** 4.13(0.64) 86.7 15 4.13(0.74) 80.0 15
** 3.73(0.80) 53.3 15 4.07(0.96) 73.3 15
** 4.20(0.68) 86.6 15 4.27(0.70) 86.7 15
** 3.87(0.83) 73.3 15 4.40(0.63) 93.4 15
** 4.00(0.85) 80.0 15 4.20(0.56) 93.4 15
** 3.67(0.82) 60.0 15 3.47(0.52) 46.7 15
** 3.87(0.83) 73.3 15 4.00(0.85) 66.6 15
** 3.87(0.83) 73.3 15 3.87(0.74) 66.7 15
** 3.53(0.99) 60.0 15 3.53(0.74) 53.4 15
* 4.00(0.88) 78.6 14 3.64(0.63) 57.1 14
** 3.40(0.83) 33.3 15 3.27(0.80) 33.4 15
3.00(0.85) 26.7 15 3.20(0.94) 46.7 15
４）保育内容の展開力
** 4.07(0.80) 86.7 15 3.80(0.68) 66.6 15
** 3.67(1.18) 73.3 15 3.60(0.83) 53.3 15
* 3.20(0.78) 40.0 15 3.33(0.62) 40.0 15
** 2.93(0.88) 26.7 15 3.20(0.68) 33.3 15
* 3.27(0.59) 33.3 15 3.20(0.68) 33.3 15
* 2.60(0.83) 13.3 15 2.80(0.68) 13.3 15
* 2.87(0.74) 13.3 15 2.93(0.59) 13.3 15
５）保育評価・改善力
** 3.93(0.80) 66.7 15 4.00(0.66) 80.0 15
** 3.67(0.82) 46.7 15 3.87(0.64) 73.3 15
* 2.80(0.68) 13.3 15 3.20(0.68) 33.3 15
** 3.47(0.99) 46.6 15 4.07(0.70) 80.0 15
** 3.17(0.84) 25.0 12 3.42(0.90) 50.0 12
** 3.71(0.91) 57.1 14 3.79(0.70) 64.3 14
* 3.58(0.90) 33.3 12 3.50(0.91) 58.3 12




















































































平均値(SD) % N 平均値(SD) % N ｔ検定
* 3.55(1.04) 63.6 11 3.18(0.98) 36.4 11
3.18(0.98) 27.3 11 2.82(0.75) 18.2 11
3.18(1.08) 36.4 11 2.64(0.67) 9.1 11
3.08(0.99) 16.7 12 3.00(0.85) 25.0 12
3.15(0.99) 46.2 13 3.08(0.76) 30.8 13
８）保育計画力
* 3.27(0.59) 33.3 15 3.53(0.74) 53.4 15
* 3.20(0.68) 33.3 15 3.27(0.70) 40.0 15
** 3.33(0.72) 46.7 15 3.40(0.83) 46.7 15
* 3.13(0.74) 33.3 15 3.13(0.74) 33.3 15




























































(19) 1 9 10
(21) 2 1 1
(22) 2 2






























































































































































































































































として妥当であると判断できた。具体的には、実地教育Ⅰでは平均値が 3.50 以上 4.00 未
満の項目は 8項目、4.00以上の項目は 1項目が該当した。実地教育Ⅲでは平均値が 3.50以
上 4.00 未満の項目は 26項目、4.00 以上の項目は 10項目が該当した。実地教育Ⅳでは平均













































































ことによって 5 つの領域の項目は有意に到達度評価が高まっていた。 
③実習指導教諭による実習生の到達度評価では、「目線を合わせて幼児に接し、心通わせ
ながら関わることができる」「他の人の意見に謙虚に耳を傾け、自ら学ぼうとする」「心
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第 7 章 実習到達規準における資質能力形成に向けた実地教育科目への示唆 
 
 

































































































































































































































































































 しかし、第 5 章で取り扱った小学校教育実習科目の評価において、実地教育Ⅱの実習経
験は実習生自身の到達度評価に与える効果が大きいことが明らかになった。また、実地教
育Ⅲでの事後の到達度評価は、36 項目の実習到達規準のうち 21 項目で 3.50 以上の平均値
を得た。実地教育Ⅳでの事後の到達度評価は、47項目の実習到達規準のうち 26項目で 3.50
以上の平均値を得た。そして、実地教育Ⅳの実習指導教諭による実習生の到達度評価では、
47項目の実習到達規準のうち 41 項目で 3.50以上の平均値を得た。 
 ところが、第 6 章で行った幼稚園教育実習科目の評価の場合、実地教育Ⅲの事後の到達
度評価では 36項目の実習到達規準のうち 3.50 以上の平均値を得たのは 13項目であり、実
地教育Ⅳの事後の到達度評価では 45 項目の実習到達規準のうち 3.50 以上の平均値を得た
のは 19 項目であった。そして、実地教育Ⅳの実習指導教諭による実習生の到達度評価は、










1) 文部省教職員養成課「教員養成のための教育実習のあり方について」、1969 年、3 頁。 
2) 国立大学協会教員養成制度特別委員会「大学における教員養成―その基準のための基礎



















































































































 第 4 に、事前指導としての実地教育Ⅱの有効性が 3 年次の主免教育実習である実地教育
Ⅲ及び 4 年次の 2 週間の主免教育実習である実地教育Ⅳの成果にどのような差異をもたら
すのかを調査、分析を行った結果、次の 4点が明らかとなった。1つめは、実地教育Ⅱが事
前指導として、実地教育Ⅲにおける有効性は 176 人中 115 人（65.3％）と大きいが、実地















































































因子の妥当性を検討した結果、小学校教師の 4 因子よりも社会教育施設者の 7 因子の方が
「自然体験活動の指導で教師に求められる資質能力」を適切に捉えていると考えた。 











































































 第 7 章では、上述の実地教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳにおける成果と学修課題をもとに、各実地
教育科目の改善点を指摘した。 










 第 2 に、小学校教員養成スタンダードに基づいて、兵庫教育大学学校教育学部の実地教
育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの実習到達規準を明確にするために各教育実習科目の実習指導教諭を対















































































































































 第 7 章では、上述の実地教育Ⅰ・Ⅲ・Ⅳにおける成果と学修課題をもとに、各実地教育
科目の改善点を指摘した。 









 第 2 に、幼稚園教員養成スタンダードに基づきながら、1～4 年次までの幼稚園教育実習
科目において実習生にどのような資質能力を修得させるべきかを明確にするために、実地






が 3.50 以上の項目は実習到達規準として妥当であると判断できた。 






































































































項目の実習到達規準のうち 41 項目で 3.50 以上の平均値を得た。ところが、幼稚園教育実
習科目の評価では、実地教育Ⅲにおいても実地教育Ⅳにおいても 3.50 以上の平均値を得た
項目数が低く、実地教育Ⅳの実習指導教諭による実習生の到達度評価でも、45 項目の実習













































































































































































































































る大学教員に対して 2 段階の質問紙調査を実施し、分析した結果、8 領域 51 項目からなる
幼稚園教員養成スタンダードを策定した。その幼稚園教員養成スタンダードに基づいて、
兵庫教育大学の幼稚園教育実習科目の実習到達規準を明確にするために、実地教育Ⅰ・Ⅲ・
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